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俺たち が 作らない か? 新しい 祟りを さ 


0 


なな ふし 

学校の 七不思議の“ 八 個 目” となる“ 新しい 祟り” 


「お 骨サ マの 呪い」 を 僕たちが 


と 


ど 


作った、 あの 夏。 それは、 止め処ない 悪意と 恐怖の 幕開けだった 


# 


あの 竜 騎士  07 が 文芸 雑誌 『フ アウ スト』 に 寄稿し、 小説家 デビューを 飾った 伝説の 一 編が 
満を 持しての 星 海 社 FICTIONS 化。 傑作 『ひ ぐらし のな く 頃に』 の 世界観と もリ ンク する 
極上の ホラーを あなたは 今、 体験す る！ 


星 海 社 

RCT  画  S 


11111 St 


II 室は 刑事 


二階には 二 部屋 ある。 

その 片方は 僕の 部屋で、 もぅ 片方は 元々、 おば あち ゃん の 部屋だった。 

だが、 数年 前に 亡くなっ てから、 部屋は 空室と なった。 そして、 じ わじ わと 僕の 物置 部 
屋となっていった齡^今では両方とも僕の部屋のょぅな状態になっていた。 

-  >  I  I  ‘  k 


もちろん、 両親からは 二 部屋 使う なんて K, ^ だと 怒られ、 おば あち やん の 部屋を 片付け 
なさい と言われて きたの だが…。 片付ける のが 面倒く さくて、 ずるずると 今日まで 占領し 
てきた のだった。 

だが、 春を 迎え 寒さを すっ かり 忘れた 頃、 とうとうそう いう わけに も 行かな くな った。 
僕が 占領 中の この 部屋に、 新しい 主を 迎えなければ ならな かった からだ。 

その 主の 名は、! si ®^ 把。 うちの お父さんの 大勢い る 兄弟 姉妹の 一人だった。 


ともひろ 

「友宏 - 優 花 おばさんが 来た わよ In:」 


階下から 聞こえる お母さんの 声。 それは、 おばさんを 迎える ために 下へ 来い と 呼んで い 
るの か、 おばさんが 来たけ ど 片付けは 終わつ てるんだろぅ なと 確認して いるの か、 わかり 


本棚の 裏に 隠した ことを すっ かり 忘れて いた H な 本を、 懐かしみながら 読んで る 場合で 
はな かった の だ。 

階段を 上りながら、 お母さんと おばさんが 談笑す る 声が 近付いて くる。 

床 一面に 散らばった H な 本 だけは 見付かりたくない！ そう 思い、！! てて かき 集めて mfl 
ね、 一番 上に ドリル 帳を 重ねて 誤魔化した 瞬間に ドアが 開いた のだった。 

「よ一 う、 友宏 くん！ 久し振り だね〜！」 

開口一番、 元気す ぎる 声が 飛び出す。 優 花 おばさんは 相変わらずだった。 

「ど ど、 どうも、 優 花 おばさん。 お 久し振りです…！」 

「うん、 久し振り だね！ おば あち ゃん の お 葬式で 会った のが 最後 かな。 あれ？ 結構、 

背が 伸びたん じ ゃない？ 私より 背が 高くな ったん じ ゃない の？」 

fi J J 

優 花 おばさんは、 叔母な ので おばさんと 呼んで いるが、 本当は お姉さんと 呼んだ 方が い 
いんじ ゃない かと 思う 程度の 年齢 だ。 叔母では あるけ ど、 年齢は お父さんよりも、 僕の 方 
が 近い かもしれ ない。 

でも、 何だか 声が 大きくて やたらと 元気な ので、 やっぱり どこか おばさん っぽい。 
「ちよっ と 背中 付けて みよう か。 ほら、 背筋を ピンと して！| 

「は、 はい…！」 

「よつ こらしよ つと。 …… おお？ 踵 W ち やん と 床に 付けて る？」 
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「付けて ますよ…。」 

おばさんの 髪の毛の 匂いが ふっと 鼻腔を くすぐる。 

それは クラスの 女子が 香らせる 髪の 匂いと よく 似て いて、 親戚の おばさんで あるに も か 
かわらず、 なぜか 心臓を 高鳴らせて しまう のだった。 

「はっは っは っは！ いや〜、 ついに 友宏 くん も 私を 追い抜いた ねぇ！ 小学校の 頃は チ 
ビち ゃんだ ったけ ど、 やっぱり 男の子は 成長期に 入る と 早い ね 〜！ 」 

「 « 斤】、 急に 身長が 伸び だしたん です よ。 こういう 発育の 時期 だから こそ、 部活 動か 何 か 
を やって ほしいんで すけ ど、… 面倒臭が り やで 困って るんで す。」 

母と おばさんは からからと 笑つ た。 

「友宏 、おばさんの 荷物が まだ あるから 玄関から 持っ てきて あげて。」 

「ああ〜 ® さんい いんです よ！ 私が やります から やります から！」 

「いいんです、 うちの 子 も 男の子なん ですから、 こういう 時く らい 扱き使って やってく だ 
さい。 ほら ほら、 友宏！ 」 

「あい あ〜〜 い 〇」 

「重い けど、 一人で 大丈夫 かな？ おばさんと 一緒に 運ぶ？」 

荷物を 運べと お母さんに 言われる 分には、 面倒臭い から 嫌 だとい う 気がする が、 優 花 お 
ばさん に 一人で 運べる？ なんて 聞かれる と、 一人で も 平気です と 粋がりた くなる から 不 


思議だった。 

「よしよ し！ がんばれ 友宏 くん！ おいしい ケーキ を お 土 15 に 買って 来たから ね^ 終 

わったら 一緒に 食べよう！ がんばれ^ - 」 

「が、 がんばります…。」 

おばさんの テンションに 押され 気味に なりながら、 僕は 階段を 降りて いく。 

後ろから 母と おばさんの 声が 聞こえて きた。 

「どうもう ちの 子には 覇気がなくて。 もうち ょっ と 年頃の 男の子み たいに、 元気が 出て ほ 
しいんです けど。」 

「姉さん、 そういう 時は 柔道です よ、 柔道！」 

…お ばさん が 家を 出て 行く まで、 連日、 柔道を 勧められる のだろう か。 

優 花 おばさんは、 一見す ると 朗らかな やさしい 叔母 だが、 そ ^ だけでは を ハ。 

ものすごい 大酒飲みで、 怪力な の ももち ろん 特筆すべき こと だが、 何よりも まず 特筆す 
べき ことは、 刑事で ある こと だつ た。 

おばさんが どのような 活躍を している のか、 聞いても 断片的に しか 教えて くれないた め、 
刑事と いう 仕事が どのような ものな のかは 全然 わからない。 

でも、 おばさんの ような タフネスの ある 人 じ やない と務 まらない のだろう をと いう こと 


は、 何となく 察しが つくの だっ た。 

さて、 そんな おばさんが 我が家へ 引っ越して くる 理由 も、 やはり 警察 絡みだった。 所属 
する 署の 異動が あったら しい。 

引っ越す先の »^ がリフォームだか水道エ事だかの都合で、しばらく他に宿を求める必要 
がで きたらし い。 それで、 署の 近くに 住む 我が家に、 そのし ばらく の 間を 住まわせて もら 
えない かとい う 話が 来た わけ だ。 

うちは 元々、 おば あち ゃん を 含めて 四 人で 住んで いた 家 だから、 おば あち ゃん が 亡くな 
った 後には、 一人 分を 受け入れる スぺ ースが 充分に あった。 

それで、 . ここからは 被害妄想 なの だが。 おば あち ゃん の 部屋から 僕を 追い出す、 ち 

ょうどい い 口実になる と 思っ たの かもしれ ない。 両親は、 おばさんに しばらくの 宿を 提供 
する ことを 申し出、 僕に 第ニ プラィべ ー トル ーム からの 撤退を 申し渡した のだった。 

玄関 前に 置かれた 旅行 カバンは、 あの おばさんに 重い と 言わし める だけあって、 壮絶な 
重さ だっ た。 

それでも、 男と して 1 日を 上げる のは みっともなくて、 何とか 二階まで 運び込む。 

これ だけの 偉業を 成し遂げた の だから、 僕は 拍手で 迎えられても ょかった はずだった。 
…だ が、 不思議な 恥ずかしい 違和感。 

あぁ、 そうさ。 あの 世話好きな おばさんが、 片付け 途中の 部屋に 残っ たなら、 片付けの 


r きを 手伝おう とする のは 読めた 展開だった はずさ… 。ドリル 帳を 重ねた だけの H 本の u 

は 今や お母さんと おばさんの 前に 赤裸々 に & され、 僕の プラィバシー は 一山 百 円の 状態 だ 
…〇 

「友 宏… 、お 小遣いは ね、 もうち ょっ と 役に立つ ものに 吏った 方が…。 一 

「いやいや 姉さん、 年頃の 若い 子には とても 大切な ことです！ 友宏 くん、 おば さし i. 心 
ず かしい こと だとは 思わない よ〜” 二 

「ぎ ゃ - H 優 花 おばさん、 やめて ください〜！ 搬ら ないで〜 n:」 

國 神社の 少年たち 

「「わっ はっは っは っは っは っは！  1 」 

博 之と 亨は げらげらと お腹を 捩りながら 笑っ た。 

「そり ゃ 災難 だよ な。 でも さ、 俺 もやら しい 本が いつの 間に か 本棚に 戻って た 時は ショ ッ 
クだ つたな一！  | 

「親なん か マシ だろ、 俺なん か 妹に 見付かっ たよ。 何 か 汚らわし いよ 1 を 見る目に 
なつて さ*—!」 

「い 一 じ ゃん、 ツィン テ ー ルの 妹に お兄ちゃんって 呼ばれる だけで、 ■齡 s< 奶 うらやまし 


いけどな 一。」 

「いい か、 妹は 女 じ やね一！ 血縁の 異性は 基本的に 敵 だょ 敵！ 妹の いない 連中の 妄想 
だって！」 

「でも お前、 妹の 下着 盗んだ こと あるって 言って たじ やん !? 言っ てた 言って た！」 
r 言って ね一 ってッ n:」 

rr わっ はっは っは、 わっ はっは っは n:」」 

気心の 知れた 友人たち との 他愛の ない 猥談だった。 

今日はた また ま 笑ぇる 話を している が、 僕たちは 基本的に ネガ テ ィブな 話題を 口に する 
方がず っと 多かった。 

金がない。 面白い ことがない。 親が うるさい。 進路 決まっ た？ 受験う ぜ一… 。ゲ ーム 
貸して ょ。 今、 人に 貸して る。… 最近、 面白い ゲ ー ムね ぇな…。 そんな 感じ。 

だから、 適当に 笑い 合う とまた 話題が なくなり、 そういう 雰囲気に 戻っ ていっ た。 

僕たち 三人は 下校す る 時は まっすぐ 帰宅し ない。 

帰宅しても、 親が 勉強し ろとうる さいだ けだっ たから だ。 

だからい つの 頃から か、 下校 時に、 この 狸 神社に 寄って、 薄暗くな るまで おしやべ りを 
して 過ごす のが 日課に なって いた。 
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狸 神社と いうのは もちろん 俗称 だ。 

本当は、 なんたら 神社と いう 由緖 正しい 名前に 違いない。 だが、 正しい 名前で 呼ぶ 人は 
ほとんどい なかつ た。 

里 神社の 由来と なった 狸は、 今、 僕が 跨， ってい る 狸の 遊 具だろう。 よく 公園なん かに 置 
いて ある、 小さい 子が 跨って 遊ぶ だけの 動物の 置物 だ。 

どうして こんな ものが、 仮にも 神 さまを SEO る 神社の 境内に あるの か 不思議 だっ たが、 そ 
れを Mii する 気は おきな かった。 その 程度の、 いい加減な 神社だった からだ。 

神社と 言えば、 ちょっと 小高い 丘の 上なん かに あって、 石段を 何 段 も 上って、 立派な 鳥 
居を くぐつて… という ィメ ージが あるが、 狸 神社は それとは 大きく 異なる。 

なぜなら、 狸 神社の 敷地 面積は、 文字通り 猫の額 ほど だから だ。 

しかも それは ごみ ごみと した 古い 住宅地の 中に あり、 両隣の 家に びったり 挟まれ、 今に 
も 押しつ ぶされ てし まいそう だつ た。 

両隣の 家の、 手入れされ ていない 庭木の 枝が 互いにせ り 出し、 みつとも なく 張り巡らさ 
れた 電線が それに 絡む。 


神社ら しく 鳥居 も あるが、 バス ケのゴ ー ルよりも 低く 安つ ほい。 
うな もの も あるが、 まさに 神社の 最低 条件 だけを 満たした ような、 
そんない い 加減な 神社 だから、 誰も 参拝な ど 訪れない。 


一応、 社と 賽銭箱の ょ 
安っぽい ものだった。 
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ま^^ r とした— 街の 死角で、 sflg— どい い 溜 


いつもの ように。 はつたり と jig 題が 尽き、 僕らは 退屈そう に 電線 だらけの 空を 見上げる。 
こういう 流れになる と、 大抵、 会話の pf 悪くなる。 

こないだの 模試は どう だつ た？ とか、 產 校が 合格 圏から 落ちた とか 何とか、 そうい 

う 話になる。… それは 誰も 望まな かつた から、 この 会話の ない 時間 高と か 打ち破れない 
もの かと、 誰もが 思案して いるに 違いな かつと。 


と 起き上が つた 


° 


〇 


そんな 中、 博 之が ひよ つ こり 

壽は麗 つぼく、 何 か 面白い ことを 思いつ いたかのよぅ であつ」 こ 
「友宏 さ、 通りに 誰もい ないか 確認して くんね？」 

「… ぅん？  いいけ ど？」 

人が いなべと を— しろなん て、 やましい ことを すると 予告して いるよ— だ。 
たか、 退屈に 飽 いた 僕らには その 程度の スリルは 必要 だっ ヒ 
通りを 見る。 誰もい ない。 

「誰もい ない よ…。」 

「おい 博 之、 賽銭 ドロは やばいだ ろ…！ 一 


〇 
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何が 始まる のかは その 一言で わかった。 

「博 之…、 お 賽銭は まずくない か？ バチ 当たっ たら やべ 一だ ろ。」 

「当たる バ チが あったら 俺たち、 とっく に 当たっ てる ぞ 。友宏 だっ て 鳥居に 小便 かけた こ 
と あったろ？ 亨だ って 社に 落書きして たじ ゃねぇ かよ。」 

「いや、 それでも 賽銭は まずいだ ろ — 」 

「あ、… これ ナン バー ロック だぞ 〇」  ナンキン じょう 

賽銭箱の 裏には、 中身を 取り出す 引き出しの ような ものが あり、 そこに 南京 錄 のよう な 

ものが 掛けられて いた。  ナた  、 
だが それは、 いわゆる 鍵穴の ついた それでは なく、 三桁の 数字を 合わせて 開ける ナン ハ 

丨錠だ った。 

r 三桁っ てことは . 、何 通り だ？」 

「〇 〜 9 なら、 十の 三乗 だから、 千 通り だろ。」 

「千 通りって、 案外 少なくない？」 

表向きは みんな、 バ チが 当たっ たら 嫌 だよ な、 と 言い合う。 

だが 実際は、 みんな 新しい 遊びを 見つけた ことに 喜々 としていた。 

博 之が ナンパ 1を "〇" 三つに 揃ぇ、 引っ 張る。： •もちろん 開く わけがない。 今度は 一 
の 立を 一つず らし、 001 にして 再び 引っ 張る…。 
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その r から、 C の赛 銭箱の 銳 前を 外す ナン バーを 探す 行為は、 僕らの 新しい 遊びと なっ 

た。 

赛銭 泥棒 だと、 何だか バ チが 当たりそう だし 雰囲気 もみみ っちい ので、 スパィが 軍事 幾 
密の 入った 金庫を 開けようと している… というよ うな 雰囲気の ストー リーを 作っ た。 こう 
いうのは 雰囲気が 大事 だから だ。 

また、 千 通りと いう 組み合わせ 数 も、 退屈な 僕らには ちよう どい いくらいだ った。 

一万 通り も あったら 嫌に なって しまう が、 千く らいなら、 地道に 頑張れば、 いつか 開き 
そうに 感じる。 

見 付 力れば 怒られる だろう が、 交番に 連れて行かれる ような レベル じ ゃない。 その 辺の 
リスクの ない スリルが、 何を やっても 中途半端な 僕らの 世代には ぴったりな 刺激だった の 
だ 。  、 

中にたくさんのお金があったらいいなぁと «| ^,合ったが、揺すった手応えからはお世辞 
にも それを 期待で きそうには ない。 

第一、 狸 神社に たむろして いる 僕たちは、 誰かが お 賽銭を 投じる ところな ど 一度 も 見た 
ことが なかつ たの だから。 

でも そんな ことは どうで もよ かった 。元々、 中身に 興味な どない の だ。 開 錠す る その 行 
為 だけが 目的だった。 
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だから 賽銭 ドロには ならな いんだ、 と 自分に 言い訳を する 僕は、 多分、 仲間内で 一番 肝 
っ 玉が 小さい んだ ろぅな ぁと 思っ た…。 

0 チは 本人 申告制 

夕食を 食べた 後は 居間で テレビを 見ず、 すぐに 二階の 自分の 部屋に 引き籠 もる のが 習慣 
だっ た。 

本当は テレビが 大好き だが、 テレビを 見て いると 必ず 親に、 勉強は？ と 聞かれる。 そ 
れが 嫌で、 いつの 間に か テレビを 見る 習慣は なくなって いた。 

もちろん、 部屋に 引き籠 もっても 漫画を 読んで いる だけ だ。 

一 5、 机の 上には 勉強を している っぽく、 参考書 や ノート が 広げて ぁるが、 それは 親が 
階段を 上って くる 音が 聞こえた 時に、 すぐに 着席して 勉強して いる フリ をす るた めだけ の 
ものだった。 

でも、 今日に 限って はそんな に 早く 逃げ出さなくても 良かった かもしれ ない。 

しばらくとは 言え、 新しい 家族と して 迎えられた 優 花 おばさんの 歓迎会の ょぅな ムード 
だっ たから だ。 

ビー ルが ほと しど ダメ なお a さんと 違い、 おばさんは さすが 宮島 家の 血筋。 いくら 飲ん 
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でも 酔わない 酒豪だった。 

だから お父さんは、 一緒に 飲む 相手が できた のが この 上な く觀 しかった らしく、 いつま 
でも 上機嫌に ビー ルを 飲み あう のだった。 

階下から 聞こえて くる お父さん やお 母さん、 おばさんの 笑い声。 

ああい う 豪快な 性格 だから、 おばさんには 周りに いる 人 も 元気に する 力が ある。 
おばさんが いて くれる 間は、 この 家 も、 受験 前の 子どもと 親の ギ スギ スした 空気が 抜け 
て くれる ょうに 思えた。 それを 思う と、 おばさんが 引っ 越して きたのは、 悪い ことでは な 
かった のか もしれ ない。 

やがて、 階段を 上って くる 足音が 聞こえた。 

階段を 上る 音には ク セが ある。 だから、 お父さん でも お母さんで もない それは、 さ tf さ 
んの ものに 違いなかった。 

そして ノックと 共に おばさんの 声が 聞こえた。 

「友宏 くん〜？  何 やって るの一？」 

お母さんが おばさんを 使って、 僕が 勉強を ち ゃん とやっ ている かどう か 偵察して いるの 
かもしれ ない。 僕は 慌てて 机に 戻って 言った。 

「あ、 勉強です . 。一応、 受験生なん で。」 

「そうなん だ？ 偉い じ ゃない〜！ じ ゃ あ 入 っても c いわょ rso」 


お f さし ^ そう 言う と、 割と 遠慮なく 入つ てきた。 

勉強中 だと わかっ たら、 入っ てこない もの だと 思っ ていたの だが…。 まぁ、 その 辺りの 
ちよつ とガ サツな ところ も おばさんら しい。 

「そっか そっか、 友宏 くん も 今年は 受験なん だね〜。 ご飯 食べて すぐ 勉強に 戻る なんて 偉 

い 偉い。」 

勉強す るた めに 部屋に 戻っ ている のでは なく、 親に 怒られた くなくて 戻っ ている だけ だ。 
… こういう 勘違いを される と、 何だか 後ろめ たくて 申し訳ない 気持ちになる。 

おばさんには 正直に、 別に 勉強なん かしてないです よと 打ち明けそう になっ たが …… 
ガ サツな だけに、 そのままを お母さんに 伝ぇて しまう 危険性 も ある 気がした。 

後ろめ たいが、 勤勉な ことを 尊敬され て おく ことにする。 

T これが 模試な の— !? : …… 私、 もう 一回 学生に 戻れって 言われたら とても 卒業で きる 気 
がしない ねぇ…！」 

「でも 優 花 おばさん、 警察 じ ゃないです か。 公務員って 頭が 良くない となれ な いんじ ゃな 
いです か？」 

「あっは っは、 そんな こと 全然！ 法学部 出て るよう な 頭が いいのに 限って 全然 働 力な 
いね。 そんなら 高卒で もい いから 情熱が ある やつの 方が マシ だって！」 

は ぼさんの 学歴は 知らない けど、 あんまり 良くな いんだろう なと 思っ た。 


でも、 おばさんの ような 人の 価値は 学歴なん かとは まった く 無関係な ところに あると 思 
う。 そうだと 思えば、 優 花 おばさんの 学歴なん て どうで もい いこと だと ® った。 

「学歴なん かに 囚われない でさ、 友宏 くん も 立派な 大人を 目指して ね。 ま〜 もちろん 勉強 
を まった く 疎かに していい という わけ じ やない よ。 でも、 勉強 以外に も 学ばなければ なら 
ない ことは たくさん あるから ねえ L_° 

「例えば 何 で すか^:?」 

「遊ぶ こと だね！ 友達との 付き合いは 大切に した 方が いい。 家に 閉じ籠 もって ゲーム ば 
っかりなん て 最低 だからね え？ 友宏 くんには、 いつも 一緒にい る 仲良しな 友達は いる？ 一 
博 之と 亨と 僕の 三人は 間違いな く 親友だった。 

小学校の 頃から ずっとの 縁で、 偏差値 も 似た ような もんだ から、 高校で も きっと 一緒に 
なる だろう。 

面白い ことから 馬鹿な ことまで、 いつも 一緒だった。 何でも 打ち明けられる 関 系 だ。 
それを おばさんに 話す と、 とても 嬉しそうに 笑っ た。 

- そうか、 それなら ば 友宏 くんは 充分に 素敵な 勉強を している よ。 友達を 大事に して、 い 
っ ぱい 遊 ぶんだ よ。 未成年の 内なら 笑い事に な るんだ からさ、 今の 内に 少しは 怒られる よ 
うな こと もしと いた 方が いい。 じ やない と、 していい 事と 悪い 事の 区別が つかない 大人に 
なつち やうから ねえ。」 


「怒られる ような ことっ て、 やっぱり マ ズィん じ やないです か…？」 

「まぁ、 マズィ って 言えば マ ズィと 思うよ 。でもね、 子ども 時代に いっ ぱい ケン カを して 
育った 子は、 大人に なって ケン カを する 時、 加減を 間違えな いんだよ ね。 子ども 時代に 優 
等 生で 1 ごし、 大人に なって 初めて ケン カを すると、 大抵、 加減が わからなくて 大変な こ 
とに なって しまう。 笑い事で 済む 内に、 色々 悪い ことを して おくの も 勉強 だよ、 うん。」 
「それは ケン カを いっ ぱいし ろっ てこと です か…？ 今時 そんな ことしたら、 内申書が 大 
変な ことにな っち やい ますよ。」 

「う〜〜〜 ん 、そうなん だよ ねえ。 ^1 ぅ ®4 な 時代に なった もんだ よ。 あっは っは っは。」 
おばさんの 子ども 時代の ことは 少し だけ お父さんに 聞いた ことがある。 

斤-所で 悪さ ばかりして いる っ 子で、 交番の お巡りさんに 叱られて 親が 引き取りに 来 
るよう な ことが 何度も あつたら しい。 

でも、 今の 元気な おばさんを 見て いると、 そういうのは 決して 無意味な ことじ やな かっ 
たしだろう なと 感じる。 

叽に 向って 勉強す る だけが、 学ぶべき ことじ やない って ことなんだろう。 . それは 勉 

強 嫌いな 自分には とても 心地よ い 言葉 だ。 

「おばさんは 子どもの 頃、 どんな 悪い ことを してたん です か？」 

「う〜〜〜 ん 、もう 時効 だしな ぁ！ 白状しても いい か。 友宏 くんは 真似しち やダメ だよ！ 
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たけのこ 


駄菓子 屋で のかっ ぱら いと か、 人様の 山に 入って 筍を 抜いて 来たりと か。」 

明らかに 犯罪行為 っぽい の だが…。 おばさんが 言う と 子どもの 頃の 武勇伝 程度に しか 聞 
こえない から 不思議 だっ た。 

今の 時代に そういうので 捕まっ たら… 大変だろう な。 

交番で お 説教を 食らって お 家に 帰して くれたの どかな 時代が、 ちょっぴり 11 ましかった。 
「人の 家の 飼い犬に 柿の 実を ぶつけて 遊んだ こと も あつたつ け！ あと 賽銭箱の 中に 手を 
突っ込んだり もした ねえ。」 

賽銭箱と いう 言葉に 一瞬、 どきりと した。 

「さ、 賽銭箱って、 手を 突っ込める ものなん です か…？」 


「普通は 無理 だけどね。 昔 住んで た 町の 神社の やつは、 格子の 辦が 外せたん だょ ね。 だか 
ら 簡単に 中身を 抜き出せて ねぇ！ あれで 買っ た アィ スキ ャン デー がぅ まかっ たこと！ 当 
時は ね、 アィス キャン デー は 不衛生 だって •が あって、 親が 買って くれなかった んだ ょね 
だから 初めて 食べた もんだ から 本当に おいしくて おいしくて。 悪い ことを したと 思つ 
てるけ ど、 子ども 時代の 懐かしい 思い出 だね ぇ。」 


わく 


° 


賽銭 ドロを する 


チが 当たる かもしれ ない なんてい う、 女々 しい 自分に 比べる 


と、 


おばさんの 場合は 本当に 豪快だった。 こぅいぅ 人には バ チって、 当たらない に 違いな 


「でも、 お赛 銭って 神 さまへの お ^ えです よね… 〇バ チと か 祟りと か 怖くな かったん です 
か？」 

おばさんは きよ とんと してから、 からからと 笑い出した。 今の 今まで パ チなん て 考えた 
こと もなかつ たという 風 だつ た。 

「、パ チが 当たる なんて 一度 も 考えた ことは なかっ たな あ。 でも、 今やる と 神 さまに 代わっ 
て お巡りさんが バ チを 下す からね。 友宏 くんは 賽銭 ドロなん かやっ ち ゃ だめ だよ。 あっは 

っは っは。」 

r へ チっ てのは、 当たる もの じ ゃなくて、 受ける もの だっ てこと がわ かりました。 おば さ 
んみ たいな タィプの 人は、 多分 一生、 何の バチ にも 祟りに も 遭わない と 思います。」 
「ふうん？  どういう 意味？」 

難しい 言い方を したつ もりは なかっ たの だが、 おばさんには 知的に 聞こえたら しかった。 
「あ、 いえ、 そんな 難しい 話 じ ゃな いんです。 おばさんみたい に、 あっけ らかんと した 人 
は 賽銭 ドロを しても バ チなん か 当たらない。 いや、 気付かな いんじ ゃない かって 思 うんで 
す。 逆に、 悪い ことを したと 気に# む 人は どんな ささいな 不幸が あっても、 それが バチだ 
と 感じて しま うんじ ゃない かなっ て。」 

「 . ほほう。 なかなか 友宏 くん も 賢い ことを 言うよう になっ たんだね ぇ。 それは 社会 全 

般て 通じる 話 だね。 くよくよして いる 人は、 雨が 降り出しても、 世界中に 否定され たよう 
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な 気になる。 心が 強い 人は、 何が あっても へっ ち ゃら！ だから 雨が 降っても 全然、 元気 
なわけ。」 

「そういう ことです よね。 バチは 下され るん じ ゃなくて、… やましい と g う、 D が、 バチだ 
と 感じ るんだ 0 」 

結局、 受け取り 方の 問題 だとい うこと だ。 

バチも 祟り もこの 世には 存在し ない。 心が やまし さや 後ろめ たさを 持っ た 時、 自らが ® 
意識の 内に バチや 祟りを 欲して しまう の だ。 そして、 何気ない 日常の ささやかな ことを、 
そうだと 曲解して 受け取っ てし まう…。 

「友宏 くん も、 そういう 心の 話に 関心が 持てる 年頃に なったん だね ぇ。 放送 コー ドに 引っ 
掛かる ような 下品 ヮー ドを 連呼しながら 駆け回っ ていたの がつ いこの 間 だと 思っ たのに。 
あはは！」 

おばさんは、 僕の 好きな 笑顔でから からと 大笑いした。 僕 も つられて 大笑いを する。 

…僕も おばさん も宮 島の 血を引いて いるけ ど、 . どうも 僕には おばさんの ような、 D の 

強さは ないよう だっ た。 

なぜなら 僕は、 賽銭 ドロを しても バ チが 当たる わけがない という 確証を 欲しがっ ていた 
からだ。 それは つまり、 バ チを 恐れて いると いう こと、 心が やまし さと 弱さを 持っ ている 
という こと だ。 
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中に 数百 億円の 金塊が 眠っ ている ょうな 金庫を 破ろうと しているなら ともかく、 多分， 
数百 円 もない 程度の 賽銭箱を 破ろうと して こんな ザ マ じ ゃな ぁ…。 

多分、 僕は 悪人と しては 大物に なれないだろう なと 思った。 

遊ぼう 

今や 僕たちは この 遊びに 夢中だった。 

学校が 終わる と 駆ける ょうに 下校して 狸 神社へ 向かった。. 

r …… こちら スネ ー ク 。武装 兵が 二 名 来る。 …… それから 装甲 車両が 一台！ こっちの 方 
が 速い ぞ！」 

「フォックス 了解！ 作業 中断、 隠れろ、 急げ！」 

武装 兵と いうのは、 買い物 帰りの オバ サンたち を 示す 隠語だった。 

せっかくの 遊びな の だ。 いつの 間に か 僕たちは 大真面目に この 遊びを 楽しんで いた。 
r 行った ぞ 。作業 再開！」 

「左右、 問題ない。 出ろ！」 

社の 裏側に 隠れて いた 錠前 担当が 辺りを うかがいながら コ ソコソ 出て 来る。 

隠れる 必要は 本来ない。 賽銭箱の 前から 離れて 車座になる だけで いいの だ。 
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だが それでは 今 ひとつ スリルがない。 という わけで、 いつの 頃から かこの 錠前 破りは、 
姿を 見られても いけない という 新ルー ルが 追加され、 ょりそれ らしい ごっこ 遊びと なって 
いた。 

見張る 役 や 護衛 役、 開 錠 役は 交代制と した。 開 錠 役が 一番 スリルが あって みんな やりた 
がっ たため だ。 

馬鹿馬鹿しい 遊び だと 思っ ていたの だが、 なりきって みると これが 意外に 面白い。 見 

付かっ たら 怒られる という リスクは、 刺激に 飢えた 僕らには 心地ょ いもの だっ たので あ 
る 0 

この 調子で 毎日 毎日 挑めば、 多分、 いつの 日に か 錠前は 破られる だろう。 だが、 破れば 
この 遊びは 終わっ てし まう。 

だから、 破ろうと する 行為を 楽しみながら も、 実は 誰もが、 破れて ほしいとは 思っ てい 
なかっ たに 違いない。 

それでも 日々、 着々 と ナン バ ー は 進み、 楽しい 時間を 自ら 縮めて いる。 不思議な 皮肉 だ 

った。 

だから、 その 日は 訪れるべく して 訪れた。 

「 …… あ 〇」 

いつもと 違う 手応え。 ナン バ ー 錠が あっさり と 抜ける。 


開ける ために 今日まで 頑張っ てきた のに、 開けた 最初の 第一声は、 まるで 遊んで いた 玩具 
を 誤っ て 壊して しまった ような、 そんな 声だった。 

今度 こそ 本当の 意味で 見張りが いるは ずな のに、 僕ら 三人は 駆け寄り 集まる。 

「開い ち やった…。」 

「マジ かよ、 マジ かよ - 」 

「本当に 開く もんなん だな…。 ナンパー はいくつ だっ たんだよ？」 

「393。 サンキ ユ* さん、： •アリ ガト サン、 力な？」 

「あはは ははは！ 賽銭箱の 錠前に しちや 不謹慎な ナン バー だな ぁ。」 

「覚え やすい ナンパ ー でい いよ。 って ことは、 俺たち はいつ でも これを 開けられる ように 
なった って わけ だ…。」 

「って ことは さ、 この 賽銭箱に 入る お金は、 今後ず っと 俺たち の 小遣いっ てこと じ やね 一 
の？」 

「三等 分 だろ、 決めた よな！」 

「いいから さ、 開けて みようよ！ 中身い くらくらい 入っ てる !? "」 

開ける こと 自体が 目的、 などと 偉そう な ことを 言っ ておいても、 いざ 開ける ことに 成功 
すれば 話は 変わる。 

あれ だけ 中身に 期待して いなかった のに、 まるで 僕らは、 中に 高価な 宝物で も 隠されて 
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いるかの ような 期待を していた。 

せいぜい あっても 五 百 円く らい…、 という ささやかな 願望は、 今や、 気前の いい 老人が 
士它 万円 札を 入れて いるか もしれ ない くらいにまで， らんで いた。 

もっ たいぶりながら、 . いよいよ 引き出しを 開ける。 

ゴ タリと 誰かの 喉が 鳴っ た。 

「お金が 出て くれば いいけ ど さ。 . 猫の 死骸と か 出て きたら 呪われそう だよ な…？」 

「そんなの どうやって 賽銭箱に 詰め るんだ よ。」 

笑って 誤魔化し 合う が、 開けたら 何 かの 「呪い」 が 飛び出す のでは ないかと いう 後ろめ 
たさは 僕 だけでなく、 全員が 持っ ている ようだった。 

「 . OJ 

「 . 開けろ よ…。」 

「よっ し . ！」 

引き出しを 引く と、 想像して いたより ずっ と 抵抗な く、 すっ、 と 引けた。 

そこには。 . 土埃と 硬貨が 数枚 入って いた。 

「 . 。百 二十 五 円。」 

「狸 神社みたい ないい 加減な とこに も 百 円 玉 入れる 信心深い 人っ てい るんだ な… 0 」 

誰から ともなく 苦笑いが 漏れた。 
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当然の 結果が ss の 当たりに なった だけな のに、 なぜ だか 漂う 失望 感。 

あれ だけ 中身に 期待して いなかった のに、 開ける 瞬間は 誰もが 中に 素晴らしい 宝物 や、 
恐ろしい 祟りを 想像して いた。 それで、 中から 当初の 予想を 裏切らない 程度の ものが 出て 
きて、 がっ かりして しまう の だから。… やっぱり 僕たちは 安っぽい お子様なん だな ぁと 思 

い 知った。 

「どうす る？  四十 円ず つ 分ける？」 

「ゲ ー ム ー回 もで きないよ な。 駄菓子 買って 終わり じ ゃね…？」 

r …何か 馬鹿馬鹿しい よな。 せめて 千円く らい 入っ てない と 山分けす る 気に もなら ないや。」 
百 円ち よっ とを カッ パラっ ただけ で 賽銭 ドロ 扱いでは 割が 合わない。 

結！ 一司、 業ら は 中身には 手を つけず、 そのまま 引き出しを 戻して 施錄 する のだった。 
「あはは は、 結局、 下らな かったな^  — 」 

「そんなの 最初から わかっ てた ことじ ゃん。 ま 一、 ひよ っと して壳 万円 札と か 入っ てない 
かなと か 夢は 見た けどさ^ — 」 

「見た 見た 見た n: 竹やぶに 億が 入った カバンが ある 時代 だ もんよ。 賽銭箱に 百万 円 くら 
い 入っ てても おかしくない よ ！ 」 

rr あはは ははは はは！」」 

お気に入り だっ た 遊びが 終わっ てし まい、 ついに 偉業を 成し遂げた 達成 感も あったが、 
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,,J1 m からどん な 遊びを しようかと いう 寂し さも あつた。 

だから 誰から ともなく、 今度は 何を して 遊ぼうと いう 提案が 出る。 

この 錠前 破りは とても スリリングだった 。楽しかった だけに、 次の 遊びに も、 それと 同 
じか それ以上の 楽し さを 期待せ ずには いられな かった。 

だが、 面白い 遊びは 簡単には 思いつかな かった。 

「何 か 面白い アィデアは ないかね一。」 

「そんな 楽しい アィデアが あったら とっく に 思いつい てるって 0 」 

「… あはは はは、 そり やそう だよ な一。 I 

結局、 何も 思いつかず、 名残を 惜しむ ように、 再び 錠前 破りの 話題に 戻った。 

あれは 面白かった。 あれは 危なかった。 エトセトラ エトセトラ…。 

みんな 意見が 一致す るのは、 開けよう とする 過程が 一番 面白 かった という ことだった。 
「いや、 俺 さ。 最初の 晚はド キドキ し 過ぎて さ。 夢見が 悪かった んだ よ。 祟りと か あるん 
じ やない かなつ て さ！」 

「狸 神社 程度の 祟りなん てた かが 知れて るって一！」 

とは 言いつつ も、 それは みんな 同感で、 ちょっぴりの »| 纪 味 悪さは 味わった ようだった。 
「祟りと か 呪いと かっての も 面白 かった し、 中に いくら 入って るか 想像す るの も 楽し かっ 
たよな。」 


開 錠 作業 中、 もしも 中に 一億 円 入っ ていたら どうしよう 。山分けしても 三千 万円 以上 。 
体、 何に 使う !? なんて 話で 大盛り 上がりし たっけ。 

結局、 開ける 行為への やまし さの スリル。 そして、 中に 入っ ている かもしれ ない 宝を 想 
像す る ロマンの 二つが 自分たち を あれほどに 熱中 させて いたわけ だ。 

「って ことは、 スリルと ロマンの 両方が あれば いいわけ だな ぁ。」 

「何 それ、 みんなで 協力して 穴で も 掘って、 銀行の 地下 金庫で も 襲う？」 

「「 あっは ははは は、 いいねい いね〜。」」 

そんな 他愛 もない おしゃべ りの 最中に。 突然、 博 之が ボンと 手を 打っ た。 

「あ、 . そうだ。 あの さ！ 祟りなん かた かが 知れて るって 言っ たよな。 友宏 だっ 

け？」 

「うん？  そんな こと 言つ たつけ？」 

「言った よ。 狸 神社の 祟りなん てた かが 知れて るって 言った じ ゃん。」 

「何 だよ、 面白い 話？」 

「庵たち の 知っ てる 祟りって さ、 何が あるよ？」 

僕と 亨は 顔を 見合わせる。 

r …祟 りって 言ったら ぁれ だよ。 学校の 七不思議と か L_° 

「ある ある。 夜中に 鳴り 出す ピアノと か、 理科 室の 踊る ガィ コッ 標本と か！」 
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「あと、 初代 校長の 胸像が 動いて 喋る っての も あったよ な。 だいぶ アホ っぽい n 〇」 
r ぶっち やけ、 それって 怖い と 思う か？」 

学校の 七不思議は、 本来は 怪談 だから 怖い ものだろう とは 思う。 

だが、 どこの 学校に も 安っぽく 存在し、 どこの 内容 も それほど 変化は なく 単調 だ。 言っ 
て みれば、 どこの 学校の 図書室に も 必ず ある 文部省 *?: || 図書みたい な 感じ。 

だから 七不思議なん て 学校の お 約束みたい な もんで、 誰も 怖い なんて 思って なかった。 
r だから さ、 …… 俺たち が 作らない か？ 新しい 祟りを さ。」 

新しい 祟りを 俺たち で 作り出す？ 

作る というのは、 物作りの こと だと 思っ てきた 。プラモデルを 作る とか、!^ _I MS PI を 乍 
ると 力。 手に 触れられる ものを 生み出す ことが 「作る」 という 行為 だと 思っ てきた。 

だから、 目に 見えず 触れる こと もで きず、 人間以上の 存在が 生み出して いると しか 思 
えない 「祟り」 を〃 作る" ことができる なんて、 生まれて この 方、 考えた こと もなかっ 
た。 

だから、 それは ある 種の カル チヤ ーショックだった。 

「 . 新しい 祟り、 . 作る . 0 」 

「何 それ、 七不思議の 八 個 目を 作る わけ？」 

「そんなと こだな！ 古ぼけた 七不思議 じ やない。 新しい 定番と なる、 新 祟りなん だよ！」 
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「•••へ - - - - 何だか 面白そう だな - 」 

心の奥底で、 祟り やバ チを わずかで も 恐れて いた 三人に とって、 怖がるべき 祟りの 生み 
出す 側に 回ろうと いう 遊びは、 とても 斬新に 感じられた。 

だが、 ただ 作っても 面白くない。 

祟りを 作っても、 スリルは あるか もしれ ない が、… ロマンがない。 ロマンと いうのは 得 

る もの だ。  , 

博 之の、 新しい 祟りを 生み出そうと いう 案を * t に 色々 アィデアを 出し合い、 僕 や亨 がそ 
れに さらに 「ロマン」 の 要素を 付け加えた 時、 それは 誰もが 予想し なかっ た 奇抜な アィデ 
ア となっ た。 三人 寄れば 何とかの 知恵とは よく 言っ たもの だ。 

「 ^ : すごく ね？」 

「もしう まく 行っ たらさ、 これ かなり 稼げそう だよ ね。」 

「あはは は、 そうう まくは 行かな いんじ やない の 一?」 

「それを 期待す るの が ロマンって もんじ やない かよ〜 n:」 

三人が 考えた この 新しい 遊びは、 錠前 破りより もっとも っと 面白くなる かもしれ ない 予 
感 がした。 
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りの 栽培 


新しく 生まれる 現代の 祟り！ 

生徒たち は みんな 信じ、 自分は 呪われない よぅにと 祈る しかない。 

みんなが 信じて 恐れる のに、 生み出した 僕たち 三人 だけは 真相を 知っている。 その 優越 
感 はきつ と 格別に 違いな かつた。 

僕たちは 昼休みの 校舎 裏で、 どのような 祟りに する か、 どのように 広める かな どを 阼 戦 
会議す るの だつ た。 

さて、 一番 悩んだ のは 祟りの ネー ミン グだ。 


力っ こいい 名前が いいねと 意気込んだ ものの、 そんな もの 思いつく わけ もない。 

なので、 よりかつ こいい 名前が 思いつく までの 仮の名と いう ことで 「お * g サ マの 呪い」 
という、 聞く からに チー プな 名前が 決まつ た。 

もちろん チ I プな だけ あつて、 その 決め 方 も 実に チ ー プだ つた。 

三人で 周りを 見渡し、 何となく 目に 入つ たのが 「骨」 という 文字だった からだ。 それ ビ 


けの 理由で 「骨」 がィメ  ージに 選ばれ、 何の ft り もな く、 御と 様が つき、 お 骨 サマ といぅ 

だ ま  /II 

子ども 騙しな 名称が 決まつ たので ある。 


それ も そのは ず。 ここは XX 県 鹿 骨 市。 学校は 第二 鹿 骨 中学校。 

ここに 住まう 自分たち は 普段 意識し ない が、 ちょっ と 気付けば、 看板に 電信柱に そして 
あちこちに 「骨」 という 文字が いくらでも 溢れて いたの だ。 

それに 気付いた 時、 ようやく 「骨」 という 文字が ィ メージ させる 不気味 っぽい 感じに 気 

付いた のだった。 

さて 「お 骨サ マの 呪い」 は どんな 呪いなん だろう。 

「そり や、 お 骨サ マっ てく らい だからな。 骨折と かそうい う 呪い じ やない のか？」 

「…ん - - 、だから さ、 そういう ありがちな 怪我 じ やなくて さ。 もっ と 呪い っぽい ヤツ 

なんだ よ、 お 骨サ マの 呪いなん だよ。 こう、 ば わ わ - n: って、 骨に いっ ぱい 囲まれち 

やうんだ よ。 ば わ わ一”：」 

「可 だよ、 ば わ わ 一 って！ あはは はは！」 

「お 腎サマの呪い|を搬ジと、骨にばわわ - と 囲まれる らしい。 骨 まみれなん だそう 

だ。 ピンと 来ない が、 転んで 骨折し ますと か 言われる よりは、 何だか 得体の知れない 感じ 
が 呪い っぽくて いい かもしれ ない。 

「じ や あさ、 呪いっ て 言う けど、 どうなる と 呪われる わけなの？」 

「呪われる ような ことを す るんだろう な。」 

「そういう ことしな けり や 誰も 呪われない じ やん。」 


f もっ とこう さ、 誰もが 呪われた！ って 感じる ような、 学校 中に 広がる ような 呪いが い 
いな ぁ。 I 

「ん〜 〜〜〜 、その 辺は 適当で いいん じ やない の？ お 骨サ マは 怖い 神 さま だから、 学 交 
に 住み着い てて、 誰彼の 見境な く 呪 うんだ よ。 だから 怖 いんだよ！」 

- うは一、 そり や 怖い な！ という かえらい 傍迷惑 だな！」 
rr あはは ははは はは！」」 

結局、 「お 骨サ マ」 という 祟り 神が 学校に 住み着いて いて、 素行の 悪い 人間を 呪う と。 そ 
ういう 設定に なった。 

仲間に 一人く らい、 この 手の 設定に 詳しい ヤツが いればよ かった の だが。 残念ながら い 
なくて、 こんな チー プな 設定と なった のだった。 

そして、 呪われたら 呪いを 解く 方法 もなければ ならない。 

これにつ いて だけは 一番 最初に 決めて あった。 

狸 神社に お参りして、 お 賽銭を 入れる ことなの だ。 

あまり ケ チな 額 だと かえって 呪いが 強くな ってし まう ので、」 艱一 金額を お 賽銭と する こ 
と。 そう 付け加えた。 

これ こそが 肝だった。 

僕たちは あの 賽銭箱を 自由に 開けられ るの だから、 もし この 「お 骨サ マの 呪い 一が E が 
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り、 k に 受けて くれる 人が 本当 £ 議を 入れて くれ— ら 、それは 僕たちの 小遣いに な 
る わけなの だ。 

「広まれば 広まる ほどに 儲かる。 しかも ある 震 広まれば ロコ、、、 で 勝手に 広まる からな。」 
「しかも さ、 学校の 七不思議み たいに 定着 すれば、 それっ てす っと 残る わけで しよ？」 
「つまり 俺たち、 一生 儲かる って ことじ やん かよ 一” こ 
これは もはや ビジネスと 言っても いい 革新的な アィデア だっ た。 

何しろ、 カネを 出せと 卿 心 っ 啜 する わけ じ やない。 呪われた と 思い込んだ 人が 勝手に あ 賽銭 

を 入れる だけ。 それを 頂戴し ようとい うの、 た。 

だから、 もし この 怪談が 日本中に 広がっ たなら . 、僕たち 三人は もう 一生、 遊んで 

暮らせる だけの お金が 手に入る に違いない！ 

•まあ もちろん、 想像して 楽しむ 内が 華 だ。 

ほとんどの 人は 信じて くれないだろう し、 仮に 信じた 人が いても、 本当に お 賽銭を 入れ 
て くれる かは 震 だ。 そして その 額 も せいぜい 十 円が いいと ころだろう。 もし 合計で 千円 
もせ しめられたら、 それは 大成功の 部類に 入る に違いない。 

でも、 そこが ロマンだった。 ひよ っと したら 1  一 っ衝 千金。 そんな 夢が 僕らを ますますに こ 

の 遊びに 熱中 させて いくの だ。 
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「お # サマの呪い」の設定が大体まとまり、いよいよクラスに *" 斯する時が来た。 

僕たち 三人は 大の 仲良しだった が、 他に 友達が いない わけ じ ゃない。 教室へ 行けば、 一 
緒に 遊ばない まで も、 それぞれに たくさんの 友人が いた。 

彼らに、 吹き込んで ロコミで 広げる。 まずは クラスから。 そして 学年、 学 咬へ…。 

…だ が、 聞いた こと もない 「お 骨サ マの 呪い」 の 話な ど、 そう 簡単には 信じて くれない 
だろう…。 

「そり ゃ 信じないだろう よ 〇」 

I やっぱり 呪いが あるって ことを 実際に 見せない と ダメだ よな。 演出が 必要 だよ。」 
「演出って？」 

r ん〜 、例ぇば さ。 朝、 学校に 行ったら、 黒板い っ ぱいに 骨 骨 骨 骨… って 書いて あったら 
怖く ねぇ？」 

「うっわ、 そり ゃ 嫌 だな、 あはは n」 

「何 か 教壇の 上に、 怪しげな 骨が 積み上げて あったり とかね！」 

「あ一、 朝来て 机の 中に 骨と か 入って たら 泣く かもな 一!」 

つまり、 「お 骨サ マの 呪い」 に 信憑性を 持たせる には、 「呪い」 の デ モンス トレー シ ョン 
が 必要と いう わけ だ。 


バレたら 賽浅 ドロの 時より シャ レに ならない という スリルが あり、 わくわく させられる 
「朝 一で 登校して、 誰か 来る 前に 黒板に 骨 骨って 書けば いいん じ ゃね？」 

「朝 練の 連中って 結構、 早い よ？ あ、 でも 教室には いない か。 死角 じ ゃん !? 」 

「俺たち、 いつも 三人 だから さ、 何 かあっても、 三人 一緒にい ましたって 言えば アリバィ 
にもなる しさ。 大丈夫 大丈夫！」 

明日、 普段よりも 二 時間 も 早く 登校して、 教室に 怪しげな 仕掛けを 施す。 

こんな馬鹿げた悪戯のために、%赋を #| <9* たいもっとも貴重な時間をゎざゎざ捨てて臨 
もうと いうの だ。 でも、 だから こそ 最高に スリリング だっ た。 

この スリル 感は 、かつての 錠前 破りの 時とは 比べ物にならない。 

僕たちは、 賽銭 ドロの 時に 互いを 呼び 合った、 特殊部隊 チックな コ ー ドネ ームで 互いを 
呼び 合い、 この 思い切り ふざけた 大きな 悪戯を、 思い切り 大真面目に やろうと 意気込む の 
だった。 


刪 


の デビ ュ 


警察と いうのは よほど ハー ドな 仕事ら しい。… あるいは 刑事と いう 仕事が ハ ー ドな の だ 
ろうか。 基本的に 憂 花 おばさんの 帰宅は いつも 深夜だった。 


4° 


それを お父さんが 迎えて、 晚酌に 付き合う というの が 我が家の 夜の 流れだった。 

僕は 相変わらず、 食事が 終わる とすぐ に 部屋に 引き籠 もる。 

そして、 階下で お父さんと おばさんの 楽しそう な 笑い声を 聞きながら 就寝 するとい う感 
じだつ た。 

たが その 日は、 帰宅して くると すぐに 階段を 上っ てきた。 

帰っ てきたら まず シャ ヮーを 浴びる はずの おばさんが、 何 かを 急いでい るのは 明白 だっ 
た。 

すぐに 僕は、 何を おばさんが 急いでい るの かその 理由に 気付き、 心臓を ド クンと 一回、 
高鳴らせた。 

「友宏 くん？ 優 花 おばさん だけど。 入っても いい一？」 

「う、 うん。 どうぞ。」 

r ごめんね 勉強中に！ 友宏 くんは 確か 第二 鹿 骨 中学校の 生徒だった ょね？」 

「… うん。… そうだけ ど…？ 一 

「今日、 学校の 教室に 不審 者が 入っ たらしい という 通報が 来たんだ けど、 何 か 知っ てる !? 」 
… 僕たちの あの 悪戯が、 警察に 通報され るとは 夢にも 思わな かった。 

悪ふざけし 過ぎた…？  一抹の 不安 も 感じた が、 何も 証拠な どない の だ。 その 証拠に、 
お前が 犯人 だとは 言っ てない。 


それに、 こういう スリルが 味わいた くって 始めた 遊び じ やなかった っけ…？ 

それを 思い出す と、 僕は 少し 落ち着きを 取り戻す のだった。 

優 花 おばさんの 話を 詳しく 聞く と、 それほど 大事と いう わけでは なさそう だっ た。 

朝 一で、 六つの 教室の 黒板に、 「骨」 という 文字が 大量に 殴り書きされ ていたと いう。 (も 
ち ろん これは 全て 僕たちの 犯行 だ。) 

学校 側は 生徒の 悪戯 だと 思った が、 複数の 教室に 跨る 規模の 大きい もので、 また、 この 
悪戯を する ために わざわざ 犯人の 子が 早朝に 登校 するとい う 手間を かける だろうかと いう 
疑問から、 ひょ っと すると 変質者が 早朝の 学校に 入り込んだ のでは ないかと 疑い、 教育 委 
員 会を 通じて、 念のため 通報され たの だとい う。 

だから 別に、 事件 発生で 警察が 捜査 開始… という わけでは ない らしい。 

おばさんは その 通報を 署 内で ちょっ と 聞きつ けたに 違いない。 

_ 分 のした 犯行が、 自分が 犯人 だと バレずに 話題になる のが、 こんなに も 奇妙で 滑稽な 
ことなの かと、 僕は 禁断の 蜜の 味を 知る。 

. だが、 自分が 絶対に バレない という 保証は なかっ た。 

学校には 絶対に 気 f られ ないだ ろうが、 僕が 今朝 だけ 「友達の 都合」 で 早起きして 出掛 
けた ことは 親 も 知っ ている。 
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思わぬ 身近な ところで、 犯人で ある ことが バレ かねない ことに 気付き、 事態が 決して 楽 
観で きない ことを、 僕は ようやく 認識す る…。 

「私は 寝て て 気付かなかった んだ けど、… 友宏 くん、 今朝は だいぶ 早くに 登校し たんだっ 

て？」 

. いきなり 核心に 来た。 構えて いても、 心臓が 一回 飛び跳ねた。 

まさか まさか、 . いきなり、 バレて しまう . !? 

僕は 今 さらの ように、 自分の 間抜け さを 呪う。 そり やそう だ、 あれ だけの 規模の 大きい 
悪戯を すれば、 警察の 耳に も 入る 可能性は 充分 あるじ やない か。 

そしたら それが おばさんの 耳に も 入って、 自分のと ころに 跳ね返っ てく る ことは 子® で 
きない ことじ やな かつた はず。 

だが、 . 黒板に 落書きなん て 悪戯 レベル だ。 仮に バレても ごめんなさいで 済む レベル 

じ やない か。 別に 逮捕される わけ じ やない…。 

そう 心の中で 整理を 付ける と、 この おばさんの 詰問 も、 僕たちの 遊びの 延長に あるよう 
な もの だと 感じる ようになる。 

くそ…、 僕って やつは どうしてこう も 肝っ 玉が 小さ いんだろ うな . 。この 程度の 悪戯 

で こんなに ビビっ てるよう じ や… ロタな 男に なれな C ぞ…。 

何も 恐れる 事なん かないんだ。 むしろ この 緊張 感を 楽しめる くらい じ やなき やダメ なし 
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■ 


だ …… 〇 

不安を ゆっ くりと 吐き出し、 雕 から 追い出して いく。 心が 少しの 落ち着きを 取り戻す の 
を 感じた。 

「うん、 サッ ヵ ー 部の 朝 練を してる 友達と ちよっ と 約束が あって さ。 借り物の やりとりみ 

たいな . うん。 . 僕が 黒板に 落書きなん かする わけ . ヽ」 

… もっと 簡潔に 言っ た 方が それらし かった かもしれ ない…。 自分から 無実を 言い出すな 

んて 白々 しい . ？ 

一秒 二 秒の 間が、 ものすごく 長く 感じられる。 

そのわず かな 時間の 緊張に も 耐え かね、 下手く そな 噓を さらに 下手く そな 噓で 取り繕 お 
うとした 時、 おばさんが 満面の 笑みを 浮かべた。 予想し なかっ た 反応な ので、 むしろ 驚く。 
「あっは っは っは！ ごめん ごめん、 違う のよ 友宏 くん。 私は 友宏 くんが 犯人 かもしれ な 
いって 言っ てるん じ ゃなくて、 もし 友宏 くんが 朝早くに 学校に 行っ たなら、 その 問題の 不 
審者 とすれ a ってたり しない かな ぁって 思って 聞いた だけな の。 優 花 おばさんは 友宏 くん 
のこと を 疑っ てなん かいない よ〜〜”： 疑われて ると 思っ た？ 思っ た？ ああ〜 ん 、ご 
めんね〜 n:」 

. おばさんは 本当に 表裏の ない 人 だから、 多分 本当の ことに 違いない。 

ゃっぱり 僕は 扞っ 玉が / h さいな ぁと 思っ た。 悪事には 向いて いないに 違いない。 
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それを 思う と、 自分の 器の 小さ さが 何だか みっともなくて、 この 程度の 悪戯を やり遂げ 
らわ なくて どうす る、 なんてい う 憤りを ちよっ ぴり 感じて ハ、 こ。 

「た、 だって おばさん 警察 だ もん…。 疑われて るん じ ゃない かって、… 普通 思うよ。」 
「あ〜 ん 、ごめん ごめん！ 気を悪くしないで ねえ！  I 
おばさんは 僕に 絡みつ きながら、 笑って 誤魔化す ようにそう 言っ た。 

僕の 顔が 優 花 おばさんの 大きな 胸に 押し当てられて どきどき する。 優 花 おばさんは、 も 
う 少し 自分が、 うら 若き 女性で ある ことを 思い出した 方が いい…。 

「う うん、 本当に ごめんね〜！ それで 友宏 くん、 どう？ 学校で 見かけた ことのない、 
不審な 人を 見たり しな かった？」 

「いえ。 全然。」 
r . う一 丨ん 。そっか 一。」 

「学校なん て、 そうそう 知らない 人が 入れる ところ じ ゃない と 思います し…。 学 交の 誰か 
の 悪戯 じ ゃな いんです か…？  .1 

「まぁ、 そう 考える のが 自然よ ねえ。 . とすると、 やっぱり 犯人は 内部 か… 0 」 

表情が き ゅっ と 引き締まる。 

さっきまで ふざけて 絡んで きた おばさんとは まった く 違う 厳しい 表 倩 だっ‘ こ。 . こ tl 

が、 優 花 おばさんの 本当の 顔、 いや、… 宮島 刑事の 本当の 素顔に 違いなかった。 
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おばさんは 独り言を ぶつぶつ 言いながら 腕組みを し、 部屋を ぐるぐ る 歩き回り だす。 
そして おもむろに 言っ た。 

「なら、 多分 犯人は、… 私より 友宏 くんの 方がず っと 年齢が 近いっ てこと になる ねぇ。」 

「そ、 . そうなります ね。」 

「骨 骨 骨 骨って、 . 何の ことか わかる？」 

「え？  な、 何の ことです か…。」 

「いえ、 だから さっき も 言っ たでし よ。 六つの 教室の 黒板に 『骨』 という 字が いくつ も 殴 
り 書きされ ていた。 思春期の 子どもは 学校に 対して フラスト 丫シ ョンを ぶつける こと も 
あるから ね。 校内で ガラスを 割っ たり 落書きを したりす る こと 自体は 珍しくない。 でも 
バカと かア ホと か、 カタ カナの 悪口の 方がず っと 画数が 少なくて 簡単に 書ける はず。 にも 
かかわらず 犯人は 『骨』 なんてい う 画数の 多い 書き 難い 字を わざわざ 好んで 書いて いる。 

『骨』 に 何 か 意味が あって 書いて るんだ と 思う の。 . 友宏 くん、 大人の 私には わからない 

んだ けど、 君には わからない？ 何 か 子ども だけに 通じる スラングと か、 流行りと か… ア 
ニメを 漫画… そういう 辺りに 答えが ありそうな 気がす るんだ けど。」 

「 . えつと、 . さあ . 〇」 

「だよ ねぇ。… 可を 意味して るんだろう。 でも、 骨 骨 骨って、 何だか 薄気味悪い し。 何 か 
悪 c ことの 暗示 じ やない とい いんだけ どね ぇ。」 
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「… 意味なん かないん じ やないです か？ 単なる 愉快犯の 悪戯で、 特別な 意味なん かない 
んじ やない かと 思います よ 0 」 

「そんな ことは ない ねぇ。 意味は あるんだ よ。 絶対 0 」 

割と 即答だった。… おばさんは 現場を 実際には 見て ない のに、 どうしてこう も 鋭く 言え 
るの か 不思議で、 同時に ちょっと 薄気味悪かった。 
r . ど、… どうしてです か L_° 

「被害の あった 教室を 校内 地図に 並べて みると、 いくつかの 被害 教室が とても 離れて いる 
ことが 分かる の。 つまり、 複数の 犯人が 手分けを して 行なった 可能性は 低くない。 校内に 
散り、 人目がない のを 確認して 手近な 教室に それぞれ 落書きを した。 見て ないから わから 
ない けど、 多分、 各 教室の 落書きは 筆跡が 違って たんじ やない かと 思う わね 0 」 

- まぁ 確かに . 、骨なん て 字は 結構 書く のが 大変です からね。 一人の 犯人だった ら 、六 

つも 教室を 回る 時間なん てない かもしれ ません ね…。 でも、 そのこと からどう して 『骨』 
に 意味が あるなん て わか るんで す？  1 

「複数 犯が 『骨』 という 決められた 文字を 書いて いると いう ことは、 彼らに 『骨』 を 書か 
なければ ならない 共通の 目的が あったと いう こと。 つまり、 単なる 落書きでは なく、 『骨』 
を 書かなければ ならない という 取り決めが あつたと いう ことなの 。という ことは つまり、 
彼らに とって 『骨』 という 字には 意味が ある。 『骨』 という 字を 可の 目的が あって アピ ー ル 
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したの かは わからない んだ けど。 . 暴走族と か 窃盗 団と か、 そういう ものの アピ ー 

ル かな ぁ？ 暴走族と かに、 自分たち の 名称を 町中に マ ー キングして いく 連中が いるで し 
ょ。 あれみたい な もの かしらね ぇ？ 骨 骨団 とか。 少年 課に 聞いて みる かな ぁ…。」 

「 . 0 」 

. おばさんは なかなか どうして、 大した もの だつ た。 

他愛ない と言うには ちょっ と 規模が 大きい が、 それでも 悪戯の 域を 出ない ものを、 受け 
た 通報 だけで 現場を 見 もせずに ここまで 分析す るの だから 大した もの だ…。 

これが 刑事と いう ものな のか。 素直に おばさんを 尊敬した。… もちろん、 尊敬の 裏には 
気味の 悪い までの 鋭 さに 対する 恐れ も あるの だが。 

でも 同時に 滑稽に も 思った。 

何しろ 目の前に 犯人が いて、 その 犯人の 前で 自分の 推理を 披露して いるの だ。 こんなに 
滑 ft で スリリングな ことは ない。… 探偵 ものの 犯人 役に でもな った 気分だった。 

もし 万がー バレたら 大変 だとは もちろん 思っ た。 

だが、 ここまで なの だ。 優 花 おばさんたち プロの 刑事たち が 捜査に 乗り出して くる こと 
など あり 得ない。 警察は 事件を 捜査す ると ころ だ。 学校で 起こった 悪戯 程度に 構う ほど 暇 
なと ころでは ない。 

だから、 おばさんが 僕の 部屋で 推理を 自慢した ところで 何の 意味 もない。 
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そう。 冷静に 考えれば、 僕が おばさんの 推理 力を 恐れなければ ならない ことは 何もな か 
ったの だ。 

そう 思えば 思う ほど、 僕は 落ち着き とこの 状況を 楽しむ ゆとりを 取り戻す のだった。 

だから . 、これは 悪戯なん だ。 犯罪 じ やない。 おばさんをから かってる だけ…。 

一… あ、 . そうだ 優 花 おばさん。… あ、 でも、 . 関係ない かな . 。」 

r ん？ 何、 友宏 くん？ 何 か 気になる ことがあっ たら 教えて？| 

「いや、… 全然 関係な かったら すみません。… 誰から 聞いた 話 かも 覚えて な いんで… 多分、 
デマ だと 思 うんです けど…。 『お 骨サ マの 呪い』 って 知って ます…？」 

「え、 何？  お 骨 サ マの 呪い、 って… 何 ?? 」 

自分たち で 決めて おいて 何 だが… 実に 間抜けな ネー ミン グ。 

おばさん も その 間抜けな 響きに 胡散臭 そうな 顔を したが、 それでも 決して、 内容に 関、 ぃ 
がない というよ うな 顔は しな かつた . 〇 

0 度は 骨 爆弾！ 

今回の、 複数の 教室の 黒板に 骨の 字が 落書きされ た 事件は、 おばさんの 耳に 入る だけ あ 
って、 想像 以上の ィンパクトを 与えた ようだった。 
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だが、 校内の 噂は せいぜい、 亦 久質 者が 妙な ことを して 回っ ている というよ うな レベルで、 
「骨」 という 文字への 関心は まだまだ 薄かった。 

もちろん、 僕たちは 今回の 作戦が どれ だけの 成果を 挙げた かを 充分に 検討し 合い、 間を 

空けずに r 怪 現象」 を 畳み掛けた 方が いいとの 結論に 至った。 

黒板への 落書きは もう やった。 同じ 事を 二度三度 やっても インパクトは ない。 今度は 別 

の 形の 演出が 必要 だ。 

お 骨サ マの 呪いは どんな ものだった っけ？ 

骨が ば わ わ 一 つと たくさん。… そういう ことにな つていた。 

校内に 骨を バラ 撒く とか？  でも 骨って 何の 骨？ 

「さすがに 人骨は マズイ し、 そもそも 人骨なん て 手に入らない だろ。」 

「という か、 人でなくて も 骨なん てそうそう 手に入らない よ。 フライドチキンの 骨で もま 
めに 集める しかない ね。」 

「… フライドチキンを 買える ような 小遣いに 恵まれて たら、 俺たち こんな ことして ないで 

どっかの ゲ ー センで 遊んで るよ。」 
rr 違いね！、 あっは っは！」」 

骨と 書いた 紙で も あちこちに バラ 撒く とか？ 黒板い っ ぱいに 書き殴られて いるのに 比 
ベる と インパクトが 弱い な…。 
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僕たちは そんな ことを 話しながら 商店街を 当ても なく ブラつ いていた。 

狸 神社で たむろして いたら、 お 賽銭を 入れに 来た 人が、 仕掛け人が 僕たち だと 気付いて 
しまう に違いない。… そういう 訳で、 僕らは 狸 神社を しばらく 去らなければ ならな かった。 

骨なら 何でもい い。 フラィドチキンの 店の ゴミ 箱で も顯 ろうか… 。でも それ まみっ とも 
ない な あ…。 

そう 悩んだ 時、 この 問題は あっさり 解決した。 

精 肉屋の 裏の ゴミ 箱の 中に、 ビニー ル 袋 いっぱいの 骨が 捨てて あった からだ。 牛 だ k ゎ 115 
だか わからない が、 とにかく タダ でい くらで も 手に入れられそう だった。 

しかも それ どころ かご 丁  1 手に、 「ご 自由に お持ち 下さい」 とまで 書かれて いた。 . 犬を 

飼って いる 人なん かが エサ 用に 持って行く のか も 知れない。 

亨の 家が 近かった ので、 スーパ ーのビ ニール 袋を 持って きても らい、 取りあえず 適当な 
量を 掏い 取った。 

「 …… うわ、… 気持ち 悪ぃ…。」 

「いや、 でも さ、 これが 学校に 転がって たら 結構 怖い ね！」 

「何の 骨 か 得体が 知れない もんな ぁ！ 朝来て 下駄 11? に 入って たら 女子は 泣く かもしれ な 

いょ 0 」 

結局、 この 骨を 手分けして 学校に 持ち込み、 思い思いの 効果的な 箇所に 仕掛ける という 


作戦に なった。  — 

それは 図らずも、 僕たちが 錄前 破り 以来 気に入っ ている、 特殊部隊 ごっ こと とても 相性 
が 良かった 。つまり、 この 骨は 時限爆弾で、 敵の 基地 内に 秘密に 仕掛けて 回る という 設定 
である。 

もちろん バレる わけには いかない。 

前回の 黒板 作戦の 時は 早朝の 奇襲だった から、 ちよっ と ハラハラした が 誰に も 目撃され 
る ことは なかつ た。 

だが 今度は 日中の 作戦になる。 校内には 敵 兵が うようよ いて、 不審な 行為がない か 監視 
している。 また 前回の 作戦 後、 将校 (先生) は 一層 監視を 厳しく している…。 

もう、 それだけで シチ ユエ ー シ ョンは 充分だった。 

この 段階に なって くると、 最初は 触る の も 嫌だった 骨 も、 まるで 玩具の ような もの だっ 
.た。 銀 玉 鉄砲の 銀 玉みたい な もの だ。 

校内に こっ そりと 持ち込む の だから、 あまり 大きな 骨は 向かない。 ロ ー スト チキンの よ 
うな 大きな 骨よりは、 から 揚げく らいの 骨が 望まし かった。 

そして 汚れた 骨は そのままでは 汚い ので、 きっと ポケットに 入れても 制服を 汚して しま 
う。 そのため、 公園の 蛇口で 簡単に 水洗いを し、 ちり紙に 巻いて 乾かす ことにした。 

この 作業 ももは や 遊び、 いや、 作戦の 一部と なって いた。 僕たちは 人目がない のを 充分 
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1: 緦 しながら、 公園の 水 場に 集まり、 骨 爆弾の 準備を 入念に 行なう のだった。 

そして 翌日。 各自が ポケットに 三〜 四 本の ちり紙に 巻かれた 骨を 忍ばせて 登校した。 
ポケットの 膨らみが、 中身を 知る 自分たち だけには 異様に 目立つ ように 見えて、 早く も 
スリル 満点だった。 

「… もっと 小さい 骨の 方が 安全だった かな 0 」 

「いや、 ダメ だぞ フォックス。 大きい 爆弾 じ ゃない と 威力がない！ 俺 さ、 もっとで かい 
骨が あったら、 足に ガム テ I プで 巻いて 固定して 持って来て みようと 思 うんだ よ。」 

「うわ、 何 だよ それ、 カッコ ィィ じ ゃね 一 の 一”：」 

「今日中に 各自、 全ての 爆弾の 設置を 終了 させ るんだ ぞ！ 仕掛け 損なうな、 決して 見 # 
かるな^ - 一 

「爆弾が 発見 されれば、 それだけ 警戒が 厳しくなる ぞ 。各自 用心し ろ！- 

「かとい って、 誰も 気付かない 場所に 仕掛けても 意味がない んだ よな…。 難しい ね〇- 

「難しい な。 バレずに もっとも 効果的な 箇所に 設置す る…。 各自の 腕の 見せ所 だ、 f!」 

こうして、 僕たちに よる 「お 骨 サ マの 呪い」 は 次々 に 実施され ていっ た。 

生徒の 中に 犯人が いると 誰もが 噂した が、 誰の 仕！^ かは 特定で きず、 また その 不気味な 
目的 も 理解で きず、 奇怪な ィメ ー ジ のみを はびこらせて いった。 


朝、 登校して きて 下駄箱を 開けたら 「骨」 が 何 本 も 入って いたり。 

教室の 机の 中に 「骨」 が 何 本 も 入って いたり。 

挙句には カバンの 中に いつの 間に か 何 本 も 詰め込まれて いたり。 

男子なら カッ カと して 誰が 入れた のか 騒ぎ立て、 女子なら 泣き出す こと も あった。 
誰もが、 自分のと ころに 「骨」 が 来る ことを 嫌がっ ていて、 今や 「骨」 は、 ババ 抜きの 
ジョ ー カ ー のよう な 扱いと なつて いた。 

骨が 誰かの 机に あった ことが わかる と、 誰から ともなく 「お 骨サ マの 呪い」 だと 叫び、 
まるで 汚い ものから 逃れる ように みんなが 退く の だ。 それは ィジ メのキ ー ヮ ー ドの ように 
も 見え、 生徒たち はます ます 「骨」 を 毛嫌いして いくのだった。 

やがて、 ババ 抜きの ジョ ー カ ー と同じように、 自分のと ころへ 来たら、 こつ そり 他の 人 
のと ころへ 回す 連中 も 現れた。… 自分が 「骨」 を 持っ ている ことが 知れる と ィジ メられ る 
から、 誰かに 気付かれる 前に 他の 人の 席に 放って しまおうと いう わけ だ。 

•最初の 内 こそは、 その 程度の ものだった が、 次第に 僕らが 期待した ような 不吉 さが 宿る 
ようになり、 「骨」 が 自分のと ころに やって くると、 何 か 不幸が 舞い込む ような 雰囲気に な 

ってい った。 

受験を そろそろ 気にし 出す 生徒たち は、 # J 起を 担ぐ ようになっ ており、 不幸の 象徴と さ 

、 

れる rfl が 舞い込む ことを 特に 忌み嫌っ たらしい。 
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いつの 間に か、 「骨」 が一 本 机の 中に 放り込まれ ると、 偏差値が 〇 •一  下がる なんてい う 
設定が 生まれて いた。 誰が 作った 噂 かは わからない。 

他に も、 彼女が 出来なくなる とか、 三日 以内に 怪我を すると か、 色々 な 呪いが 自然に 生 
まれて は 勝手に 付加され ていっ た。 

そう、 「お 骨サ マの 呪い」 は、 僕らが 生み出した ものより、 徐 々に 成長を 始めて いたので 
ある。 

この頃、 僕は ようやく 気付く。 そもそも 中学校、 いや 中学 三年と いう 学年は、 もっとも 
呪いが 定着し やすく、 育ち やすい 環境だった の だ。 

僕らは 勉強なん て 興味が なかっ たから まだ 気に もして いなかった が、 . いや、 あと 数 

ヶ月 もす ると 嫌で も 気が付く のか。 元々、 僕らの 学年には 初めて 臨む、 受験と いう 人生の 
大きな 節目に 対して 澱んだ プ レッ シャ ー のよう な ものが あった。 

誰もが、 日本と いう 巨大な 階級社会で 区分け される 恐怖を ひしひしと 感じて おり、 その 
一番 最初の 選別で、 いわゆる 「負け 組」 になりたくない と 誰もが 潜在的に 思い、 恐れて い 
た。 

ある 者は その 恐怖から 解放され るた めに 勉強に 斷 しみ、 ある 者は その 恐怖から 逃れる た 
め 勉強から 逃避した。 

まだ 春先 だから、 みんなの 表情 も 明るく、 笑顔を 浮かべて いる こと もで きる が。 . そ 


の 胸中は 恐怖で いっぱいだ ったは ずな の だ。 

そういう 目に 見えない 殿み を、 みんなは 「骨」 という 目に 見える 不吉の 象徴に、 その 姿 
を 求めた のか もしれ ない。 

自分を 追 ハ 立てる 目に 見えない 脅威を、 目に 見える 「骨」 に 置き換え、 「骨」 から 逃れる 
ことで、 自分は 脅威から 逃れて いると 信じた かった のか もしれ ない。 

それは、 まさに 原始の 宗教と も 呼べる もの。 迷信 や 妄想、 思い込み、 縁起 担ぎ、 g 分 だ 
けの ル ー ル。 呼び 方は 数 あれ ど、 . どれ もまっ たく 変わらない。 

そういう 意味では、 中学校と いう 思春期と 初めての 人生の 関門を 同時に 迎える 環境は、 
人生の どの 段階と 比べても ずば抜けて、 呪いが 妄信され やすい ナ ー バスな 土壌が あるに 違 
いなかった…。 

もっとも、 そう 冷静に 分析で きる の も、 僕が この 「呪い」 の 外側に いるから なの だが。 

皮ら にと って、 学校 中に 充満す る この 不吉な 現象 も、 僕らから 見れば、 手の平で 踊らせ 
ている ような もの。… なるほど、 これは 思っ た 以上に 滑稽で 面白い ことだった。 

さて、 徐 々にうまく 行っ てく ると、 当初 予定の 「ロマン」 の 方が 楽しみに なって くる。 

ロマンと いうのは つまり、 …… お 賽銭の 方 だ。 

〃呪われたら、 狸 神社に お 賽銭を 入れなくて はならない" 

この 一文は、 初め 誰も 気に 留めな かった。 


たが、 呪いが だんだん 充満し、 受験 前の 徐々 に 押しつ ぶされ ていく ような 圧迫感を 象徴 
する ようにな ると、… それを 逃れる ひとつの 方法と して 注目され るよう になる。 

学業 成就の お守りに こだわっ たりす るよう に、 元々 受験生は 縁起を 担ぎたがる。 だから、 
呪いを 逃れる 正しい 方法と して 神社に お 賽銭を 入れる という 手段は、 とても 正当性が ある 
ように 思えた だろう。 

この頃、 . 十円玉を 賽銭箱に 放る 初めての 生徒が 現れた。 

だが、 それは 僕らが 期待す る ほどの 人数では ない。 一週間の 間に 二人い るか どうかと い 

う 程度 だ。 

しかし、 . 追い風が 吹く。 それは 僕らが 予想 もしない 意外な ィベント だっ た。 

鹿 骨 市長選挙 である。 

選挙の 時に 立てられる 木製の 掲示板が 町内の あちこちに 立てられて いたので、 あぁ また 
選挙が 始まっ てうる さくな るんだ な、 とは 思っ ていた。… だが、 それが 「お 骨サ マの 呪い」 
に繫 がるとは まった く 予想し なかっ た。 

「あ 骨サ マの 呪い」 を 受ける と、 骨が いっ ぱい、 ば わ わ 一 っと。 . それが 本当に 埜 こっ 

たから だ。 

町中に 選挙の ポスター がべ たべた 貼られた。 それらは こんな 感じだった。 

「鹿 骨 市の 明るい 未来」 
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「笑顔と 長寿の 町、 鹿 骨 市」 

「鹿 骨 市民に よる 鹿 骨 市政！」 

…配獻 とする くらいに、 町中い つ ぱいに、 「骨」 という 文字が 溢れ かえつ ていた。 
しかも 滑稽な 偶然が さらに 重なる。 そちらの 方が 性質が 悪い。 

どう 性質が 悪い か？ あのうる さい 選挙 カー の 広報に 耳を 傾ければ わかる はず だ。 
r #g JI[i タカシ、 骨 川 タカシで ございます。 鹿 骨 市の 明るい 未来の ため！ 


骨 川 タカシ、 骨 


なん 


川 タカシ ！ 」 

「鹿 骨 生まれの 鹿 骨 育ち！ 鹿 骨の 骨 川です、 ありがとう ございます！ 鹿 骨の 骨川ジ ユ 
ウゾウ をよ ろしく お願いいた します！」 

与野党が、 同じ 苗字の 候補者を 立てて、 互いの 票を 潰し あう ことが 稀に ある。. 

と、 骨 川と いう 珍しい 苗字の 候補者が 二人 も 立候補した の だ。 

町中の 選挙 ポスタ ーには 「骨」 という 文字が 躍り まくつた。 

どちら かの 候補が、 鹿 骨 市の 骨は 骨 川の 骨なん ていう キヤ ツチ フレ ーズを 作つ たらしく、 
とにかく どつ ちを 向いても 「骨」 だらけの 選挙戦と なつて いつたの である。 

学校の 生徒たち は、 登校 時に も 下校 時に も 「骨」 に まみれ、 学校で 授業を受けて いる 時 
にも、 表を 走る 選挙 力 I が 「骨」 を 連呼した。 

そ tt はま さに 「お 骨サ マの 呪い」。 骨に ば わ わ つと 囲まれる、 呪いの 具現。 
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聞く ところでは、 女子の コミュニティでは 「お 骨サ マの 呪い」 が 深刻な 広がりを 見せて 
いるら しく、 「骨」 という 字に 神経質になる 子 も 続出して いるら しい。 

男子の 中には 強がり、 「お 骨サ マの 呪い」 なんて 下らない と 公言す る ヤツ も 初めの 内は い 
た。 

だが、 そういう 生徒は 決まって、 まるで 天罰で あるかの ように 「骨」 の 集中攻撃を 受け、 
「お 骨サ マ」 を 馬鹿にする 発言を 撤回 させて いく。 

もはや、 笑う 他なかった。 

僕らの 生み出した 呪いは 完全に 学校に 馴染み、 今や 僕らの 手を 離れた、 一匹の 独立した 
生き物で あるかの ようだった。 

この頃には、 お 賽銭を 入れれば 呪いが 解ける という 話は かなり まかり 通る ようになって 
おり、 いくら お 賽銭を 入れれば 呪いが 解ける のかと いう 話が、 あちこちの クラスで 真面目 
に 議論され ていた。 

僕らは ニヤ ニヤ 笑いながら、 だけれ ども 表向きは 深刻そう に 振る舞いながら。 一円で も 
多く 入れた 方が よい、 あまり 安いと かえって 「お 骨サ マ」 に 失礼 だと、 自分たち が 得を す 
るよう に 誘導して いく^:。 

「こちら スネー ク… 。大丈夫 だ、 誰も 来て ない！」 
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「こちら フォッ クス、 後方 も 問題な し！ 行け！」 

「マ トサ \ …、ぃこ よな。… 393 . 。〇 K、 開いた - 」 

賽銭箱の 鍵を 開け、 引き出しを 開ける。 

開ける 時の 手応えが もう 初めから 違つ た。 ジャ リリと いう 心地よ い 金属 音。 

「うお . 。入つ てる ぜ . H」 

「いいから 早く 集めろ よ！ 他所の 場所で 数える ぞ！」 

「お、 おう！」 

業ら は ひと 気のない ボ ロア。 マト f る 駐輪場 S り 込む と、 さつきの 賽銭箱の 中 
身を コンク リート の 上に ぶちまけた。 

色 とりどりの 硬貨は、 さながら 小さい 頃に 読んだ 「宝島」 の 財宝を 想起させる。 

「えつと、 •…： いくら あるんだ よこれ…。 そこそこに ありそう だよ な！」 

「おお お…、 五 百 円 玉 だらけ じ ゃん…、 すげ ぇ…。」 

「マジ かよ、… みんな 金持ち だな ぁ…。」 

この頃、 僕らは まだ 知らな かつた が、 最低 五 百 円は 入れない といけ ない という ルー ルガ 
すでに 生まれて いたらし かつた。 

五 百 円は 中学生に とつて、 _ 銭に 入れる にはちょ つと 大きな 額 だ。 フラィドチキンの 
骨が、 きの 中に 放り込まれて S た 震で 人れ る 額 じ ゃない。 
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そう、 これは 「呪い」 に対する だけの お 賽銭では ない。… 多分、 学業 成就を 祈る 意味 も 
含まれて いるので はない かと 思う。 

受験と いう 目に 見えない 壁に 日々 圧迫感を 覚える 彼らには、 祈る 身近な 対象が 欲し かっ 
たに 違いない。 そういっ た 万感の 思いを 込めて、 五 百 円な の だ。 

そうして 考える と、 僕らの これは 悪戯では あった わけ だけど、 日々 プ レッ シャ ー に f» む 
生徒たち に 祈る 対象を 作っ た、 善い 行ないだ ったよう にも 思える。 

彼らは 五 百 円を 投じる ことで、 受験に 対する 重圧から 少しで も 逃れられる。 僕らが 「お 
骨サ マの 呪い」 を 作らなかったら、 たとえ 五 百 円 玉を 一枚 握り締めた ところで、 何の 安、 ぃ 
感も 抱けな かった はずな の だ。 

. という 高尚な ことを 考えは したが、 うまく 言葉に できな かった ので、 それを 博 之 や 

亨に 伝える ことは やめた。 

僕らには そんな 小難しい ことよりも、 今は 目の前の 硬貨が 合計い くらにな って、 いくら 
が 自分の 取り分になる のかの 方が 大切な 問題だった。 

集計の 結果、 合計 金額は なんと 五 千円を 超えた。 

三で 割る と 僕の 取り分は いくらだろう…？ 少なくとも 千円は 超える。 僕の ゎ 遣いは 月 
Kl f 円 だ。 だから それは 僕の 月収を 超える 大金だった。 

ちよっ とした 暇潰しの 悪戯が、 思わぬ 収入に！ 僕らは 色めき立っ た。 


何しろ、 僕らは この 作戦を 立案した 時、 いくら 儲かっ たらい いねと 楽しそう に 話し合っ 
たが、 内、 D 誰もが、 どうせ 儲かっても 何十 円かく らい だと 思って いた。 

それが、 蓋を 開けて みれば これ だけの お金に！ 

しかも、 この 収入は 今後 も 見込める 可能性が高い。 

「お 骨サ マの 呪い」 は 受験な どの。 フレ ッシャ 1 と 関係が あるに 違いない の だから、 恐らく 
受験の シー ズンが 近付けば 近付く ほどに 「呪い」 は 強く 意識され る。 

最終的に いくら 稼げる のか、 まだまだ 未知数な の だ - 

「… すげ えな . 〇 俺 さ、 正直 ここまで うまく 行く とは 思わな かった よ… 0 」 

「庵 も だよ…、 すげ えよ ヤべ えよ — 」 

「どうす る？ 今後 も 『お 骨サ マの 呪い』 続ける か…？」 

. r … 充分、 軌道に 乗っ たんじ やねえ のかな。」 

「だよ な。 もう 俺たち が わざわざ 何 かしなくても、 呪いは 勝手に 行き交っ てる もんな。」 
「まぁ、 あとは ほどほどで いいん じ やねえ の？ 朝早くに 起きて まで 何 かしなくても いい 
と 思うぜ 0 」 

「だよ な 一、 あれは 眠かった もんな 一！ あはは ははは はは！」 

「取りあえず、 分ける か！」 

「まずは 自販機で 乾杯し よう ぜ n」 ■ 
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近くの 酒屋の 自動販売機に 行き、 僕らは 呪いの 大成功を 喜び 合い、 ノン アル コー ルの 勝 
利の 美酒を 傾ける のだった。 

それは 本当に 格別な 味で、 t 僕らは この 一杯に 酔ぅた め 5 戯を 積み重ねて きたの だ 
な ぁと、 そぅ 思つ た 0 


E1 付いた 呪 


「何だか 流行って るんだ ってね一！ 例の 『お 骨サ マの 呪い』 って！」 

今日は 優 花 おばさんは 非番ら しく、 家族と 一緒に 食事を していた。 

そして、 僕に お茶 碗を 渡しながら 唐突に 言った 言葉が それだった。 

お母さんが、 何です か 呪いって？ と 口を 挟む。 

「先日の、 黒板 落書き 事件を 皮切りに すっかり 学校 中に 広まっ ち やったら しいんで すょ。 
何だか、 学校 全体で 『骨』 を 友達の 机 や カバンに 放り込む のが 流行っ ち やって るら しいん 
です。」 

「『骨』 って、 何の 骨 かしら。 何だか 嫌な 悪戯です ねぇ…。」 

「本当の 人間の 骨の わけない ょ。 多分、 肉屋 か 何 かの ゴミ から 漁った、 鶏と かの 骨 じ や i 
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いかな。」 

「多分ね え！ 鑑識が 調べた わけ じ ゃない けど、 多分そう だと 思うよ。 友宏 くん も 1 骨』 
とか やられた？」 

「うん。 たまに やられます。 机の 中と か、 下駄箱の 中と か。」 

「子どもっ てのは どうしてそう いう 変な 遊びが 好きな のか しらね。 友宏 はそんな 下らない 

遊びに かまけ ち ゃ 駄目よ？」  こら 
かまけ る どころ か 仕掛 人な の だが。 思わず ニヤ リと 笑いそう になる のをぐ っと 堪えた。 
ただ、 「お 骨サ マの 呪い」 について おばさんの 耳に 続報が 入っ ている こと だけは 気になっ 
た。 

「優 花 おばさん、 詳しいで すね。 また 警察に 通報と か 入っ たんです か？」 

「う うん、 そういう わけ じ ゃない よ 1。 署の 人が その後 どうです かって 学校に 電話して 聞 
いたみたい。 そうしたら、 今 じ ゃ 落書き どころ か、 校内で 大 流行して ますよ って。」 
「確かに 大 流行して ますね。 まあ、 一過性 かもしれ ないです けど。」 

「でも 気持ちは わかる ね！ 子どもの 頃っ て どういう 訳 か、 あまり 綺麗 じ ゃない ものに 関 
S 集ま るん だよ ねえ。 今は 食事 中 だから 言— いけど、 私たち も 子どもの 頃、 色々 綺麗 
じ ゃない もので 悪い 悪戯を したから な あ！」 

そ ^ を 聞き、 どういう 悪戯 かを 知る 父さんは 大笑いした。 
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「… じゃあ、 結局、 例の 落書き 事件は 変質者の 犯行では なく、 誰かの 悪戯 程度で 決着が 付 
きそうです か。」 

「う  ん 、どうだろう ねえ。 まあ、 そういう ことになるん じ やない かな あ L_° 
おばさんは 曖昧な 返事を しながら フラィを かじった。 

それは 何 かを 隠して いると いうょう な 誤魔化し 方では なく、 すでに 事件 性が 失われて い 
るので 興味が なくなっ た、 という 風に 見えた。 

それを 見て、 ひょ っと すると 僕らの 洒落に ならない 悪戯を 警察が こっそり 捜査して いる 
かもしれ ない という 疑いが 晴れる。 

何しろ、 もはや 「お 骨サ マの 呪い」 は 学校に すっ かり 現象と して 定着して しまって いる 
の だ。 

僕が 何を しなく とも、 勝手に 「骨」 は 飛び交い、 勝手に 呪いを 充満 させて いる。 あの 黒 
板の 落書き 事件 さえ 忘れられて しまえば、 何も 恐れる ことは ない の だから。 

「まあ、 子どもの 悪戯です よね。 よく ある ことです 。おばさんが 学校に いた 寺 も、 そう ( 
う 呪いと か 祟りと かの 話って ありませんでした か？」 

「うん、 いっぱい あった ね一！ 

た 文化 じ やない かと ® うよ 0 」 


学校の 怪談と かは 時代を 越えて 受け継がれる ちよつ とし 


「じゃあ、 『お 骨サ マの 呪い』 も、 一過性の 流行りで なく、… ずっと 学 咬に 残って 受け継が 
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れ る…？」 

「かもしれ ない ねぇ！ あつは つは！」 

もし 一過性で なく、 この 呪いがず っと 続く としたら、 僕らは ずっ と 小遣いを 得 続ける こ 
とがで きる。 そう なれば、 吉 匕 万円く らい、 いや もつ ともつ と 得られる かもしれ ない。 し 力 
も 僕らは これ 以上 何を しなくても 勝手に 収入を 得られる の だ 

いっその こと、 他の 学校に も 呪いが 広まっ て くれれば いいのに な ぁ。 あっは っは っは っ 
は。 

「友宏 くん さ、 男の子の 世界では あまり 呪いって 怖くない？」 

「はい？」 

「うん、 女の子の 世界では ね、 結構、 呪いと か 祟りと か 迷信って まかり 通っ ち ゃうんだ よ 

ね。 姉さん もそう いうの ありませんでした か？」 

「あ _ 、忘れち ゃつた けど 色々 ありまし たね。 呪いと かは 覚えて ない けど、 おまじない 

とかは たくさん ありました。 恋の 麗が多 かつた かな、 こうして こうした 時、 もしもこう 
だつ たら 二人は 相思相愛に なれる とか、 そんなの がた くさん ありました ね。」 

お母さんと おばさんは、 懐かしき 時代の ことを 思い出しながら、 いろいろと おまじない 
の 話を していた。 

それを 聞いて ると、 時代を 問わず 思春期の 世代には、 元々 こういう 要素が 流行り やすい 
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素地が あるんだ なと 思わされる。 学校の 怪談が 世代を 越えて 語り継がれて いるの も 納得 だ 
っ た。  t 

「あはは は、 女子は 本当に おまじないと か 好きなん です ね 0 」 

「う〜ん、でも知ってる？友宏くん。おまじないってね、漢字で書くと『お船一』にな 
るんだ よ。」 

ちよっ と 驚く。 それは 知らな かった…。 

だとす るなら ば、 女の子の 恋占い も 含めて、 ずっと 昔から 学校と いう 世界には 「呪い」 
という ものが 蔓延して きたと いう ことなの だ。 

僕らは 意識して 新しい 「呪い」 を 生み出した けれども。 きっと わざわざ 生み出さなくて 
も、 日々 新しい 呪いが 生まれ、 育ち、 §jc 衝 していく のだろう。 

「あはは は、 何だか 呪いって 馬鹿馬鹿しいで すね。 子ども だけの 世界 だから まかり 通る、 
変な 噂と いうか。 そんな ものが まかり 通っ てると いう 時点で、 頭が 幼い ことの 証明みたい 
で みっともないです 0 」 

ゃ 「あっは っは っは！ でもね 友宏 くん。 呪いって あんまり 馬鹿にしない 方が いいんだ よ？ 
八百万の 神と いうよう に、 日本と いう 国には あらゆると ころに 神 さまが 宿っ てる。 だから 
呪いを 馬鹿にする ことは、 その内の 神 さまの 一つを 馬鹿にす るのと 同じ ことなんだ よ 0 一 
「そういう ものです かねぇ？ だっ て、 学校の 誰かが 悪戯で やった ことが 奶っ， けで 始ま 
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った 程度の 悪戯！ K みた 呪いです よ？ 『お 骨サ マ』 なんて 馬鹿馬鹿しい、 実在す る わけない 
じ ゃないです か。」 

実在な どす る わけない じ ゃない か、 「お 骨サ マ」 なんて。 第一、 生み出した のは 僕らで、 
その ネー ミン グも 投げ やりな ことこの 上ない やり方で 決めた。 そんない い 加減な 存在を ど 
うして 神 さま 扱いで きる のか。 

そう 笑い飛ばそうと したが、 おばさんは 珍しく 真面目な 表情だった。 

「神 さまって ね、 日々 生まれて いるものなん だよ。 知っ てた？」 

「え？  神 さまって 生まれる ものなん です か？」 

「神 さまは モノに 宿る 存在 だもの。 モノが 生まれれば 全てに 神 さまが 宿る。… 例えば ほら、 
昔の 映画の エ ピソ ー ドに なかっ たっけ？ アフリカの 原住民が 崇めて いる ご 神体が コ ー ラ 
の 空き瓶だった って 話。 飛行機で 上空を 飛んだ 不心得な 誰かが 空き瓶を 放り 投げたん だろ 
うね I で、 空から 輝く 見た こと もない 何 かが 降って きたと 言って 原住民たち は 驚き、 神 
の 使いに 違いない と 思い 崇めた って わけ。」 

「あはは はは、 何だか おかしい 話です ね。 捨てた 方は ゴミ のつ もりな のに。」 

「そう、 そこが ポィント だよ。 神 さまつての はね、 信じる 人たち が 込める ものな の。 コ ー 
ラの 空き M がそう。 捨てた 方は 単なる ゴ ミの つもりで も、 崇める 人たち が 神 さまが 宿る と 
屠 じ ^ ば、 それは 神聖な 存在に なって 本当に 神 さまが 宿る という わけ。」 
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i じ ゃ あ、 r お骨サ マの 呪い』 も、 信じる 人たち がいれば 神 さまが 宿る…？」 

おばさん はもう 一個 フラィを 取りながら、 ウンと 額いた。 

「宿る ね。 お 骨サ マと いう 架空の 存在を 生み出した のは、 恐らく 生徒の ほんの 悪戯 心から 
だっ たんじ ゃない かと 思う。 でも、 呪いを 信じる 人たち がすで に 現れて いるなら、 お 骨サ 

マと いう 存在には すでに 神 さまが 宿っ てる。 . つまり 『お 骨サ マ』 という 祟り 神が、 す 

でに 存在して いる —— って 言っても いいだろ うね 0 J 

「 . 0 」 

僕らに とつての 「お 骨サ マ」 は、 まさに コ ー ラの 空き® だ。 

でも、… それを 真に 受けた 人たち が 本気で 信じれば、 その 空き瓶には 神が 宿る。 つまり、 
. 「お 骨サ マ」 という 祟り 神が 本当に 現れる という こと。 

…あ ははは ははは はは…？ 

馬鹿馬鹿しい。 こんな チ I プなネ ー ミン グ センスの 神 さまが 本当に？ 神 さまにな つて？ 
存在す る ?? あはは ははは はは…。 

第一、 僕らは 「お 骨サ マ」 という 名称と、 呪いに かかる と、 骨が ば わ わ一 っと たくさん 
いっ ぱいと いう、 それだけの ィ メージ しか 広めて ない。 

神 さまと して 存在す るなら、 一体 どういう 外見を している って 言 うんだ？ 外見な ど あ 
る わけがない。 僕らは そんな もの 決めて いないの だから。 
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だが、 すでに 僕らが 何もし なくても 「お 骨サ マの 呪い」 が 自分勝手に 動き回っ ている よ 
うに、 業ら が 何もし なくても 「お 骨サ マ」 の 外見は 自分勝手に 決まろうと していた の だっ 
た。 

昼休みの 時間。 クラスの 男子が 何人 か、 誰かの 席に 集まって いた。 

その ) S の 生徒は、 今日は 茜 欠して いた。… どうやら その 隙に、 その 生徒の 席に 落書きを 
している よう だっ た。 

彼らが 落書きを 終えて 立ち去った 後、 みんなが それを 覗き込み 、きゃあき ゃ あと 騒いで 
いたので 僕 も それを 見て みた。 

机の 上には 鉛筆で いっぱいに 落書きが されて いた。 

「骨」 という 字が 机 一杯に 書き殴られ、 これが 悪戯と わからぬ 者が 見たなら 狂気を 感じる 
に違いない。 そういう 内容だった。 

それよりも 僕が 驚いた のは、 この 骨と いう 文字の 海の 真ん中に 立つ、 変な テル テル 坊主 
のよう な 絵だった。 

だが それには、 誰もが 知る 晴天を 祈る おまじないの テル テル 坊主とは 明らかに 違う 特徴 
が あった。 …… 顔が 髑髏だった からだ C 

テル テシ tt 主が そうで あるよう に 手は なく、 代わりに マントの ような 服から 骸骨の 足の 
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ような ものが 覗いて いた。 

この 変な 落書きの テル テル 坊主が 「お 骨サ マ」 を 示す ものである ことは 明白だった。 

こんな 変な 外見、 みっともない ったら あり やしない…。 そもそも ft ら 三人は 「お # サ マ」 
の 外見な ど 一度 も 設定した ことは ない。 だから こんな ふざけた テル テル 坊主は、 さっき 落 
書きを した 連中が 勝手に 作り出した ィ メージ でしかない はずな の だ。 

…だ が、 この 髑髏の テル テル 坊主は、 誰に でも 簡単に 描ける 絵だった こと も あって か、 
生みの親 である 僕らの 意向な どまっ たく 問わずに 定着して いった。 

かつて 僕らが 持ち込んだ 骨は、 ゴミ 箱に 捨てる と 誰かが 拾い、 結局 また 悪戯に 使う とい 
う 繰り返しな ので、 見つけ 次第、 先生が 没収す るよう になって いた。 

悪戯 好きな 何者かが、 僕らが 肉屋から 漁った 骨とは 違う 骨を 持ち込んで いるよう だった 
が、 それでも 徐 々に 数が 減り、 「骨」 そのもので 呪いを やり取り する ことが 困難に なって い 
た。 

その 結果、 「骨」 に 代わって 飛び交うよう になった のが、 この 髑髏 テル テル 坊主の 絵 だっ 
たので ある。 

ノート の 切れ端に、 この 不吉な テル テル 坊主を 描き、 誰かの 机の 中 や カバンの 中に 放り 
込む。 ノート と 鉛筆な ど 誰でも 持っ ている の だから、 「骨」 よりも この 呪いは 遥かに 容易に 
浸透して いった。 
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そして 気寸け ば、 . この 馬鹿馬鹿しい 髑髏の テル テル 坊主は、 「お 骨サ マ」 の 姿と して 

誰もが 認める 象徴と なろうと していた。 

この テル テル 坊主は 手がない ものな ので 「お 骨サ マ」 には 手が なく、 呪いを かけられる 
と 両手が もぎ 取られて しまう、 などと いう 新 設定 も 登場して いた。 

僕らは、 今や _分 たちの 手を 離れて 勝手に 成長を 続ける 「お 骨サ マ」 を、 何だか 面白い 

ことにな つてき たなと 笑い 口つ た。 

. 博 之と 亨は 笑っ ていたけ ど、… 僕 だけは なぜか、 漠然とした 不安を 持っ ていた。 で 

も 言う と、 意気地なしと 言われそう なので 口には できな かった。 

•優 花 おばさんの 言っ たと おりに なって きたから だ。 

呪いを 生み出した 僕らに とつて は 悪戯に しか 過ぎない もので も、 それを 信じる 人たち に 
とって は 大真面目な 呪いな の だ。 

おばさんの 言う 齡ぇ の、 アフリヵの 上空を 飛んだ パィロットが 投げ捨てた コ i フの 空き 
瓶が、 原住民に 拾われ 神聖 化する というのは まさに 的を 射ていた。 

…だ とすると、 . このまま どこまでも 進む と、 「お 骨サ マの 呪い」 は どこまで 成長す 

るの だろう…？ 

僕らが 生み出した のは 多分、 名前 だけだった。 

それが 今や 姿を 持ち、 様々 な 設定 やエ ピソ ー ドを 身に まとっ て 血肉と している。 
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そして、 「お 骨サ マ」 といぅ 存在が 完全に 確立したら . 、次には どぅなる のだろぅ- 

まさか 本当に 呪いの 力を 得て、 . 僕らが かつてそう 設定した ように、 学校に 祟り 神と 

して 君臨し、 見境な く 生徒たち を 呪うよう になる のだろう か？ 

そして、 最後には 本当に、 その 呪いの 力で 生徒たち に 害を 与える ようになる のだろう か 


馬鹿馬鹿しい…。 いくらなんでも そこまで 行く 訳がない。 

そぅ 思いたい が、 当初の 予想を 遥かに 超えて 成長を 続ける 「お 骨サ マ」 に、 僕は 不安 S 
のよぅ な ものを 感じ 出して いるの / £ つた…。 


E 


啓、 お 骨サマ 


「こちら スネー ク 。装甲 車両が 一台、 それを やり過ごせば 敵影な し！」 

「こちら フォッ クス、 こつち は 問題ない。… 車、 抜けた！」 

「 . おお おお ぉ、… すげ えよ、 またい つ ぱい 入つ てるよ！」 

先日、 僕らが 中身を 抜き出してから 一週間ち よつ としか 経つ ていない。 にもかかわらず 
前回と 同じく らいの 額が 入つ ていた。 

「す… つげぇ . 。いや、 本当にす ごいよ な - 


「俺たち さ、 『お 骨サ マ』 の 神官 じ ゃね？ 悪魔 神官！」 

「何 これ。 . 封筒？」 

硬貨に 交じって 折り畳んだ 封筒の ような もの も 入って いた。 

安っぽい 茶 封筒で 何も 書いて はいない。 だが 中には 何 かが 入って いる 厚みが あった。 
まさか、お札が何枚も入っているのでは !? : と 口に しながら も、 どうせ 落書きの 書いて 
ある 下らない 紙が 入っ ている のだろう と、 皆、 内心は 思っ ていた。 

だから、 絶句す る。 中からは、 本当に 春 万円 札が 出て きたから だ。 

それ も 一枚 や 二 枚では ない。 …… なんと 五 万円 も 入って いたので ある。 

短くない 沈黙の 後、 一番 最初に 口を 開いた のは 博 之だった。 

「お …… おいおい おいおい、 …… 何 だよ、 マジ かよ …… 。」 

その 口から 出た 言葉は、 多額の 小遣いが 転がり込んだ ことを 喜ぶ ものではなかった。 

「あ、… あはは はは。 マジ かよ マジ かよ！  くっ だら ねぇ！ 『お 骨サ マの 呪い』 なんて 普 

通信 じる かよ !? 五 万 も 入れる かよ 普通 - 」 

五 百 円 玉が 一枚なら 洒落で 付き合っ ている のだろう という 気 もした。 

だが、… 五 百 円 玉で 例えたら、 百 枚 分に 当たる 金額が 一度に 入っ ている と、… それは A 
れた 人物が、 洒落と いう 規模を 百倍 逸脱して いる ことを 示す。 

学校の S 談 程度で 五 万円なん て 高額を 入れる か？ 本気 かよ 気持ち 悪い…。 三人が 三人、 
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そう 思つ ている に 違いな かつた。 


でも、 


今の 僕には 何となく 理解で きていた。 


僕らに とつて 悪戯の 域を 出なくても。 


…… この お金を 入れた 人間は、 五 万円を 賽銭箱に 
納める に 値する 「呪い」 だと 信じた の だ。 

その 大きな ギャップに 僕は、 今や 完全に 「お 骨サ マの 呪い」 は 僕らの 手を 離れ、 大きく 
肥大して いる ことを これまで 以上に 強く 思い知る のだった。 

そこまで 考えが 至つ たのは、… 多分、 僕 だけだった と 思う。 

博 之と 亨は 、しばらく すると 次第に 落ち着き、 お年玉で もなかな か 得られない 高額の 小 
遣いに 狂喜し、 五 万円を どういう 配分で 山分けす るかに 話題を 移して いた。 


こういう 事に 頭を悩ませる のは、 やはり 僕 だけが 肝つ 玉が 小さい 証拠な のだろう 


° 


ている に違いない 0 


と 大喜びし 


優 花 おばさんみたい な 人なら、 . きつと 博 之 や亨 のように、 ラ ツキ 

あこ/ 

« 花 お、 はさんの 豪快 さに 少し 憧れて いる 僕には、 素直に 喜べない 自 


分が 少し 情けなく 感じる のだった。 

これ 以上、 封筒には 何も 入っ ていないは ずな の だが、 何となく 封筒を 逆さに して 振って 

みた。 . すると、 ストンと。 折りた たんだ 小さな 紙片が 落ちて きた。 

^ ^ /d ろぅ^:? • 

拾い上げる とこ わご わした 手触りが した。 殿盼 ノリを 紙に 塗る と、 波打っ てごわ ごわに 
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なる。 その 手触りに ょく 似て いた。 

多分、 あの 髑髏 テル テル 坊主の 落書きで もして あるの だろう。 見る 前から 想像が つく。 
僕は その 絵を 話の タネに しょうと、 博 之と 亨に 紙 ' >1 を 示し、 みんなの 前で 広げた。 

. だが、 僕の 予想は 大きく 裏切られた。 

僕ら 三人の 誰もが、 そこに 書かれて いる 内容を 予想で きなかった からだ。 

「…うお . 〇」 

誰と もな く 呻く。 

この 紙 >1 だけが 入っ ていたなら、 ここまで 気持ち 悪い 思いは しな かった かもしれ ない。 

…だが 、同じ 封筒に 五 万円 入っ ていた ことを 考える と、 . そこに 書かれて いる 内容は 決 

して 笑い飛ばせる ものではなかった。 

『田 無 美 代 子を 呪っ てくだ さい』 

紙片には そう 書かれて いた。 

書かれて いた、 というのは 正しい 表現では ない。 文字は 全て、 新聞紙の 文字 か 何 かの 切 
り 貼りだった からだ。 何だか 脅迫状 か 何 かを 思わせて、 一層に 気持ち 悪かった。 

つまり この 五 万円は …… それに 対する 代価の つもりに 違いない。 
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しばらくの 間、 誰もが 絶句し、 呼吸す る こと すら 忘れて いた。 

…や がて その 沈黙に 耐えられな くな つた 博 之が 紙片を 奪って 凝視す ると、 次は 亨が 奪つ 
て 穴が 開く ほどに 見る。 そして 再び 僕の 手元に 戻り、 僕 も 改めて まじま じと その 文面を 見 


た。 


…… ふざけて やった という 様子は ない。… 明らかに、 田 無 美 代 子と いう 人物を 呪って ほ 
いという 明白な 「悪意」 が 感じられた。 


よみがえ 


優 花 おばさんの 話が 脳裏に 蘇る。 

『お 骨サ マと いう 架空の 存在を 生み出した のは、 恐らく 生徒の ほんの 悪戯 心からだった ん 
じ ゃない かと 思う。 でも、 呪いを 信じる 人たち がすで に 現れて いるなら、 お 骨サ マと いう 

存在には すでに 神 さまが 宿っ てる。 . つまり 『お 骨サ マ』 という 祟り 神が、 すでに 存在 

している —— って 言っても いいだろ うね OJ 

… 僕は 今 さらの ように、 この 悪戯が、 僕らが そうだと 信じて いるよう に、… 他人に とっ 
て も 悪戯で 済んで いるの か 疑問に 思うよう になって いた。 

この 五 万円と いう お金は、 「お 骨サ マ」 という 神 さまに »| げられ たもの なの だ。 それを 僕 
らが 横領す る ことは、… 僕らが 「お 骨サ マの 呪い」 に 遭う という ことを 意味す るので はな 
いだろう か . ？ 

いや、 そんな ことよりも。 


藁 人孩て 釘を 打つ 呪いの 儀式を もしも 見られたら、 見た 相手を 殺さなくて はならない な 
んて いうの が あるじ やない か。 

…… この 五 万円を 入れた 誰かが、 この 紙片を 僕らが 見た ことを 知つ たなら、 . 。 

五 枚の 春 万円 札を 見る。 . その 常軌を逸した 金額の 持つ 意味を、 僕は 今 さらの ように 

知る…。 

r . ねぇ、 . まずくない…？」 

「 . 大丈夫 だよ。… 誰に も 見られて ね一 んだ から 大丈夫に 決まつ てんじ やねぇ か 

よ 0 」 

一番 強がつ ている 博 之に もき つと、 少し 不安な 気持ちが あるに 違いない。… だから 僕の 
弱気な 発言に こう も 不機嫌に 返す の だ。 

博 之は 空騒ぎを しながら 小銭の 集計を し、 合計 金額が 綺麗に 三で 割り切れた と言うと、 
全員に 分け前を 分配した。 

それぞれの 前に 取り分の 小銭が 差し出される が、… 僕も亨 も、 それを 受け取つ ていい も 
のか 初めて 躊躍 した。 

その 臆 肖そう な 仕草が 一層 気に入らな かつた のだろう。 博 之は 不愉快そう な 顔を しなが 
ら 、自分の 取り分を いやに 乱暴に 自分の ポケットに 捻り こんだ。 

それを 見て 亨も 、はつと 我に 返つ たような 表情を してから、 自分の 分け前の 小銭を 搔き 
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集めて 同じように 乱暴に ポケットに 捻り こんだ。 

…僕 だけが、 この お金に 手を つけて いい もの か、 この 期に 及んでも 迷って いた。 

「何 だよ、 友宏 。お前、 怖え のかよ。」 

「 . いや、… 別に。 怖く なんかない よ。」 

「この 程度の 小銭で ビビって どう すんだ よ、 オィ！」 

「もらえよ、 俺たち 仲間 だろ !? 仲間の 公平な 分け前 じ ゃねえ かよ！」 

こういう 時に 仲間と いう 言葉が 出て 来る とは 思わな かった。 

どちら かとい うと、 自分 だけが バツを 受けたくない ので、 赤信号を みんなで 渡ろうと 呼 
びかけ ている ようにし か 見えな かつた。 

そこまで 怯えながら、 どうして この 程度の 小銭を ポケットに 納めなければ ならない のか、 
ほんの 少し だけ 疑問だった。… だが その 疑問を うまく  口で 言い表す には、 僕は まだ 幼す ぎ 
るよう だつ た。 

「ったく、 友宏は 肝っ玉 小せ ぇな - 」 

「ち、 小さく なんかない よ！  んだよ 馬鹿にすん なよ！| 

気にし てること を 言われ、 反射的に カ チンと 来た 僕は、 やけっ ぱちに 小銭を 搔き 集める 
と ポケットに 納めた。 

それを 見届ける と、 博 之も亨 も、 まるで 僕が 仲間と しての 通過儀礼を 遂げた ような、；^ 
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纪配 に 似た 笑顔を 浮かべる のだった。 

… 僕が 変に 逆上せず、 そのまま 取り分を 拒否し 続けたら、 僕らの 友情は どうな っていた 

のだろう。 . それを 考える と、 何だか とても 笑えない 気持ちになる のだった。 

やがて、 今度は 僕が 沈黙に 耐え 切れな くな り、 何 か 話題を 切り出そうと あれこれ 思案し 
た。 

「 …そ 、それより さ、 田 無って 誰だろう？」 

「美 代 子っ てんだ から、 女 だろ。 学校の 女子 か？ うちの クラスには いねぇ よな。」 

「あ _ 、えっと、 学校の 女 だよ 確か。 一年の 時、 同じ クラスに 田 無って 女が いた 気 

がする。 一度 も 話した ことない から、 どんな ヤツ かちっ とも 覚えて ない けど さ。」 

「なら、 也の クラス か。 . じ や あこの 手紙を 入れた の も 同じ クラスの ヤツ かね。」 

「じ やない の？ 他の クラスの こと だし、 嫌われ てる女な のかよ く 知らないから な。」 
「多分、 同じ クラスの 女 じ やない のかね。 男なら 呪いなん かに 五 万円 も 賽銭す るく らいな 
ら 、拳で 仕返しす る だろ！」 

っは ははは はは。 三人で 笑い、 ようやく 陰鬱な 雰囲気が 少し 晴れた。 

だが そこで、 また 優 花 おばさんの 言葉が 脳裏に 蘇る。 

そうだ…、 おばさんは 言っ てた。 女子の 世界では 呪いの ような ものが 流行り やすいと 言 
っていた ような 気がする。 


8〇 


ない。 

そもそも 男は 嫌いな 相手だった ら 、自分で 直接 仕返しす る ことを 考える。 呪いなん て 他 

人任せな ものに 訴える ヤツは なかなかい ない。 . まして や 五 万円 も 払って 神領 みなん て 

絶対にし ない。 

I どうす るよ？ 一 

「どうす るつ て、… 可を だよ？」 

「いやさ。 せっ かく 五 万円 も 入れて くれたんだ しさ。 少しは 還元して やらね えと 悪 いんこ 
ゃねえ の？」 

「あっは っは！ それって 何 だよ、 田 無って 女に 集中攻撃を かける って ことかよ？」 

「 . 知らない 女子に そこまで やる のは 悪い 気がする けどな…〇- 

「友宏 だって 分け前を 取った じ ゃねえ かよ。 俺たち は 仲間 だぜ？ プロの だ ぜ？ 一匿 
い 主からの 入金が あれば、 どんな 作戦で もこな す！」 

「よっ しゃ、 新しい 作戦の 始まり だぜ 

博 之と亨 の 間では、 もう 新しい 遊びの シ t ヱ— シ ョンが 始まっ ている よう だっ た。 

… 僕らが 田 無と いう 女子を 呪いで 攻撃 すれば、 「お 骨サ マの 呪い」 には、 願掛けを すれば 
相手を 呪える という 新しい 設定が 加わる のだろう か。 


今で さえ、 僕らが 何もし なくと も、— サ マは 進化と 成長を 続けて いて、 僕らの 手の平 
には 納まらない 存在に なつて いる。 

それを、 . 本当に 祟り 神の ような 存在に 後押しして しまつて 良い のだろう 力 . 

盛り上がる 二人に 水を 差す と、 また 肝つ 玉が 小さい と言われる に違いない 
だから _ は 内心とは 裏腹に、 取りあえず 表向きは 彼らに 同調す るの だつ た。 

二人は きつと、 明日から 他の クラスに いる 田 無と いう 子に 集中 的な 悪戯を 仕掛ける だろ 

う。 

… だが、 仕掛けられる 子と それを 見て いる 周 S 生徒に とつて、 それは 恐らく 単なる 悪 
戯では 済まない。 

僕らは、 コ ー ラの 空き瓶を バラ 撒こうと している . 。 

僕は、 この 悪戯が、 取り返しの つかない 何 かの 入口になる とは、 まだ 気付いて いなかつ 


1ID 無 美 代 子を 呪ぅ 

田 無 美 代 子の いる クラスは すぐに わかつ た。 

B 組の 女子で、 細身で 背の 高い、 ちょつ と 性格の きつそぅ な 雰囲気の 子 だつ た。 
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話した ことは ない ので 性格は わからない が、… 何となく、 仲の 悪い 人が 多そう な 気がし 
た。 

彼女に対する攻撃は結局、みんなで隙を氣“、各々の方法で自由に仕掛けるということ 
で 決定した。 

最初は、 黒板 落書き 事件の 時の ように 三人 掛かりで 大仕掛けな 悪戯を しようと いう こと 
になって いたの だが、 田 無 攻撃に 加担したくない 僕が そう 提案した のだった。 

…僕 だけは 何もし ない ことで、 恨み も 面識 もない 女の子への 攻撃が 少なくとも 三分の 一 

は 軽減され る。 それが 何 かへの 饋 罪になる のかは わからない けれど、 . とにかく 「お 骨 

サ マの 呪い」 を これ 以上、 大きく する ことに 加担す るのは もう 御免だった。 

博 之と 亨は 、どんな 悪戯を してやろうかと 、作戦 会議と 称して 色々 な 悪巧みを 楽しんで 
いるよう だっ た。 僕 も 上辺 だけは 話に 加わり、 彼らと 笑い 合う。 

…… そして、 いよいよ 田 無 美 代 子に 対して 「お 骨サ マの 呪い」 が 実行され た。 

隣の クラスの ことなので、 彼女に 対し どのような 攻撃が なされた のかは よく わからない。 

下校 中に、 二人が これこれこう いう 悪戯を 今日は 仕掛けた と 得意気に 言う のを 聞いて、 
彼女の 受難を 推し測る のみだった。 

その 内容は、 机の 中に 怪しげな 落書きを 放り込んだ とか、 下駄箱に 「骨」 を 仕込んだ と 
か、 これまでの 悪戯から そう 逸脱して いるものでは ないようだった ので、 僕は ちよっ と 安 
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心する。 

…… だが、 田 無と いう 子が それを 悪戯 程度に 思って くれてい るかが、 少し だけ 気掛かり 
だった。 

幸い、 博 之と 亨は五 万円 分に 値する だけみ っちり と 攻撃し ようとい う 意思は なく、 ほ 
んの 二〜 三日 ほど 悪戯の 対象に する だけで、 それ 以上 しつこく する つもりは ないよう だっ 
た。 

僕は それを 知り、 あの 呪いの 手紙 以降ず っと 胸の 中に 残る、 しこりの ような 不安 感が少 
し 拭える のを 感じて いた。 

. だが、 僕が 楽観す るよう な 事態には ならな かった。 

一週間く らいした ある 日、 田 無に 対して 「お 骨サ マの 呪い」 が 未だ 続いて いると いう 噂 
が、 自分たち の クラスに も 及んで きたから である。 

しかも、 悪戯と いうよりは ィジ メの 集中攻撃の ような 様相に なって いるら しく、 相当、 
田 無が 追い詰められて いるら しいの だ。 

さすがに これは やり 過ぎ だと 思い、 博 之と 亨に 言っ た。 

「博 之 さ、 田 無 攻撃 だけど、 さすがに もう 一週間 以上 やって ない…？」 

「技、 俺は もう 何もを ってない よ…。 亨だ ろ？ 俺は もう 田 無なん か 知らないよ。」 

「え - !? 何 だよ 埯だ って 何も やって ない よ。 やった のは 先週の 土曜日までで、 それ 以 
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降は 俺、 田 無には 何もして ない よ！」 

「じゃあ 何 だよ…。 博 之も亨 も、 もう 田 無には 何もして ない っての か…？」 

「あぁ、 少なくとも 俺は やって ない よ 。| 

「俺 もやっ てない よ！ 一 

r …だ から 最近 やって るのは、 多分 B 組の 連中 じ ゃねぇ かと 思 うんだ よな 0 」 

「だよ な。 俺たち が 仕掛けて る 間に も、 骨と か 集めて はまた 田 無の 机の 中に 入れな おして 
る ヤツと かいたみたい だし 0 」 

博 之と 亨の話 も 総合す ると、 彼らの 集中攻撃が 切っ掛けと なり、 彼ら 以外の 人間 も 面白 
がって 参加し 始めたら しかった。 

それは まるで 「お 骨サ マの 呪い」 に 便乗した 匿名の 集団に よる イジ メの ような ものに 見 
ぇて、 少し 気持ち 悪い…。 

悪戯と イジ メは 全然 違う つもり だ。 でも、 僕らの 悪戯が ® っ 掛けで 田 班 r が イジ メを 受け 


まぬ が 


ている とすれば、 僕らの 責任は 免れないだろう 0 


伝え聞く 話では、 机い つ ぱいに 呪いの 言葉を 落書きされ たり、 カバンい つ ぱいに 骨を 詰 
め 込まれたり、 自宅に も 骨が 送り付けられた りと、 ずいぶんと エス カレー ト している らし 

い。 


いや、 さすがに 最近のは 俺ら でも 気の毒 だと 思ぅよ 〇  B 組の 連中、 結構！^ ない よ 
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な 0 」 

「ちよっ と 聞いた 話 だと、 もともと 田 無っ て 女は、 B 組で 結構 嫌われて るら しいんだ よ。 
だから、 俺ら が 仕掛ける 以前から、 そういう ム ー ドが 多少 あったんだろう ぜ。」 

「つまり、 僕らの 悪戯が、 そういう ム ー ドに 油を 注いで しまった わけ だ。」 

「特に B 組の 女子の グル ー プに 嫌われて るら しい。 大抵の 悪戯は 男が やって るんだ けど、 
田 無に 関しては 女 もやっ てるみたい なんだ よな。 いや、 むしろ 女が やって るみたい だな。」 
「… 女子の ことは よく わからな いんだけ ど、 女子の グル ー プ 内では 仲が 悪い の もいたら し 
いよ。 女って 結構え げつない 時 あるから な ぁ 〇」 

呪いなん ていう 神頼み 自体、 男の センスでは ない。 

•田 無を 嫌う 女子の グル ー プの 誰かが あの 手紙を 入れ、 博 之と 亨の 仕掛けた 「呪い」 に 便 
乗し、 その後 も 引き継いで いると いう ことなの か。 

「田 班 $ って ヤツが どういう ヤツ かは 知らない けど さ。 何だか 気の毒 だよ な…。」 

学校 中で 流行る 「お 骨サ マの 呪い」 を 田 無 美 代 子に 下す。… そこまでは 悪戯の 領域のは 
ず だ。 でも、 それを 切っ 掛けに こんな しつこい ィジ メに 発展す ると わかっ ていたら、 やる 

べきでは なかった…。 

「知らね えし 俺の せいじゃね えだろ！ 最初の 三日は 俺の せいだと しても、 それ 以降は 他 
の ヤツの 責氐だ ぜ ,? : 俺は 関係ね えよ！」 
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「だから さ、 みんなえ げつないっ てこと なんだ よな。 誰かの 悪戯に 便乗して ちよい とふ ざ 
けたいだ けなんだ よ。 誰もが リスクな く、 ちよっ とした 退屈し のぎで 誰かに 悪意を ぶつけ 
たがっ てる。 俺たち は その 最初の いくつかを やりは したが、 それに 便乗した 連中 だって 悪 
いんだよ な。 俺たち だけが 悪い わけ じ ゃねえ よ！」 

なぜか、 博 之 も亨も 必死に 言い訳を している ようにし か 見えない。 

そのみっ ともな さを 見て、 僕は 結局、… 呪い なんても のは 存在し ない ことを 知る。 
呪いに 見える ものは、 何れも 「呪い」 を 隠れ蓑に した 人の 悪意で しかない。 
呪われたくない から、 呪う 側に 回りたい というのは、 苛められる くらいなら 苛める 側に 
回りたい という、 中学生の 渡世 術 そのまま だ。 

思えば そうな の だ。 「お 骨サ マ」 を 生み出した の も 僕らと いう 人 だし、 それに 姿を 与 
え、 呪い や 設定を 生み出して いったの も 全て 人 だ。 それは 単なる 人の ilg ij の 象徴で しかな 

ぃ 〇 

…… いや、 それでも もし 「呪い」 が 実在す るの だとしたら。 

それは きっと、 僕たちの 学年に 潜む 受験 や 進路への 不安から 何 かに 怒りを 吐き出したい 
と 駆らせる 衝動の ことに 違いない…。 

その衝動は、内申書に危険が及ぶようなリスクを嫌うだけで、誰かの奶編に乗って何 
の リスク もな く 悪意が 吐き出せる 状況が 生まれたなら、 誰の 心に も 悪意を 芽生えさせ るの 
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その 悪意を 芽生えさせる のが、 「お 骨サ マの 呪い」 という 覆面 的な 存在。 

「お 骨サ マの 呪い」 という 悪戯に 便乗す る 限り、 その 悪戯が 誰に よって 行なわれた かは 問 
われない。 あちこちで 日常 的に 誰かが 行なって いる〃 現象" なので、 個々 の 犯人 捜しな ど 
時間の 無駄 だから だ。 

そして、 誰かが 「お 骨サ マの 呪い」 で 集中攻撃を 受けて いるのを 見つける と、 自分 も そ 
こに ちよっ ぴりだ け 加担す る。 自分 以外に もみん なが 加担して いるの、 たから、 赤信号を み 
ん なで 渡る 安心感が ある。 

クラス みんなが 苛めて いるい じめ られっ 子に、 今 さら 自分が 消しゴムを 一つ 投げつ けた 
ところで どんな 罪悪感が？ 

自分より もっ ともっ と 酷い ことを している 人が 大勢い る。 自分なん て 可愛い もんだ。 

そうして、 自分の 良心に 傷 一つ 付けずに、 日々 の 鬱積を 覆面を 被りながら 晴らす…。 

そんな 都合の いい ィジ メを 提案した のが 「お 骨サ マの 呪い」 なの だ。 

「お 骨サ マ」 なんて 神 さまは 最初から いない。 

あったのは 「お 骨サ マ」 という 覆面 だけだった。 その 覆面を 被り、 身近な 誰かに 悪戯を 
する ことで 一時的な 快楽を 得て、 将来への 不安 感 をわず かの 間 だけ 誤魔化し 忘れて いる だ 


「結局 さ、… 呪いと か 何とか 言っ たつて、 単なる ィジ メと 同じなん だよ 0 J 
「あはは はは、 そうか もな。 I 

「さすがに B 組の、 特に 女子は やり 過ぎ だな って 思う ぜ 。俺ら だって あそこまで えげつな 
くは やらない もんな。」 

「 . 『お 骨サ マの 呪い』 ってい う ィジ メの 口実を 生み出した | 貝 任って、 ない のかな L_° 

確かに こんな ことになるなん て 予見は 出来な かった。 でも、 予見 出来な かった から 責壬 
はない って 論法には ならない と 思う…。 

田 無は もともと 友達ら しい 友達は いないら しく、 味方 もな く、 今や クラス 全体に 苛めら 
れて いるよう な 雰囲気の 中で 過ごして いるら しい。 

右を 向けば 左の 子が 机に 骨を 放り込み、 左を 向けば 右の子が ヵバンに 骨を 放り込む。 

何 か ある 度に ヒステリックに 叫んで は、 物陰で クラス 中が ひそひそ 笑う…。 そんな ^! C 駆 
な 状態に なって いると 聞く。 

悪戯と いうのは、 やられた 方 も 笑って 許せる 範囲の もの だと 思う。 . その 見地から 言 

え ば、 田 無に 行なわれて いるのは 完全に 悪戯の 域を 逸脱して いる。 

「おいおい 何 だよ。 友宏は 最近、 ビビり 過ぎ だ ぜ？ お前、 今頃に なって そり ゃねぇ じ ゃ 
ね 一 かよ。」 

「いや その、… ビビっ てる わけ じ ゃない よ。 ただ その さ。… もう 僕たちが 最初 考え ' r たよ 
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うな 悪戯の レベルを 超えつつ あるん じ ゃない かなって 思って。」 

「まぁ 確かに、 もう 悪戯の 領域 じ ゃない よ。 立派な 学校の 新しい 怪談 だよ！ あはは！」 
だが、 僕の 憂いは 仲間たち には 伝わっ ていないよう だっ た。 

彼らは 言葉 上は 同情して いたが、 心底、 田 無が 気の毒 だと 思って はいない ようだった。 
… きつと、 自分たち の 生み出した 「呪い」 に B 組の みんなが 便乗して くれてい るの が、 
何だか 面白く 感じる のだろう。 

「お 骨サ マの 呪い」 が 今や これ だけの 影響力を 持つ ようになり、 それに 対して 面白さより 
懸念を 感じる 僕は、 やはり 自分で も 気にして いるよう に 肝っ玉が 小さい からな のだろう か 


「いや、 そういう のじ ゃなくて . 。何て 言う のかな。 . ほら、 たまに 下水で ヮニ とか 

が 見付かっ たりして 騒ぎに ならない？ 最初は 金持ちが こっそり 輸入した 子ヮ ニなん だけ 
ど さ、 育てる のに 飽きて 下水に 流しち ゃって。… それで 大きく 育って 人を 襲うよう な 騒ぎ 
になって …… 。」 

「襲わ31だろ。だって『お骨サマ』なんてそんなものは実在しないんだしさ！」 

「まさか 友宏 、本当に テル テル 坊主の オバケ が 学校に 住み着いて るなん て 信じて るん じ ゃ 
ねぇ だろ？ あんなの が 本気で ボィ ラ ー 室に 住んで ると 思う のか 1 !? 」 

どうも 最新の 噂では、 「お 骨サ マ」 は 地下の ボィ ラ ー 室に 隠された 棺の 中で 眠って いる 設 
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定に なつて いるら しかつた。 

「俺 さ、 去年の 運動会の 時、 後片付けの 手伝いで ボィ ラー 室に 入っ たこと あるけ ど さ。 文 
化 祭の 時の 看板と かがた くさん 積んで ある 以外には、 な 一 ん にもない 部屋だった ぜ 〇 官 な 
ん かもち ろん なかった。 それが 俺たち が 作った 怪談 だけで、 ポッ と棺が 現れち ゃったり す 
る わけ か？  そんな わけね 一 だろ？  な !? 」 

一ね 一 に 決まっ てるんだ ょ。 だって 俺たち が 作った ネタ なんだから ょ。 友宏 はこない だの 
五 万円 以来、 ビビり 過ぎ だって！ 慣れない 大金だった んで ブルつ ちまった んだ ろ？ 干 
つ 玉 小せ一 な あ！」 


俺たち は 取り分が 磨え て 


「そんなに 金が 怖いなら 分け前を なしにしても いいんだ ぜ 一？ 

嬉しい しよ〜！」 

本当は お金に もぅ 興味は ない の だが、 取り分を 拒否す ると 仲間外れに される かもしれ な 
いと 思い、 それは 嫌 だと 一応 首を 振つ た。 

彼らは 口々 に 勇ましい ことを 言つ たが、… こぅして 一歩 離れて 見て みると、 内、 いは 
自分たち の 予想を 超えて 大きくな り 始めた 「お 骨サ マ」 に 不安を 抱いて いる ことが よく わ 
かる。 …… だから こそ 彼らは、 不安を 払いたくて 僕の 言い分に 対して 食って掛か るの 


だ 


呪いが まかり 通り やすい 受験 前の ナ ー バスな 学年。… それは 業ら にも 当てはまつ ている 


の だから。 

その 時、 亨が 、そう 言えば こんな 話を 聞いた ぜ 、と 切り出した 
「_は さ、 …… ig ak ぇ 噂が あるんだ よ。 例の 田 無の 呪いなん だけど さ。… ほとんどは クラ 

ス rlf けど、 1 中に いくつか、 本当の 『筆 i い』 が 混 

じつて るん じ やない かつて 噂が あるんだ よ。」 

「わつ はつは つは つは！ そいつ あいい や一！ 」  なにがし 

博 之が 大笑いを し—、 そこ ま f どの 楽しい 靈 ではない。 •••1 かの 響 をキ 
ち 払いたくて 無理に 強く 笑っ たように 見えた。 

「… うん。 い—、 田 無の カ パン 1 っ 込まれる のは 最近は よく！ らし いんだ 
けど さ。 …… 田 無の 後ろに 席の— 誰かが 言っ たらし いんだけ ど。：. 朝、 登校し— 
ら さ、 田 無の カバンに 誰も 近付かな かった はずな のに…。」 

その 頃、 田 籠 代 子は カバンに 蠢 される ことが すでに 何度— ったので、 カハンに 悪 
戯 されない ようだいぶ 神経質に なって いたと いう。  、，ヽ 
だから、 登校して きて、 カバンの 中の 教科書な どを 机の 中に 納め、 空っぽに なった カ ハ 
\ を 机の f 下げた あと、 誰に も 悪戯され ないよう、 ずっ と 席を 離れずに いた。 
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そのため、 川 無の 席 以外の 場所、 例えば ロ ッヵ— や 下駄箱な どに 蠢 がし 放題 だっ たの 

だが . 、少なくとも、 田 無が 席に 悪戯され たくなくて、 席を 休み 時間 も 立たない よぅに 

なって からは、 席の 周りへの 悪戯は 止んだ はずだった。 

ところが、 二 時間 目の 休み 時間。 何 か 放り込まれて いないだろぅかと 気になっ た 田 無が 
カハンを 逆さに してみ ると、 . たくさんの 汚らしい 骨が ガラガ ラと あふれ 出して きた 


カバンを 逆さに してみ ると、 
° た…！ 


田 無は 狂乱しながら、 こんな 悪戯を したのは 誰 だと クラス 中に 対して 吠え 立て‘ こ。 

彼女は クラスに 敵が 多かった から、 クラスの 誰もが、 彼女を 嫌ぅ 何者かの 仕業だろぅ 

と 思い、 ぁる 者は 同情し、 ぁる 者は ニヤ ニヤ 笑いながら 彼女が 騷 ぐのを 遠巻きに 見て い 
二 0 


そんな 中、 . 彼女の 後方に 席を 持つ ある 一人が 気付いた というの である。 

田 無が 登校して きてから、 彼女の カバンに 触つ た 者は 一人と していな かつた ことに 気付 
いたと いうの だ . 〇 

「バ ツカ バカし い！ じゃあ 何 だよ、 人間の 仕業 じ ゃない つて 言う のかよ？」 

「いや、 . だつ て さ。 5 無 ^ 釜 交し  C、 汝斗_  ヒ  C：? こ、 -  -  )ufn  ties 


O 


は 力 


. だって さ。 田 無が 登校して きて、 教科書を 机に 入れる だろ？ この 時、 田 無 

ンの 中を 見て るは ず だから、 そんなた くさん の 骨が 入っ てたら 気付かない わけが & 
.••たから 少なくとも、 朝の 登校して きた 時点では まだ ヵバンには 骨は A ってな かっ 
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たんだよ。 . で、 田 無は 亜心戯 されたくない から、 カバンを 机の 脇に 下げて その後 休 

み 時間 も 席を 離れずに ずっと 座っ てる . 。」 

そして、 二 時間 目が 終わっ た 休み 時間に、 田 無は 何 か 悪戯を されて いない かと 不安が 込 

み 上げ、 . カバンの 中身を 見て、 異変に 気付く。 カバンを 引っくり返 すと… 何十 本 も 

の 骨が ガラガ ラバ ラバ ラ . n 

田 無 本人は、— でも 気付かない 間に 放り込まれ たんだと 思っ ていたよう だが。 ••••： ず 
っと 見て いた、 その 人物 だけは 知っ ていたと いうの だ…。 

「ありえね えよ！ 誰かの 仕業に 決まっ てるじ やねえ か！」 

「いや、 そいつが 言う には 絶対 誰も カバンには 近付 いちや いないっ て 言 うん^ r.」 

「噂 だろ？ 第一、 その 見て た ヤツって 誰 だよ。 あん？ 見て たって ヤツ も 所詮 噂 話で、 

.誰が 見て たって 個人名は な いんだろ、 どうせ？」 

「 . 確かに、… 見て た ヤツの 名前と かは 俺 も 知らない けど さ。… でも この 話、 他の 

クラスで もちよつ と 有名で…。」 

朝から 誰も 触れて いないは ずの カバン。 そして、 登校して きた 時点で 中— 状がない こ 
とは 確認して いる。 

…… にもかかわらず、 二 時間 目が 終わ るまでの 間に、 何者かが 何十 本 もの 骨を 力、 ハンの 
中に 詰め込ん だの だ。 田 無の 机の 脇に かけて ある カバンの 中に、 悪戯を 雲して 神経質に 
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ば、 それが なんて 名前の 人物で も 構わない、 という 方が 正解 だ。 苛めても 構わない という 
大義名分が あれば ある ほど、 攻撃 者の 良心は 傷つかない。 

伊えば A という 人物が イジ メを 受けて いると 知 っても、 A を 知らない 人たち は 積極的 
に その イジ メに 加わろうと は 思わない はず だ。 でも、 A K: 苛めても いいと いう 「大義名分」 
かあったなら、 たとえ A を 知らない 人たち でも 積極的に イジ メに 加わる 可能性が ある。 …… 
例えば、 A が 卑劣な 悪党で 誰から も 批判され ている、 とか だ。 

あるいは 最後には そんな 大義名分 も 不要になる のか もしれ ない。 . 広場で みんなが 

知らない 人物に 楽しそう に 石を 投げつ けて いたら、 自分 もやっ ていいの かと S ハ、 気痊こ 
石を 取る だろう。 壽 など 知らなくて いい。 みんなが やっ ている の だ から、 きっと そうす 
るに 足る 理由が あるの だと 勝手に 判断し、 追従す る だけで いいの だ。 

例えが 良くない 。もっと 身近な 例を 挙げてみ よう。 

車の 来ない 横断歩道で 律儀に 信号待ちを していて、 後から 来た 人が 何も 気にせず 、すっ 
と 信号無視 をして 渡っ て 行っ たら、 それでも 信号待ちを 続ける だろう か？ 

…い や、 その 信号を 無視した 人の 後を 追従して 自分 も 渡る のではないだろう か。 律儀に 
ルー ルを 守っ ていた 自分が 馬鹿らしくな って。 そして、 自分は 二番目に 信号無視を したの 
だから、 一番 目の 人より 悪くない と 開き直っ て。 

田 無への イジ メは まさに これな の r こ。 


1()1 


B 組の 中に ある 田 無を 嫌う 空気。… でも、 ィジ メはい けない こと だと 理性で わかっ てい 
るから、 みんな ルー ルを 守って 苛めない。… そこへ 「お 骨サ マの 呪い」 と 称して、 僕らが 
真っ先に 赤信号を 渡って みせた の だ。 

そして みんな *? を 切って 赤信号を 渡り だす。 自分が 最初に 渡った のでは ない の だから、 
_ 分が 一番 悪い わけでは ない という、 良心への 免罪符を 持って。 

この、 罪悪感を 持たずに 特定 個人に 攻撃が 集中す る システムを 「お 骨サ マの 呪い」 と 言 
ってい いなら、… 確かに これは 呪いと 言っても ょかった。 

A は 「お 骨サ マ」 に 呪われて いるから、 「お 骨サ マの 呪い」 を 彷彿させる 悪戯なら 仕掛 
けて 構わない。 そういう ルー ルが あれば、 A を 知らぬ 人物で も、 こっそり A が 見て いな 
い 間に 骨を 放り込む…。 みんなが A に 「呪い」 を 下して いるの だから、 自分が 今 さら 加 
担した ところで、 自分 だけが 悪く はない…。 罪悪感を 薄め、 誰し もを 「呪い」 の 執行 者 

に 変えて いく 可能性…。 . 確かに これは、 もはや 「呪い」 と 呼ぶべき 忌まわしき ルー 

ルだった。 

だが、 ふと 思い出す。 

それは あの 五 万円 入り 封筒に 入って いた 紙に 書かれた、 「田 無 美 代 子を 呪って ください」 
という 一文 だ。 

つまり、 . 田 無 美 代 子を 攻撃したい という 明確な 意思を 持つ 何者かが、 「お 骨サ マの 呪 


い」 にうまく 便乗して、 


いや、 利用した と 


きか もしれ ない 


その 人物は、 真っ先に 赤信号を 渡る と 自分が 一番 責任を 問われる ことを 知っ ていて、 最 
初に 赤信号を 渡る 役を 「お 骨サ マ」 である 僕らに やらせた の だ。 

だとす ると、 . その 人物は、 「お 骨サ マの ! a い-と ハう 見 表り mr 羑 U、 鼴曳 こ 


だとす ると、 …… その 人物は、 「お 骨サ マの 呪い」 という 現象の 背後に、 賽銭箱の 中身に 
干渉で きる 人物たち がいる ことを 悟り、 彼らに お 賽銭と いう 形で 払う ことで、 ィジ 
メの 切っ 掛けを 作る ことができ ると 考えた のでは ないか。 

そして その 思惑は 見事に うまくいっ た…。 

…… 只者では ない。 呪いを 生み出した 当事者で ある 三人の 内、 僕し かま だ 理解して いな 
い 「お 骨サ マの 呪い」 の システムを、 この 人物は 傍観者の 立場から 完全に 看破し、 理解し 
てみ せた の だから。 しかも、 それは あの 五 万円の お 賽銭ょり 前の 段階で なの だから、 本当 
に 恐れ入る ほかなかった。 

しかも、 お 賽銭と いう やり方 も 狡猾 だ。 相手は 僕らに 面と 向って 田 無を 苛めろ と 依頼し 
たわけ じ やない。 狸 神社に お参りして、〃 神 さまに 呪いを お願いした だけな の だ "〇 

賽銭箱を 開けられる 人が いるなん て 知らな かった とと ぼけられたら それで おしまいだ。 

結局のと ころ、 僕らは その 何者かに 綺麗に 利用され、 「自発的に I ィジ メを 行なっ たこと 


こうかつ 


になる 


それは 少し 薄気味悪い 想像だった。 なぜなら 僕らは、 この 「お & サ マの 呪い」 の 悪戯で 


誰に も 自分たち のこと が 悟られて いない ことのみ を 安全の 保証と してきた からだ。 

だが そんな 保証は もはやない。 明らかに 僕らの 存在は 看破され、 しかも 巧みに その 何者 
かの 目的に 組み込まれて 利用され ている の だ . 。 

でも、 . 田 無には 気の毒 だが、 別に 殺人事件が 起こったり という わけでは ない。 

ィジ メは 本当に 気の毒 だとは 思う が、 学校で よく ある 日常 的な ことのはず だ。 だから 僕 
らが 警察に 逮捕されて、 怪しげな 事件の 濡れ衣を 着せられる ような、 そんな 事態には なら 
ない はず . 。 

…… 保身に 走り、 田 無の 不遇を 見捨てたい 自分が とても 嫌に 感じる。 

そう、 これは きっと 後悔 だ。 五 万円 分と 称して 田 無を 攻撃し ようと みんなが 言い出した 
時、 それを 強く 反対で きな かった ことへの…。 

優 花 おばさんは、 今回の 事件を、 田 無を 特に 目標と しない 目標 不特定の 偶発的な ィジ メ 
の 集中と 見て いるよう だが、 田 無の 一件は 多分 違う。 

… 当然 だ。 おばさんは あの 「田 無 美 代 子を 呪え」 という 紙片の 存在を 知らないの だから。 

だが、 それを 僕は 打ち明ける ことが 出来ない。 

その 存在を 教えれば、 それは 僕らが 賽銭箱を 漁っ ている ことを 打ち明ける ことに もつな 
がる わけ だ。 …… つまり、 僕は 何者かが 田 無を 攻撃したい という 明白な 意思を もって、 こ 
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なって いる al 無に 気付かれない ようにしながら。 

無理 だ。 絶対にで きる わけがない。 人間業 じ やない。 

… この 話 だけを 聞く と、 背筋が ぞっとす る 話の ように 思える。 

もちろん… 常識的に 考えて、 本当に 「お 骨サ マの 呪い」 なんて 存在す る わけがない。 
呪いに 見せかけた 誰かの 悪戯に 決まって いる。 

だ 力ら この 話 だって、 おそらく . 次の 二つの どちら かに 違いない。 

一つ目は、 この カバンに 誰も 近付かな かった と 言っ た 人物が 絶対では ない という こと。 
つまり この 人物が、 朝から ずっと カバンを 監視 カメラの ように 見守っ ていたと いう 保 EE 
力な レ 余所見を したり、 トィレに 行っ たりす る 隙は 本当にな かった のか？ 監視 カメラ 
なら その フィルムが 証拠になる が、 個人の 話では それを 証明で きない。 

そして 二つ目。… こっち の 方が ありえそう だ。 

この 人物は、 そもそも 田 無の カバンを ずっ と 見守っ てな どい ない という こと。 

つまり 田 無に 頻発す る 「お 骨 サ マの 呪い」 を 面白がり、 人間の 仕業 だとは 思えない エピ 
ソー ドを 生み出して 面白半分に 広めた、 という ケース だ。 

恐れ J< 、 田 無が 風邪で も ひぃて 二百 も 学校を 休んだら、 「ぉ 骨サ マの 呪い」 で 全身 i し 
げな 斑点が 浮き出す 奇病に うなされて いて、 病院の ベッドで 「お 骨サ マ、 お骨サ マ…、」 と 
吱き Sb けて いるら しい、 なんて 話が 勝手に 生み出される に違いない。 
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こ H、 当初から 僕らが やって きた ことで も あるし、 悪戯 好きな 連中が 日常 的に やって 
いる ことで— る。 悪戯を 直接 仕掛ける のに 比べれば、 見て— ような f 広める 方が お 
手軽で リスクの ない 悪戯 だ。 おそらく これに 違いな かった。 

…だ が、 そうとは 決め付けられない 部分 も ある。 この、 後ろから 見て いたと いう 人物が 

信 ffl できる にせよ できない にせよ だ。 

なぜなら、 カバンと 自分の 席に 悪戯を された くなくて、 自分の 席を 休み 時間 も 離れよう 
としない 田 無に ついて だけは、 信じる ことができる からだ。 

田 無は 一週間 以上に も わたり、 集中 的な 攻撃を 受けて いた。 だから 神経質に なって _ 分 
の 席を 片時 も 離れようと しなかった のは 容易に 想像が 付く。 

だから、 後ろの 席の 何者かが カバンの 無事を 証明し なくても、 席を 離れない 田 無の 存在 

.自体が カバンの 無事を 保証で きる の だ。 

…… むしろ、 田 無 自身が 一番 最初に 気付いて いるので はないだろう か。 

絶対に 隙が なかっ たはず なのに。 カバンに 骨な ど 詰められる はずがない のに。 . でも 

出て きた。 いっ ぱい。 バラ バラ！ 

人間なら ぬ 者の 存在を 察知し、 …… 人間の 仕業 でぁ って ほしくて、 やった のは 誰 だと 叫 

ん けこので は . 。 . ははは、 そんな 馬鹿な。 

ビ から、 ft も近寸 かな かった カバンに たくさんの 骨が 詰め込まれて いた 件に ついて M 
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単純に 笑 S  ^^5 す u とがで きない 何 かを 含んで いると 言えた。 

もっ とも、 この 話 も、 田 無が 神経質に 自分の 席— 続けて 麗を 常に 警戒して いたと い 

う 前提に 基づく。 実は この 日に 限っ て 田 無が 休み 時間に 席を 外した なんてい— なら、 何 
の 意味 もない…。 

…… 結局のと ころ、 所詮は 噂 話な ので これ 以上、 何を 論じても 意味がなかった。 

この 日は これで 話が 終わっ たが、 …… その内、 クラスで も 同じ 雛 ぃの 話が 話題になる ょう 
になっ た。 人間の 仕業とは 思えない 蠢が あるら しいと。 しかも、 この カバンの 話とは U 
の ケース で だ。 それ も 複数で ある。 

悪戯、 あるいは 呪いの 内容は それぞれ に異 なった。 •：•： ロ ッカ—  — ると か、 下駄箱で 
あると か。 だが 以下の 点で だけ 共通して い t。 

日く、 人間に できる はずがない。 

日く、 本当に 「お 骨サ マの 呪い」 なのでは…？ 

この頃には、 そういう 話を 頭 ごな t 雲したがる 博 之 も、 さすがに 認めざる を 得ない 

「… うん。 それで さ、 その 骨の 山が 田 無の 家の、 自分の 部屋に バラ 撒かれて いたって 
んだ ょ。」 

そして 最近の 話の 中で 極めつ けは これ だっ た。… 田 無の 毫 の、 それ も 田 無の 菌 に骨 
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が 何十 本 も 置かれて いたと いうの だ。 

「いや、 不可能 じ やない かもしれ ないだ ろ。 俺ん ちなん か だと さ、 友達が 来て あがつ て 
待つ て 1 てこと、 たま 1? 友達の ふりして あがらせて もらつ たの i 知 か 

ないじ やん かょ。」 

「い』、、 田 無は 親が 共働きら しくて、 鍵つ 子ら しいんだ ょ。 だから、 田 無の 家には 鍵— 
かつてい る。：. にもかかわらず、 何者かが 部屋に 入り込んで 骨を バラ 撒いた つて 言 うんた 

よ： •  j 

「いや… そんな ことは ありえね えだろ。 という か、 空き巣の 真似事を してまで、 田 無に 攻 
撃す るょう な 性質の 悪い やつは さすがに いないん じ やねえ か？ 第一 それつ て 不法侵入と 
かの 犯罪 じ やねえ のかょ。」 

「… 僕は それょり、 その 話_ 体が 作り話 じ やない かつて 思う けどね。」 

「そ、 そうだょ、 友宏の 言う とおり だょ。 その 話 自体が 誰かの 作り話 じ やねえ のか！.」 
r … いや、： 由 無が そういう こと があ つたつ て 先生— つたのは 本当ら しい。 先生が T 
ムレ i で クラス 全員 1 から。 だから B 組の 連中は 全員 知つ てるょ。」 

「それが 本当 だとして…、 もう それつ て 明らかに 犯罪 だろ！、 たつて 鍵が 掛かつ ている 他 
人の 家に、 たとえ 泥棒 じ やなくても 勝手に 入つ たら 立派な 犯罪 だろ…！」 

「だょ な。 だから 田 無、 警察に 通報した つて 言つ てた な…。」 


「うん。 そういう 相談を 受けて るみたい 0 」 


優 花 おばさんは 即答した。 


「じ や あ 噂に なつて いるよぅ に …… 本当に？ 本当に 田 無の 家に 骨が 置かれて た？」 

「ん  、あんまり 詳しい ことは 言えな いんだけ ど . 。ぅん、 とにかく、 


ちょつ と 悪戯に しては 性質が 悪す ぎる 連中が いるみたい だ Q ぇ。」 


こ  L 

おばさん 的には はぐら かした つもりだろぅ が、 それは 明白な ィエスだった 0 

* ,  i  ， ' l  r 


「友宏 くんは 田 無 美 代 子さん を 知って るの？」 


「う、 う うん…。 違う クラス だから、 面識は ない よ…。 一 


IL 

「彼女が 集団 的な ィジ メに あつて いると いぅ 話は 聞いて る？ 一 


「イジ メ という か、 


ね 〇 1 


『お 骨サ マ』 に 呪われて いるら しいつ て 噂は 聞いた ことがある 


ジメ といぅ 言葉を 無意識に 避けて しまぅ…。 田 無の 今の 状況を 生み出した 責 f® 
と、 胸が 少し 痛んだ。  , 


う 


「おまた 出た ね、 『お 骨 サ マの 呪い』！ じ ゃ あつまり これは、 田 無 美 代 子と いぅ 固 人に 

^  h  LI  I 


、-  I  f 

対しての 攻撃ではなくて、 『呪い』 に 便乗した ある 種の ス T。 フゴ 


な？ 


卜 といぅ ことなの か 


r スケー プゴ* ~ 卜 って？」 

「つまり、 田 無 美 代 子でなくて もい い、 誰でも 良 かった って こと。 誰かを 攻撃して 遊びた 
ぃ 悪意 ある 攻撃 者たち は_ を 求めて ぃた。 そこへ 集中攻撃され てぃる t ぃ 田? ! i M-t 子 
という 個人が 現れる。 それで 震して 攻撃す る ことで ストレスを 雲して いる、 卑怯な 連 

中が いるつ てこと かもしれ な レね！」 

おばさん はそう 言いながら 憤り、 イジ メ なんてのは 健全な ストレス 靈 がで— いから 
起こる の だと、 若者は すべから くろ ホ 1 ッ をすべき だと 露を 並、 へ 始める のた った 

しかし、 . 相 亦久 わらず、 おばさんの 鋭 さには 舌を 巻く しかな かった。 

当事者で ある 僕が ようやく 至っ た 考ぇに、 学校の 外から 話を 聞いて いる だけのは ずの お 
ばさん が、 ほんのわず かの 時間で 至ってし まう の だから。 

「ィジ メには 二つ パタ ー ンが あると 思つ てるんだ よね。」 

おばさんの 持論に よると、 以下の 二つの イジ メが あるら しい。 

ある 特定の 個人を 決め 打ちに する イジ メ 方と、 晨は 取り— ず 誰でもい いという イジ 
メ 方の 二種 だ。 

ほとんどの イジ メは 結局のと ころ、 ストレス 雲が 目的で、 対象は 実は 誰でもい いのが 

普通 だ。  ， し 
…睢 でもい いという 言い方は 正確には 正しくない。 身近に 苛め やすい 誰かが いて くれれ 


の 「呪い」 を 利用して いる ことを 打ち明けられない 


…… それすら も、 五 万円の 何者かの 読みのと おりの ような 気がして、 とても 不気味 
だった。 僕らは あの 日から すでに、… 何者かの 手の平で 踊らされて いるに 違いない の 
だ。 

その 何者かの 存在は 考えよう によって は、 いるかい ないか も わからない 祟り 神 「お 骨サ 
マ」 なんかよりは るかに 恐ろしい。 なぜなら、 確実に 存在し、 多分、 同じ 学校に 在籍して 
いるの だから。 

「うん。 だから 友宏 くん も、 田 無さん のこと で 何 か 噂を 聞いたら、 おばさんに も 聞かせて 
ね .0 一 


「： •という ことは、 


警察で も 捜査を 始めた という こと？ 


「田 無さん の 自宅に 何者かが 入り込んだ という 件に ついてはね。 でも、 特に 何 か 不審な 
形跡が あつたと いう 話は 聞いて ない わよ。 ただ、 田 無さん の 近辺で あまり 良くない こと 
が 起こつ ている という 話な ので、 関連がない か 調べよう つて ことには なつて るみた ハ だけ 


田 無 イジ メで 、クラスの 誰かが こっそり 田 無の 家に 入り込んで 悪質な 悪戯を した 


番 最初の 黒板 落書き 事件、 覚えて る？」 
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「う、 . うん 〇」 

突然、 話の ^1! 5fei が 変わっ た。 心に 身構える 時間が なかっ た 分、 ぎくり とする。 

「あの 事件を 生徒が 起こそうと すると、 あの 落書きを する ためだけ に わざわざ 早朝に 起き 
出して 登校 するとい う 面倒な ことを しなく ち やならない。 …… そういう 手間を 惜しまない 
犯人なら、 田 無さん の 家まで わざわざ やって 来て、 例えば 雨 どい をよ じ 上っ て、 二階の 施 
錄 されて いない 窓から 入り込んで、 部屋に 骨を 撒き散らした . というの も 考えられな レ 

話では ない よねえ。」 

「度が過ぎた 悪戯っ てこと かな …… 0 」 

「そう 考えたい ところ だね え。 でもち よっ と 逸脱し 過ぎて ると 思う の。 学校と いう、 必ず 
登校し なくて はならない 義務的な 環境で 行なう 犯行なら、 ついでに やった という 風に も 見 
えなく もない。 でも、 わざわざ 田 無さん の 自宅まで 行く という 手間隙を 考える と、 かなり 

明白な 田 無さん への 悪意が 感じられる のよ ね。」 

. かつて、 黒板の 落書きを 実際に 見て ない にもかかわらず、 かなり 踏み込んだ 推理を 

聞かせて くれた おばさんら しい、 鋭い 推理だった 

おばさんは、 あの 田 無を 呪えと いう 紙片の 存在を 知らない はずな のに、 田 無に 対する 悪 

意 ある 存在に 気付きつつ ある…。 

「田 1 さんは 交友関係と かで 何 か 問題と かあった？」 
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「だ、 だから クラス 違う からよ く 知らないです 0 」 

「田 無さん の 相談を 受けた 署員の 話に よると、 結構 性格 的には キ ツィ子ら しいのよ^ 50 ち 
ょつ と 偏見 的 だけど、 敵が 多そう な 雰囲気が したと も 言つ てた の。 彼女と 対立して いる 同 
性の グル 1 プ とか、 その 辺りに 鍵が ありそう ねぇ。 田 無さん、 最近 誰 tilf をした とか、 
何 か トラブルを 抱えて いると か 聞いて る？」 

「 /£ だ 力ら クラ スガ 違う からよ く 知らないつ てば あ^  •  .0」 

そうは 言いながら も。… おばさんの 話を 頭の 中に 全て 書き留めて いた。 

田 無と 敵対す る 何者かが 「お 骨サ マの 呪い」 を 利用して、 田 無に 仕返し？ する ことを 画 
策した。 そして その 人物は、 「お 骨 サ マの 呪い」 が 僕らの 作っ た 賽銭 目当てので っち 上げの 

怪談で ある ことを 看破し、 . 間接的に 働き かけて、 田 無に 「お 骨サ マの 呪い」 が 降り か 

方り、 ィジ メの スケ ー プゴ ー トに なる ように 仕 句け た…。 

ならば、 その 人物が 最近の 度を越え た 悪戯を 行なつ ている のだろう か。 

…レ やお 力し い。 そこまでの 実行力が あるなら ば、 そもそも 「お 骨サ マの W い 一なん 
て ものに 間接的に 働き かけたり なんかし ない。 五 万円 も 払わずに、 自力で 「呪い」 を 具現 
し、 田 無を スケ ープゴ ー トに できた はず だ。 

だからつ まり、 五 万円 もの 大金を 払う という ことは、 その 人物 自体には 何もで きなくて、 
僕らに/依頼" する 他、 攻撃す る 方法が なかつ たという 証 m と 見る こと もで きる…。 


そうすると、… 例えば、 誰も 触っ てない はずの カバンに 骨が 詰め込まれて いた 事件と か、 
入れる はずの ない 田 無の g 宅に 忍び込んで 田 無の 部屋に 骨を 撒き散らした 事件は、 誰が 起 
こした のかと いう ことになる。 

. 神頼みで 人を 呪う のに 五 万円 も 払うよう な 酔狂 だ。… 同じように お金を 誰かに 支 

払い、 田 無に 「お 骨サ マの 呪い」 を 下して くれと 依頼した…？ 

だが そんな ことが 現実に あり 得る だろう か。 

お金を もらつ て ィジ メに 加担す るなん て、 もし 先生に バレたら 相当に ヤバ いこと じ やな 
いだろう か。 この 時期に そんな ことに なれば、 内申書に 響かない わけがない。 (それを 言い 
出す と、 僕ら も 決して セーフ ティ ー な 立場では ない の だが…。) 

逆の 考え方を して みれば いい。 

クラスの 女子と かに そんな 話を 持ち かけられ、〃 何 万 か 報酬を 払う から、 クラスの 別の 女 
子の 家に 忍び込んで 骨を バラ 撒いて きて くれ" なんて 言われて 引き受ける ヤツが いる だろ 
うか？ 

. いる わけがない！ 

不法侵入なん て 犯罪 だ。 間違って バレたら 内申書 どころ じ やない、 即 逮捕で 人生は 台 無 
しだ。 

C くら 費 まれた って 断る し、 むしろ 多額の お金を チラつ かされた 方が、 かえって 胡散臭 
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くて 嫌になる。 . 男の センスから 考えて、 いくら お金を 積まれても、 引き受ける ヤツな 

どい ない の だ。 

じ や あ、 どういう ヤツなら ば、 鍵の 掛かっ た 田 無の 家に 忍び込んで 骨を バラ 撒ける のか、 
という 問題に 戻る。 

そして そいつは、 誰に も 悪戯を する 隙な どな かった はずの 田 無の カバンに、 誰の 目に 触 
れる こと もな く 「呪い」 を 下す ことに 成功して いるの だ。 

. 有り得ない。 そんな ことができる、 もしくは 引き受ける ヤツな どい る わけがない！ 

じ や あ、 誰に もで きないなら、 どうしてこう いう 事件が 田 無の 周りに 次々 に 起こ るんだ、 
という 話に 戻る。 

すると、 . 学校の 誰でもない、 だけど 学校に いる 誰かの 仕業と いう、 何が何だか わ 

からない 答えに 行き着く ので ある。 

学校の 誰でもない 何者かな ど、 学校 内に いる わけ もない。 . だが その 存在は、 有り得 

ない 「呪い」 を 次々 に 田 無に 下して いるの だ。 

…… そんなのは 人間の 仕業 じ やない。 

そう。 文字通り、 「お 骨サ マの 呪い」 以外に 有り得ない の だ …… ？ 

「田 無に 仮に 敵対す る グルー プが いたと して。 単に ィジ メが 目的な だけで、 空き巣の 真似 
事まで する かは 疑わしい と 思います。- 


「確かにね え。 悪戯に しては ちょっ と 度が過ぎる もんね え。」 

「じゃあ、 誰が 犯人なん でしょう。」 

r . さぁね え。」 

呪いなん て 信じる のは 未熟な 中学生 だから。… 大人の 優 花 おばさんなら、 きっと 冷静に 
「お 骨サ マの 呪い」 なんて 笑い飛ばして くれる に違いない。 そう 期待しての 問い掛けのは ず 
だっ た。 

「案外、 本当に 『お 骨サ マの 呪い』 なのか しら。」 

「えど 

僕が k っ 頓狂な 声を 上げる と、 おばさんは ケラケ ラと 笑う のだった。 

その 晚、 僕は 不安で 寝付けなかった。 

もう 「お 骨サ マの 呪い」 は 完全に 僕らの 手を 離れて いる。 

一人歩きして いる ばかり か、 巧みに 利用す る 者まで 現れて いるの だ。 しかも、 僕らは そ 
の片 棒を 担いで しまって いて 無関係では ない。 

…… でも、 だからと いって、 …… 僕たちが 何 か 犯罪行為に 加担した わけでは ない。 
今回の 田 無の _ 宅への 侵入 だって、 多分、 警察が ち ゃん と 捜査を すれば 犯人な どす ぐ 
わかる だろう し、 その 時間に 僕らは 空き巣な どで きな かった とはっ きり 証明で きる だろ 


ぅ。… アリバィは？ なんて 聞かれる と 一瞬 困る が、 田 無の 家に 行つ ていないのは 本当 
なので 問題ない。… といぅ か そもそも、 僕ら 三人は 田 無の 自宅の 場所な ど 知らないの 
だから。 

. ひよ つと すると、 イジ メに 悩む 田 無の 自作 自演 ではない かと も 疑つ た。 


学校の 先生に 相談しても 埒が あかない ので、 自宅に 骨を バラ 撒いて 不法侵入を 自作し、 
警察に イジ メ への 介入を 促そぅと した…。 

だが、 これは 多分 意味の ない こと だ。 

警察が ち ゃん と 指紋と かを 調べれば、 田 無の 自作 自演 などす ぐに 見破られて しまぅ に 違 
いない。 たとえ 不審 者の 指紋が 一切 出なくて、 犯人は 手袋を していた に違いない！ と 言 


■ .  こんせき 

い 張つ たと しても だ。 絶対に 何ら かの 痕跡は 残る。 それを 検出で きない ほど 警察は 無能 じ 


やない。 


田 無と いう 子は 少なくとも 頭が 悪そう には 見えな かつた。 自作 自演が バレない なんて 本 
気で 信じる ような 子には 見えな かつた。 


警察を 呼べば、 親 だって 学校 だって 巻き込む。 獄 M な ことには ならない。 

いや、 それすら も 覚悟で、 やがては 警察に バレる こと も 織り込み 済みで 警察を 呼んだ の 

だろう か？ そうする ことで、 学校 側に ィジ メの 実態を 訴えた かった とか . 。 

時計の 針が もう 深夜を 指す のに、 まだ 一 向に 眠くなら ない。 


業は その 晚、 いつ 眠っ たの かも わからない くらいに 長い間、 田 無を 中心に 渦巻く 「お 骨 
サ マの 呪い」 のこと で 頭を いっぱいに して 過ごす のだった。 

. 僕は 冷静に 考えて いるつ もりで 実際は、 「お 骨サ マの 呪い」 の 存在を 否定した がっ 

ている だけな のか もしれ ない。 

本当に 呪いが 存在して、 人間には 不可能な 悪戯を 成し遂げた という ことを 信じた くな く 
て、 誰かの 悪戯、 もしくは 田 無の 自作と 決め付けた がっ ている のではないだろう か。 

そうさ、 あの 呪いの 手紙 だって、 学校の 誰かが 書いた。 そいつは 紛れ もな く 人間 だ。 読 
んだ 僕ら も 人間で、 対象と なった 田 無 も 人間。 その後、 それに 便乗して 悪戯を 繰り返す 連 

中 もみん な 人間。 . 「お 骨サ マ」 が 割り込む 余地は ない。 

. いや、 . その 人間たち の 悪戯の 中に、 本当の 「お 骨サ マの 呪い」 が 混じっ ている 

のでは… という 話では なかっ たっけ…？ 

田 無の 家への 不法侵入は、 行き過ぎた 誰かの 悪戯 か、 ィジ メに 悩む 田 無の 自演 か、 . 

それとも、 . 本当に…？ 

心の中に 立ち込める 不安 感を 、僕は いつまでも 振り払えずに いるの だっ た…。 

月曜日の 朝、 体育館での 定例の 全校 集会。 

普段は 交 長 先生の 話が 終われば それで 終わる の だが、 今日は 終わらず、 生活指導の 先生 
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が 登壤 した。 

ぁる 生徒が、 「お 骨 サ マ」 に 呪われた と 称する、 fl^ 観な イジ メを 受けて いると 報告し、 こ 
のよう な ことに 加担す る 生徒は 直ちに やめる ようにと 言っ た。 

体育館 中が ざわざわと する。 田 無を 巡る 呪いの 話は、 すでに 学校 中で 知れ渡っ ている よ 

うだっ た。 いや、 呪いと い うよ り も、 呪いを 口実に した 執拗な イジ メが 有名に なって いた 
というの が 正しい。 

「 . ま / c r いてる のかよ。… しつこ 尚 r ぎる よな 〇  I 

「何 か 警察 も 捜査を 始めて るって 話 だ ぜ〇一 

「うん うん！ 俺 さ、 校門のと ころで 警察の 人に 事情 聞かれた よ！」 

「でも、 本当に 人の 仕業な の…？ 嘴 じ ゃ、 明らかに 人には 不可能な こと もぁ ったっ て 言 
うじ やない〇- 

この頃には、 「お 骨 サ マの 呪い」 がもう！！ 厳では 済まなく なりつつ ぁるのを、 博 之 も亨も 
感じ 始めて いるよう だっ た。 

ちょっ と議で 小遣い 稼ぎを しようと いう 震は、 今や 田 無と いう 女の子を 執拗に 苛め 

る イジ メの 代名詞と なり、 . しかも、 本当の 「呪い」 ではない かと 囁かれる よう 

なお かしな ことにまで なりつつ ある。 

次第に 僕らは、 意識して 「お 骨サ マ」 の 話を 避ける ようになっ ていっ」 こ。 


それでも、 クラスは 呪いの 話で 持ちきりで、 僕らが 「お 骨サ マ」 の 名を 一度 も 聞かずに 
尚 J ご 亡る 日は 一日たり ともな かつた… 

業ら は 今や どうす る こと も 出来ず、 そして この 先 どうなる のかを 予測す る こと も 出来ず、 
ただただ 日々 を 怠惰に 過ごす しかない。 

田 無への イジ メが 収まって くれれば、 少しは やりきれない 気持ち も 治まる のた が . 

田 無への イジ メは 一向に 止もうと はしない。 

苛められる 田 無 もます ます 過敏に なって ヒステリック になり、 近くに 居れば 誰で あって 
も 疑っ て かかっ たので、 同情 も 得られず、 それ も イジ メを 長期 化させる 理由の ひとつの よ 
うだっ た。 

すでに、 僕らが 呪いの 手紙を 受け取っ てから ーヶ月が 経とうと して レる。 

田 無への イジ メは 落ち着く どころ か、 ますます 性質が 悪くな つてい るら しい fc くと こ 
ろに よると、 髑髏の A 面を 被っ て、 田 無を 叩いて 逃げる というよ うな、 もはや 蠢 という 
よりは 暴力 的な こと も 起こつ ている らしい。 

学校側はその #° «" 、誰がやったのかと騒ぎ立てるが、犯人捜しなんて無駄なことだった。 

誰もが 犯人な の だ。 誰もが 少なからず この イジ メに 加担して いて スネ に傷を持 つ。 

仮に 特定の 件に ついて 特定の 犯人を 捕まえた としても、 それで 田 無の イジ メが 収まる こ 
とこ « なら aH  (だろう。 . 捕まつ た ヤツは ドジだ つた。 それだけ のこと だ 


本兰に日無を苛めている犯人はヽ…人ではなく環境なのだから。 

学 r 價が ィジ メは いけない と 言えば 言う ほど、 田 無 ィジ メには 反社会的な カタルシスが 
宿って いく。 

1 たちを 学歴社会の 被害者の ょうに 思う 中学 三年と いう 学年は、 誰もが 社会に 対す 

る 批判的な 考えを 抱き やすくな ってい る。 ：.：• それは 思春期 や 反抗期と いう、 微妙な 時 

期と 一致して いるせ いか もしれ ない。… こんな ナーバ スな 時期に、 将来の 進路を 選ばせ 

ると いう 無神経な 教育制度に 不満を 感じる の も、 きっと 思春期 や 反抗期の せいな の だ 
ろう…。 

犯人は 人では なく 環境 だと 自分で 言っ たが。 …… その 環境とは 「呪い」 とも 読み 解ける。 
「お 骨サ マ」 に〃 呪われた" この 環境 こそが 本当の 犯人な の だ。 つまり、 犯人は 「お 骨 
サ マ」、 だとい うこと。 実体が 存在 しないの だから、 捕まえられ ないし 消す こと もで— 

い。 

いない 存在が、 犯人 だなん て、 そん 農 鹿な 現象が あるの だろう か。 そして、 どう すれ 

ば ここまで 育っ てし まった 呪いを 打ち消せる のか。 . いくら 悩め ども、 何も 思い付 

きは しな かつた…。 

それでも 僕らは 恵まれて いるの だ。 心を 悩ませる 余裕が ある。 

今こう している 間に も、 田 無は きっと 何 かの 攻撃を 受けて いるの だから . 〇 


業たち はやが て 訪れる 日を 予想す る こと もで きず、 ただ 待つ ことし かしな かった ので あ 
る*:。 

11 故 か 事件 かそれ とも 果たして 

その 日は 早朝から ずっと 雨が 降っ ていた。 

こういう シ トシ ト とした 雨は 長い。 きっと 下校 時まで 晴れないだろう。 

昼休みに なっても 空には 重い i り 粒の雲 が 覆い、 朝から まるで 弱まらない 雨を ずっ と 降ら 
せて いた。 

もっ とも、 雨が 降っ ている から 教室 も 静か かとい うとそう でもない。  こぎ 

雨 だから 表に 行く 生徒が いない 分、 鳘は 晴れの日ょりも 大勢が いたから、 むしろ 賑ゃ 

かなく らい だっ た。 

もうす ぐ 昼休みの 終わりを 告げる チャ ィムが 鳴る…。 そんな 時間だった。 

急に 一部の 生徒が 騒ぎ 出し、 廊下に 駆け出して 行った ので ある。 

… 何事だろう？ 野次馬の 生徒が 後に 続く。 

「どうしたんだ ろ？」 
r . 行って みょう ぜ — 」 


僕ら も 廊下に 出て みる。 すると 他の クラスの 生徒たち もみん な 廊下に 出て きていて、 窓 
の i 刖に 集まって いた。 

何が 見える のだろう？ 人垣を 搔き 分け、 僕ら も 窓から 外を 覗き込む…。 

廊下の 窓は 学校の 裏側に 面して いた。 学校の 裏側には 焼却炉 や 体育 倉庫、 そして 取り壊 
しを 待つ 二階建ての プレハブ 校舎が あった。 

ずいぶん 昔に 学校で 工事の 都合が あって、 一部の クラスが 教室を 使えな くな ったた め、 
しばらくの 仮の 学び舎と して 建てられたら しい。 

工事が 終わった 後 も、 しばらくは 運動会 や 文化祭の 作り物が 置かれる 倉庫に なって いた 
が、 次の 夏休みに 撤去され る ことが 決まっ ている、 生徒な き 校舎だった。 

今では 立入禁止に なって いて、 外 階段 も 上って はいけ ない と ロー プが 張られて いる。 

その プレハブ 校舎の 前に、 雨に 濡れる の も 構わず、 四〜 五 人の 先生が 集まっ ていた。 . 

見る からに 普通の ムー ドでは ない。 何 か 大変な ことがあっ たの だ。 

「一体 何なん だ？ よく 見えね えよ…。」 

「木が 邪魔 だな！」 

先生たち は プレハブ 校舎の 裏に ある、 外 階段のと ころに 集まっ ている ようだった 。だが 
外 階段のと ころは 木立が 邪魔で、 よく 見えなかった。 

体育 教師が こちら 側に 怒鳴っ ている。… 教室に 戻りなさい と 言っ ている よう r 匸。 
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何が E こった のか、 さっぱりわからない。 どぅも、 フレハ フ校舎 の 裏の 二階へ 上 力る 
外 階段の 辺りで 何 かあったら しいの だが …… 。 

やがて、 廊下に 学年 主任の 先生の 大声が 響き渡った。 

「窓を閉めて全員、教室に戻れええええッ !!! 」 

「「セン セー セン セ In 何が あった んで すか 1 !? 」」 

「ほら！ いいから 教室に 戻る”" ほら ッ 、とっと と 戻れえ えええ H」 

結局、 僕らは 何が 何やら わからない 内に、 廊下から 追い出され 教室に 戻る しかな かった。 

「… 何が あった んだ ょ？ 事故？ 怪我？」 

「プレハブ 校舎の 外 階段の あたりで 何 かあった みたいだ な。」 

「そんなの 見り ゃわ かるょ！  くそ、 木が 邪魔 だ ぜ…。 」 

やがて 教室が 再び ざわめき 出す。 . 今度は 何 だ？ 校庭 側に 面する 窓に 生徒たち が 集 

まる。 

雨な ので 音が 聞こえなかった のだろぅ。 いつの 間に か 救急車が やってきて いて、 校門の 

前に 停まっ た。  J 
それを 他の 学年の 先生と 教頭が 迎え、 __ 木を 運ぶ 救急 隊員たち と 一緒に 学校の 裏側へ と 

回っ ていった。 

「陸 我？ 大 怪我な のか？」 
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「プレハブ 校舎の 外 階段で、 雨で 滑って 転げ落ちて、 骨折で もした って 噂が 出て るな… 0 」 
信憑性の 薄い 話では あった が、 状況から 考えて もっともらしい 推測だった。 

その 時、 教室の 扉が スス スッと 開いた ので、 先生が 来た ものと 思い、 クラス 中が 一瞬 静 

まりかえ った。 . だが、 それは 他の クラスに 出掛けて いた 生徒が 戻っ てきた だけだった 

ので、 すぐに ざわめきが 戻った。 

その 生徒が、 友人たち に 何やら ボソ ポソと 話を すると どよめきが 起こっ た。 その どよめ 
きは すぐに 教室 全体に 広がって いく…。 
r . 何、 どぅしたの？」 

「どぅも 事故っ たのは B 組の 女らしい よ - あいつら しい！ …あ いつ！ 一 

僕らの 中で、 B 組の 女子で 知っ ている 名と いえば ひとつし かない。 

昼休みが 終わり、 いつ 先生が やってきても おかしくない 時間な の だ。 生徒は 全員 着席し 
ている。 だから、 事故を 起こした 生徒の 席は ぽっか り 空いて いるは ずな の だ。 だから その 
生徒の 名前は すぐに 知れ渡る。 

「嘘、 …… マジ かよ…”：」 

「マジ も大 マジ だよ！  B 組 じ ゃ 大騒ぎに なって るぜ n」 

事故を 起こした 生徒は、 田 無 美 代 子だった。 

田 無が 「お 骨サ マの 呪い」 と 称する 執拗な 姿な き ィジ メに 遭っ ていた ことは、 もちろん 
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うちの クラスの 誰もが 知っていた。 

だから、 この 田 無の 事故 も、 ひょっとして 「お 骨サ マの 呪い」 なのか . 、と 誰もが 囁 

いていた。 

やがて 午後 最初の 授業の 先生が やって来る。 

普段 やって来る 時間より ずっと 遅い。 緊急の 職員会議が あった に違いない。 

「セン セー、 事故 か 何 か あった んで すか 一?」 

誰かが 質問す る。 先生は 慎重に 言葉を 選ぶ ようにしながら 言った。 

「昼休みに 事故が あった ようです。」 

「誰が !? 」 「事故って 何です か !? "」 「死んだ の !? 」 
r ぎ 早に 質問が 相次ぐ。 

「三年 生の 女子 だそう です 。プレハブ 校舎の 階段から 落ちて 大 怪我を したと 聞いて います。 
いいです か 皆さん！ プレハブ 校舎は 立入禁止に なって います！ 外 階段 も 上って はいけ 
ません と 札と ロー プが 張って あるは ずです。 ルー ルは 必ず 守り ましょう！」 

田 無が、 立入禁止の プレハブ 校舎の 外 階段を 上り、 転落した のは 間違いない よう だっ た。 
クラス 内の ざわめきが 再び 大きくなる。 それを 静かに しようと 先生 も 大声を 上げる ので、 
さらにうる さくなる の だつ た…。 

午後 最初の 授業が 終わる と、 休み 時間の 間に 他の クラスとの 情報の やり取りが 盛んに 行 
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なわれ ていた。 

そして、 田 無が どういう 経緯で 事故を 起こした のかが おぼろげながら 見えて くる。 

田 無は 給食を 終えた 後、 雨が 降っ ている にもかかわらず 表へ 出て、 裏の プレハブ 校舎に 
向かっ た。 

そして、 外 階段から 二階の 踊り場へ 上り、 そこから 落ちて、 あるいは 転げ落ちて 大怪突 
をした というの だ。 

ここで 二 説に わかれる 。二階の 踊り場から 直接 落ちた という 説と、 階段から 転げ落ちた 

という 説 だ どちらに せよ、 救急車まで 来て いた 様子 だと、 軽い 怪我では 済んで いないら 
しかった。  、 

「 . どういう こと だろ…？  I 

「だから …… 事故 だろ？ 雨で 滑り やすくな ってた って ことじ やねえ の…？」 

「いや、 そうじ やなくて。 …… 田 無って 自分の 席に 悪戯され たくない から、 自分の 席を 極 
力 離れたくない ヤツ だっ たんで しよ？ それが どうして わざわざ この 雨の 中、 プレハブ 交 
舎なん かに？」 

「… そう 言えば . 確かに おかしい よな… 0 」 

プレハブ 校舎には 全て 鍵が 掛かって いるから、 生徒は 中には 入れない。 だから、 雨宿り 
をす る ことな どで きな ハ。 


それは 外 階段 も 同じで、 階段の 裏側で あっても 滴り落ちる 雨水から 逃れる ことは できな 
い。 まして や、 階段を 上っ たら 文字通り 雨 ざら しなの だ。 

誰も 近寄らぬ 雨の 日の プレハブ 校舎に 一人、 外 階段を 上る…。 

シチ ユエー シ ョンと しては 明らかに 不自然だった。 …… 田 無が 雨が 好きで、 雨が 降る 昼 
休みには 必ず ここに 来て 雨に 打たれる のを 楽しんで いた… という 話が あるなら ともかく 
そんな 話は 誰も 聞いた ことがない。 明らかに 不自然 だっ た。 

一番 簡単に 思いつく のは、 . 誰かに 呼び出されて そこに 行った、 という こと だろ 

50 

だが、 こんな 雨の 日に、 わざわざ 雨に 濡れる プレハブ 校舎な どに 呼びつ ける だろう 力？ 

おかしい おかしい。… シチユ エーシ ョンが 不自然す ぎる . 。 

その 時、 教室が また ざわめいた。 校庭 側の 窓 だ。 

見れば 校門のと ころに 回転 灯を 占、- けない パトヵ— が 来て いて、 雨が っばの 警官が 三人 ほ 

ど 校庭を 駆けて 行く ところ だっ た . 。 

「え、 . 巧、 どういう こと !? 事故 じ やなくて… 事件つ てこと？」 

「いや、 まだそうと 決まっ たわけ じ やない ょ。 警察が 検分に 来た だけ だょ。 事故 か 事件 か 
の 判別を つける ためにね。」 

「そう 卜？  r こって 去年、 一年が 階段から 転げ落ちて 複雑骨折した 時、 警察なん てこな か 
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r . . 」 

優 花 おばさんから ある 程度の 話を 聞いて いた 僕には、 少し 察しが ついていた。 

田 紐 分が ィジ メを 執拗に 受けて いる 件を 警察に 相談して いた。 …… また、 それより 

以前に 遡り、 あの 黒板 落書き 事件の 時に も 学校から 警察に 通報は 一 了って いる。 

つまり 警察は、 田 無の 転落 事故が、 「お 骨 サ マの 呪い」 に 名を 借りた 事件の 可能性を 拭え 
ない と 判断した のだろう。 

. 単なる 学校の 七不思議の 八つ 目 程度 だっ た 「お 骨 サ マの 呪い」 は、 とうとう 警察 

沙汰にまで 成長し、 . その 呪いで 生徒の 一人に 救急車が 呼ばれる ほどの 大 怪我を させた 

ので ある.：。 

博 之 や亨を 見る。 . 普段、 おしやべ りが 大好きな はずの 二人が、 みんなの 11 is? から 

距離を 置く ように 口を 閉ざして いた。… それを 見て、 きつと この 二人 も 僕と 同じ 胸中に 違 
いないと 確信す る。 

今度は、 コー ラの 空き瓶の 喩え 話より、 僕が した齡 え 話の 方が 合って いる。 

面白半分で 育てた 子ヮ ニを 放したら、… いつの 間に かどん どん 成長し、 ついに 人を 襲う 
ようにまで なつて しまつた . 〇 

僕らは 今 さらの ように、 「お 骨サ マ」 という 祟り 神を 放っ てし まった 責任を 感じ 始めて い 


田 無は 無事な のか…？ そもそも 田 無に 何が あつたの か…？ いや、… 田 無 一人の 犠牲 
で 済む のか…？ 

「お 骨サ マ」 を 生み出して 以来、… 僕が してきた 不吉な 予想は 常に 当たり 続けて きた。 …… 
なら、 今 感じて いる 不吉な 予想 も、 必ず 当たる。 絶対に 当たる。 

いつの 間に か 教室は 静まり、 先生が 教科書を 朗読す る 声と 静かな 雨の 音し か 聞こえな く 

なつて いた…。 

圏 島 優 花 刑事 

職員室は ガランと していた。 

優 i 匕は、 すみ ませ〜 んと 大きい 声を 上げながら 引き戸を ガンガンと ノックす る。 

すると 校長室に 齡がる 扉が 開き、 校長が 顔を 覗かせた。 

「ハィ。 どちら 様で しょぅ か。」 

「すみません、 私、 鹿 骨 署の宮 島と 申します。」 

警察手帳を 見せる と、 校長は すぐに 状況を 理解し、 校舎 裏の プレハブ 校舎へ 案内して く 
れた。 


プレハブ 校舎の 前には 教師たち 数人と 警官が 五 人 ほどいた 0 


教頭が 気付き、 優 花に 挨 1 する。 

「どぅも お疲れ様です。 鹿 骨 署の宮 島と 申します。 この 変は どぅも 大変でした 10 」 

めん く 

「いや . ははは、 . 面目ないです。」 


教頭は 自分に どういう 責任が 及ぶ かを 考える と、 居ても 立っても いられない ようだった 

う」 よず  'よ 

優 花が 警官たち に 頭を 下げる と、 警官たち も ^ き、 優 花を 外階設 の 上へ ^ ， った。 

おど 

「外 階段 二階の 踊り場から 転落した と 思われます 0 」 


「事故 だと 思う？」 

「少し 難しいで すね…。 . 少女は ここから そちら 側へ 転落し ました 0 」 

警官は、 階段を 上った 突き当たりの 柵を 指し示す。 

「私 ゃ 階段から 転げ落ちた かと 思って たよ一。 違 うんだ？ 珊則 なんだ？  I 
「はい。 で、 下に 落ちて…。」 

柵 側から 下を 見下ろす。 そこは 園芸 部 か 何 かの 小 菜園に なって いるよう だった。 

「へ — 。下は 畑 か ぁ。 地面は 柔らかめ だね。 じゃあ 何、 案外、 不幸 中の 幸いで 軽傷？」 
「いえ、 それが . 0 」 

優 花たち は 階段を 降り、 田 無 美 代 子が 転落した 菜園に やってきた。 

耕して あるから 土が 柔らかい。 しかも この 雨で ぬか るんで いて、 地面が Ift4 を 呑み込む 


まるで 池 か 沼の ほとりで 遊んで いるよう な 錯覚を 感じさせた。 

… そこには、 田 無が 転落した 時に できた 穴が 残され、 少し 歪な 形が どういう 姿で 横たわ 
っていた かを 想像 させた。 

その 歪な 穴には 雨水が ®^ まり、 水 溜まりを 作って いた。 雨粒が 幾重 もの 波紋を 水 溜まり 

% 

に 作り、 可 か 不安な 気持ちを aA き 立てる ような 図形を 描き 続ける のだった。 

「…何 だい、 これは？」 

その 水 溜まりの 脇に、 小さな 園芸 用の シャベルが 転がって いた。 

「この シャベルが、 どういう わけ か 先端 部分を 突き出す 形で 埋まって いまして。 . 転落 

時に その 先端で ココを やった ようで . 。」 

警官が 自分の 首の 後ろを、 トン トンと 叩く。 

「そっか ぁぁ . 。 ® t Mr はまず いな ぁ…。 で、 その子は 無事な の？」 

「いえ、 意識不明です 。救急 隊員の 所見では、 このまま 意識が 戻らない と、 だいぶ 長引く 
危険性 も あると . 。」 

「それは 気の毒 だな ぁ …… 。この シャベルは 学校の もの？」 

聞く 必要 もなかっ た。 握り 手の 部分に 園芸 部と マジックで 書かれて いたから だ。 

「 . シャベルが 埋まって いた こと _体 は 不幸な 偶然の 可能性が高いです が、 少女の 転落 

理由が 偶然とは 言い切れません。」 


I そうだね え。 今日は 朝から こんな 雨 だ もんね え。… わざわざ この 雨の 中に こんな ひと 気 
のない ところに 来る もんだろう かねえ^:? 

「… 考えに くいです。 孤独を 愛した、 とか… 0 」 

「くっくっく、 今時、 そんな 純文学 少女なん ている のかね え。」 

純文学 少女と いう 言葉の 対 極に 位置す るだろう 優 花は、 くす くす と 笑う。 

「何 かさ、 ここ。 秘密の 呼び出しと かに ぴったり っぽい 雰囲気ない？ ほら、 よく 不良の 
呼び出しと かで 体育館 裏に 来い とか、 そういうの あるで しよ。 この 学校では それが ここに 
当たる って ことは ないかね え？ ほら、 ちよう どこの 階段の 場所は 木立が よく 勤って、 ぴ 
ったり と 校舎の 一階から 三階までの 窓を 見えな くして いる。 どうです か 教頭 先生。 例え f 

この 場所で よく 煙草の 吸殼が 見付かった とか、 生徒が 溜まり場に していた とか、 そういう 
話はありません か？」 

「い、 いえ。 . そういう 話は 聞いて おりません 0 」 

「失礼です が 教頭 先生、 こちらの 学校に 来られて 何年です？」 

「あ、 いえ . 去年 来た ばかりでして、 まだ 校内の ことが よく わからず… 0 」 

r だと 思っ た。 他の 先生に 聞き ましよう 〇一 
優 花は 踵を 返す と 他の 教師たち に 話しかけて 回っ た。 

教頭が 新米 だと 何を 基準に 見抜けた のか わからず、 警官が 驚いて 聞く。 
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「よ、 よく 教頭が 新米 だって わかりました ね？」 

「か〜 ん たんに わか るよ。 震っ てのは ね、 学校に 一番 詳し いんだよ 霊。 g 信満 々で 当 
たり 前な の。 それ S 気っ てことは 大抵、 転任した ての？？ って こと だね え！」 
警は優 花の 眼力に ちよっ と疆 していた。 だが 当の 優 花は 構わず、 長く いる 教師を 見 
つけて 同じ 質問を ぶつけて いた。 

「すみません、 先生。 ここが 生徒の 溜まり場に なって いたと かそうい う 話は？」 

「… いえ、— ません。 どちら かとい うと 不良 連中は、 体育館の 裏な どを 溜まり場 にして 

いるよう てす。」 

「この 場所が 生徒に とって 特別な 意味を 持つ という ことは？」 

「ん 〜〜 、例えば、 生徒 間に^^る ジンクスと かです。 この 場所で 異性に 告白す ると 両想 
いに なれる とか、 この 場所には 靈が 出る とか 出ない とか。 生徒の 間 だけで 通用す る 霞 

みたい な ものです ねえ。」 

「 …… 深夜、 誰もい ない プレハブ 校舎に m りが *0 いて、 蠢が 歩き回る というよ うな 七不 

思議が あったと 思います。」 

「さぁ、 多分、 デマで しよう。 あるいは 中に 入っ た 教師が 持つ 懐中電灯の 灯りを 見て 生 


徒の »(t かがそう 吹聴した のか も。 プレハブには もう 電気が 来て な いんです 0 」 

「なるほどね。 おあつらえ 向きの オバケ 校舎って わけ だ。 ガラス やぎ 船 P 破られて、 中に 
侵入され たことは？」 

「な 力っ たとは 言えません が、 少なく ともこの 二〜 三年の 間には ない はずです 。一 
「少女が この 雨の 中、 昼休みに わざわざ ここへ 来る 理由が 思いつきます？」 

「いえ、 . さっぱり。」 

「だよ な ぁ。 . だろう な ぁ . 。」 

優 花は ぶつぶつと 眩きながら 再び 階段を 上り、 田 無が 転落した 踊り場に 立った。 

_ …… 学校の 階段に しちや 危ない よねえ。 この 柵、 簡単に 越えられち やう じ やない の？ 悪 
意の ある ヤツが 突き落とそうと したら、 できない ことじ やな ( Q え 0 」 

「です よね。… 学校 側 も 危ない ことは 知っ ていて、 ここに 上らない よう、 ロー プで ぐるぐ 
る卷 きにして 立入禁止の 札を 張っ ていたそう です。 ただし、 事故 当時は 何者かの 手に よっ 
て ロー プは 解かれて いました。 昨日の 見回りの 時点では 異状なかった そうな ので、 恐らく 
事故 当時に 解かれた ものと 推定し ます。」 

「雨の 中、 片手に 傘を 持っ てたら ロー プは 解けない よね？  ロー プを 解く ためには 両手を 
使う。 ：：： ずいぶん 濡れる ねぇ？ 今日は 朝から ずっ とこん な 雨なん だから、 口 1 プを解 
いた 本人は 相当 濡れた はず。 田 無の 事故 後、 雨に 濡れた 子が いなかった か 捜して みよう か。 


: .まぁ 絶対に 濡れた 保証 もない けどね。 犯人が 複数 だっ たら 必ず 濡れる とは 限らない しね 

え。」 

「わかりました。 聞き込んで みます。」 

「あと、 この 雨の 中、 それだけの 手間を 掛けて でも 田 無は 二階 踊り場へ 上がりたかった っ 
てこと だね。 田 無が 上りた かった のか、 田 無を 呼んだ ヤツが 上りた かった のかは わからな 
いけれ ど。」 

「 . 初めから 突き落とす つもりで 呼んだ のでし ょうか。」 

「う〜〜 ん 、この 外 階段っての はいい 感じに 死角なん だよ ねぇ。 木立が 茂って て、 校舎の 
どの 窓から もこ こを 見る ことができない。 そこが ポィント だよ。」 

「校内の 死角と 知っ ていて、 初めから 突き落とす つもりで ここへ 呼び出した…？」 

「さらに 興味深い のは、 学校の 窓は 全て 木の 関係で 見えない けれど、 屋上は 見えて いる 点 
なんだ よねぇ。」 

「という ことは、 屋上で バレ ー ボ ー ルと かやつ てた 生徒からは ここが 見えた かも…！ ひ 
よっ として 目撃者が いる 可能性 も？」 

「馬鹿 だね 君。 だから 今日なん だよ。 この ザ丨ザ 1 降りの 中、 屋上に 出る 生徒が いると 田 心 
う？  いないに 決まつ てるじ ゃない の。 だから 今日なん だよ。」 

「と C うことは… 宮島 刑事。 …… これは 事件で、 犯人は、 雨の 日に ここが 死角になる こと 
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を 知つ て、 少女を ここに ® I1 き 出した と？」 

「うん。 私 ゃそう 見る ねえ。 いくら 柵が チャ チ だからっ て、 落ちる かい 普通。 一 
r … 偶然、 綺麗な 感じで 滑って、 柵の 下を するりと 抜けた とか 0 」 

「少女の 落下 地点の 穴、 この 縁から 多分、 二 m ちょっ と 以上は あるん じ ゃない の？ 滑っ 

てす るりと 落つ こちたなら そこまでは 行かない と 思う ねえ。 それにそう いう 落ち 方を した 

ら 、縁で 擦って 目立つ 外傷を 残す はずで しょ？ そういうの が あるとは 聞いて ない え 0 

あとで 病院に 行って 先生に 聞いて みよう。 …… 被害者が 意識不明っての はついて ない な 

あ f  • 」 

「とうし ましよう^ :  〇  | 

警官が 情けない 声を あげる と、 優 花が その 背中を バシ ーンと 叩いた 。そして ニヤつ と 笑 
って 言う。 

「どうにかす るの が 警察 だよ 君。 情けない ことを 言うな〜！ 確か、 少女は 別 牛で 署に相 
談が 来て いたは ず だね。 学校で ィジ メに 遭っ ている というよ うな 話が あったは ず。 その ラ 
ィンで 家族に も 話を 聞いて みよう。 それから 校内の 彼女の 状況に ついても 聞き込みが いる 

ね。 昼休みに 雨に 濡れた 生徒が いない かの 聞き込みを よろしく . . 学校と いう 痒 別な 

環境 だから 制服 警官が うろうろっ てわけに もい かない か。 注意しながら やろう。 私の 見た 
ところ じゃこの 事件は 多分、 校内の 人間関係に よる ものだね 。動機 も 犯人 も 全て この 敷地 


131 


の 中に 納まつ ている と 思つ てる。 よし、 手分けして 始めよう！」 
憂 花が パ ーンと 手を 打つ と、 警官たち が 皆、 頷く のだった…。 


集中治療室の 入口 脇に 患者の 名前の 入った 札が 掲 出されて いた。 

「 . 田 無 美 代 子。 . あ、 すみません 〜！ どうも、 警察の 者です。 鹿 骨 署の宮 

島と 申します 〇」 

田 無は 面会謝絶で 会ぇなかった。 もっとも 意識は 戻って いないそう なので、 会っても 何 
も 聞ける ことは ない の だが…。 

廊下の 向こうの ソファ 1 でさ めざめと 泣く 中年 女性が、 田 無 美 代 子の 母親 だと 教ぇられ 

た。  なげ 

優 花が 母親に 挨拶を すると、 警察が 出て 来る ょうな 事態に なった ことを 嘆き、 一度は 警 
察に 震しながら なぜ 今日の 麗が 防げな かった のかと、 一層 深く 嘆く の だっ た。 

優 i 匕は 母親を 少しずつな だめ、 落ち着きを 取り戻させる…。 

「… 刑事さん…。 やっぱり 美 代 子は 誰かに 突き落とされたん です か？ 誰なん です！  _ 

が こんな 酷い ことを . n」 

「まだ 事件と 決まっ たわけではありません ょ…。」 

「あんな 雨の 中、 ひと 気のない 立入禁止の プレハブ 校舎なん かに 一人で 行く わけがない じ 
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ゃないで すか ッ n」 

「そうです ね、 まったく その 通りです。 事件の 可能性 も 否定で きません。 どうして このよ 
うな ことにな ったの か、 必ず 警察が 解明し ますので、 どうか お母さん 。美 代 子さん のた め 
だと 思っ て、 どうか ご協力を よろしく お願いいた します。」 

「…美 代 子は . 学校で イジ メに 遭って いたんです…。 それは 警察に も ご 相談して いるは 

ずです よね !? 酷い…、 人の 自宅に 忍び込んで 美 代 子の 部屋に 汚い 骨を バラ， くなんて…〃" 
他に も 学校で もたく さん あると いう じ やないです か…”；」 

「お母さん。 美 代 子さん が、 誰に 苛められて いると か、 何 か 交友関係で トラブルが あった 
とか、 そういう 話を 聞いた ことはありませんでした か？」 

「 . クラスに 仲の 良くない 人たち がいる というよ うな 話を していた と 思います…。 でも 

美 代 子は 苛められる ような 非の ある ことは しない 子だった んで すよ n: 也の 子より ちよっ 
と 口数が 足らない だけで、 小学校の 時から なぜか イジ メが 絶えなくて…！」 

やはり 学校の 交友関係が 鍵になる…。 

そして、 以前の 自宅に 入られて 骨を バラ 撒かれた という 事件の 時の 調書から も、 田 無 美 
代 子が 「骨」 をキ ー ヮー ドに した イジ メを 受けて いた ことは 明白だった。 

. 同じ 中学校に 通う、 甥の 友宏 くんから 何度も 聞かされて いる 「お 骨サ マの 呪い」 の 


「お 骨 サ マの 呪い」 と 称する、 ちよつ とした 悪戯め いた ものが 学校で 流行つ ている のは 矢 
つていた。 

でも 私は それを、 目標を 特定し ない タィプの ストレス 発散 型 だと 断じていた。 

ストレス 発散 型の ィジ メは 、例えば 授業中に、 後ろから 消しゴムの 欠片を 投げる ような 
他愛 もない 悪戯は する が、 相手を 呼び出して 突き落とす ような、 リスクの ある ことは 絶対 
に 嫌う 〇  ® が あり、 自分に 何の リスク も 及ばない からこ そ、 気軽に スケ ー プゴ ー ト を、 
ちよつ かいを 出す 感覚で 苛められ るの だ。 

今回の 田 無 美 代 子の 転落 事故が、 もし 事件 だとす るなら、… それは 「お 骨サ マの 呪い」 
という ゲ ー ム 感覚の ィジメ とは 少し 違う 気がする。 

- . . . T—  I  1—  1—  」 

優 花の 頭の 中を いくつもの 断片が 駆け巡り、 なかなか 形作ろうと はして くれな かつた 


雨は まだ 止みそう にない。 このまま 今日は 暗くなる のだろう。 

「警察の 宮島 さんは いらつ しやい ます か〜〜〜？」 

「あ、 は 丄！」 

だいぶ 待たされた 後、 ようやく 診察した 医師が 会って くれた。 

「では、 転落した 時の 傷 以外に 不審な 外傷は なかっ たという のです ね？」 
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認められませんでした。」 

「少女は 運ばれて きた 時、 泥 まみれだった と 思う のです が、 何 か 先生、 気になる ことは あ 
りませんでした か？」 

「いいえ、 特には。 争った ような 形跡 等、 そういう 着衣の 乱れはありませんでした し。 * 
ていた 服に も 特に 不審な 傷な どは なかっ たと 思います。 1 

「少女は 今、 病院の 寝巻きです よね？ 脱がせた 服は 院内です か？  1 
「だと 思います。 あとで 確認して みて ください。 I 
田 無の 着て いた 服は、 すでに 鑑識が 回収して いた。 

「どう？ 何 か 不審な 点は 出ました一？  1 
係員は 無言で 首を 振った。 

「雨の 中です からね。 びし よ 濡れの 泥 まみれ。 取っ 組み合い をした 形跡は 認められな いと 
言えば 認められない のです が…。」 

「つまり、 何も 手掛かりな しって こと だね 0 」 

「申し訳ないです…。」 

「靴の 裏は どう？ 付着した 泥と かから 何 かわからない かな ぁ！」 

「やって ます。 何 かわかっ たら 知らせます 0 」 


そうそう 都合よ く 手掛かりが 見付かる なんて 甘えた つもりはなかった ので、 優 花は 期待 

しないで 待っ てるよと 言い、 その 場を 後に した。 

「 . な _ んにも 手掛かりは なし か。 もし このまま 田 無がず っと 意識が 戻らな かったら、 

嫌 ぁな ヤマ になり そうだな ぁ . 。」 

優 花は ヵップ コ ー ヒ ー の 自販機の 前で、 砂糖を 入れる か 少し 迷っ た 後、 ブラックを 選び、 
一向に 止もうと しない 雨を 見ながら コーヒ ー を 啜っ た。 

手掛かりがない のは それだけでは ない。 優 花が 齡んだ 、昼休みに 雨で 濡れた 生徒 もまっ 
たく 見付からな かった。 

学校では、 生徒たち の 間で も 犯人 捜しが 流行って いるら しく、 雨の 屋外で 事件が あった 
の だから、 犯人は きっと ズブ 濡れに 違いない という 推論には とっく に 達して いた？ 

その上で、 生徒 間で 昼休みに ズブ 濡れに なった 生徒は いなかった か 捜されて いたが、 そ 
ういう 人物は 生徒たち の 間で もまった く摑 めて はいなかった。 

…… そり やそう だよ な。 これが 事件なら、 明らかに 計画的 だ。 濡れる ことは 朝から 予想 
がつ いている。 ぁ於が 濡れても いい 格好で 田 無を 突き落とし、 どこかで 着替えて 髪 も 拭いて、 

涼しい顔 をして 教室に 戻っ たと か。 

. それより 、ずっと 気になっ ていた ことが 一点 あった。 

それは 田 無が 転落した 踊り場の 高さで ある。 
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二階と いう 高さは 非常に 微妙 だつ た。 突き落として 絶対に 死ぬ とは 言い切れない 程度の 
高さ だ。 

明白な 馨が あるなら、 二階の 踊り場から 突き落とす というのは 今 ひとつ ピンと 来ない。 
刃物を 用意して ぶつす り やる 方が 確実 だし 信頼で きる。 

今回 ほ また ま 偶然、 落下 地点に シャ ベルが 埋まっ ていたた め、 田 無は 贏 不明と いう 
重体に 陥つ たが、 シャ ベルがなければ、 軽んじれ ない 怪我は した かもしれ ない が、 少なく 
とも 命に 別状は なかつ たはず だ。 

そうたつたなら、 田 無は 誰の 犯行 かすぐ に 証言で きる。 犯人は おい それと 逃げ切れない 
はず だ。  、 

. 明確な 殺意が 犯人に あつた わけでは ない…？ 

ちょつ とした 喧嘩 か 何 かが あつて、 取つ 組み合いを している 最中に 田 無は！! まつて 転落。 

ぴくりと も 動かない 田 無を 見て、 犯人は 怖くな つて 逃走 . 。 

… 一番、 有り得る 線に 思えた。 

殺意な き 犯行。 犯人には 殺す 気は なかつ た。 . 結果 的に 田 無は蠢 不明と なり、 そい 

つは ラ ッキ I だと 思つ ている に違いない。 •••いや、 最近の 子は そこまで 図太くな いな 。 い 
つ田無の豪が戻り自分が *? ||されるかわからないと怯えているのだろうか。 

だが、中学生という微妙な « 代だ。 
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頭は 子どもな のに、 人生の 最初に して 大きな 岐路に 立たされて いる。 

内申書 一枚で 人生の 勝ち負けを 決められ かねない 立場の 彼らが、 @ 分から @首 などす る 
わけが &  C。 … あわよ くば 逃げ切ろうと だんまりを 決め込む に 違いな 力っ た 
…… 田 無の 意識が 戻れば いいの だが。 

G. 人が 誰であろう と、 動機が 何であろう と。 . 後味の 悪い 事件になる だろう なと 優 花 

は 思って いた。 

… 気付けば、 いつの 間に か 手の 中の コーヒ ー はすっ かり 冷めて いた。 

[1 花の 電話 

「友宏 - n: 電話よ！  n」 

「あ - い！ 誰から？」 

「優 花 おばさんから。」 

意外な 人からの 電話に ちよっ と 驚いた。 時計を 見る と、 もう 夜の 九 時を 過ぎて いる。 . 

何だか 胸騒ぎの する 電話だった。 

だが、 電話の 向こうから 聞こえる おばさんの 声は、 いつもと 変わらぬ 元気な もので、 少 
しほつ とした。 
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r ごめんね〜 こんな 時間に！ 勉強中 だっ た？」^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 
「あ、 い、 いえ…。 あはは は。」 

勉強中でした と スラ スラと 嘘が つければ いいの だが…。 嘘の 小さ さと 度胸の 小さ さが 清 
けない。 

「それより どうしたんで すか？」 

「うん。 ちょっとね、 友宏 くんに 例の件で お 話が 聞きたくて。」 

. 例の件と いう 言い方に どきりと する。… 田 無の 事件の ことに 違いな かっと。 

- まま、 まさか おばさんは… 僕が 犯人 だって 疑っ てるん じ や あ… !? 」 

| わっ はっは っは！ そうな の？ そうなら 友宏 くんを 今から 逮捕に 行かない とな ぁ - 

そういう 話 じ やない の。 田 無 美 代 子さん のこと、 もうち よっ と 詳しく 聞かせて ほしいの 0 」 
「えっと . 、前に も 言っ た 通り、 僕は クラスが 違う から… 0 」 

「うん、 それは 聞いた。 でも 確か、 友宏 くんの 話に よると、 田 無 美 代 子は 『お 骨サ マ』 に 
呪われて いると、 もっぱらの 噂だった んだ よね？ 違う クラスの 友宏 くんの 耳に 入る くら 

いに。」 

I う、 うん。… そうです n … 〇」 

「同じ 学年の 同じ年の 生徒と して、 友宏 くんは どう 思う？」 

「どう 思う って 言う と . ？」 


「クラスの 噂と か 何でもい いから 聞かせて くれない かな。 おばさんの ことを クラ スメ ー ト 
だと 思って くれてい いからさ。 今、 学校で 出て いる 話題に ついて 何でもい いから 聞かせて 
ほしいな あ。」 

「 . ん んん。 . 『お 骨サ マの 呪い』 にか こつけ て、 みんなが 田 無を 苛めて いたと 

思います…。」 

「その ィジ メの 内容と いうのは、 机の 中 や ヵバンの 中に 鶏肉の 骨を 放り込まれたり、 骨 骨 
骨って 落書きを されたり ってい うやつ だね。」 

「…はい。」 

「その 『お 骨サ マの 呪い』 というのは、 いつ 頃から 出て きたの？ ブ ー ムに なった のは こ 
こ 最近みたい だけど、 その 前から ずっと 存在 だけは あったの かな あ？」 

「い、 いえ、 なかっ たと 思います。 本当に ここ 最近の こと だと 思います。」  、 
「やっぱり それは、 例の 黒板に 骨って いう 字が いっぱい 落書きされ た あの 事件が 切っ掛け 

なのかな あ？」 

「 . ん、 . 多分、 そうじ やない かと。」 

多分、 そうじ やない かど ころ か。 そうする ためにした 落書き だっ たじ やない か…。 
r . ふうむ …… 。」 

受話器を 肩で 挟みながら、 腕組みを している 様子が 容易に うかがえる 声だった。 
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おばさんは しばらくの 間、 次に 何を 聞くべき か 悩み、 隐 っていた。 

その 間が 何だか、 . 本当は 僕が 犯人 だと 疑って いて、 自白す るのを 待って いるよう に 

感じられた。 …… そんなは ずは ない …… 〇 だって 僕らは、 田 無の 事件には 何の 関与 もして 
いない . 〇 

「あの、 . 優 花 おばさんは 今回の こと、 どう 見て るんで すか…？ 事故の わけな いんで 

すよ ね？ やっぱり、… これは 事件？ 誰かが 『お 骨サ マの 呪い』 という ことにして 突き 
落とした…？」 

「まぁ、 まだそう だと 決まっ たわけ じ ゃない けどね 一。 その 可能性は もちろん 否定で きな 

いよ L_° 

「現場検証と かで 手掛かりと か、 そういうのは なかっ たんです か？」 

「ん - 、降雨の 屋外 だしね え…。 世間の 人が 思って る ほど、 現場検証で 劇的な 何 かが 

見付かる ことっ てそう 多くは な いんだよ。 刑事 ドラマに あるよう な、 不審な 指輪 や ボタン 
が 落ちて たなんて ケ ー スはお 目に かかっ たこと がない ねえ。 あっは っは！」 

「じゃあ、 今回の 事件では、 手掛かりは 何も 見付かって な いんです か…？」 

_ . う - ん… 。今のところは そうだね え。 田 無さん が 何で あの 雨の 中、 あんな 場 

所に 行った のか、 それ も 含めて さっぱり だよ 。だから 田 無さん の 角度からの 犯人 捜しは 絶 
望 的 だね。 あとは 地道な アリバィ 探しし かない 0 J 


「アリバィ 探し…。」 

「犯行 寺 刻は ほぼ 間違いな く、 お昼 休みの 間だった わけ だ もん。 という ことは、 犯人は あ 
の 雨の 中、 教室から 姿を消した 人間だった 可能性が高い。」 

… 確かにそう だ。 あの 雨の 日、 . 誰かが あそこに 田 無を 誘い出した 以上、 その 誘い出 

した 人物 も あの 雨の 中、 プレハブ 校舎へ 向かって いるは ずな の だ…。 

「ま - 、もちろん、 外部から 不審 者が 入り込んだ ってい う 可能性 もない ことは ない。 

. その 可能性は 低い と 見て るけ どね え。」 

「間違いな く、 学校の 生徒の 犯行 だってい うこと です か。」 

「間違いな くなんて 言葉は 使えない よ。 外部の 不審 者の 可能性が 低 いって 言った だけ。 少 
なくと も、 あの 雨の 中、 田 無さん が あの 場所を 訪れた のには 訳が あるは ず。 それを 知る 者 
が 関係して いる 可能性が高いね え。」 

「… なるほど… 。じゃあ 警察は 学校の 生徒 全員に 聞いて、 あの 日の 昼休みに どこに いたか、 
所在を 確認して いく わけです ね。」 

「学校が 協力 的 じ ゃな いんで 難し いんだけ ど…、 それし か 方法がない よ。 地道に 捜査して 
いくほかない ねえ。」 

「そうだ、 田 無の 家に 誰かが 入り込んで 悪戯を したって いう 事件が あった ん です よね？ そ 
の 诗 、警察の 捜査で 何 か 手掛かりは なかっ たんです か？ 怪しげな 指紋と か 足跡と か！」 


一う  ん 。あの 時は 事件 性が 低い と 判断され てたら しくて ねえ。 家人から 聞き取りを 
した だけで、 別に 指紋と かそうい うのを 採つ たわけ じ ゃない らし いんだよ。 だから 実は、 
あの 件からは 何の 手掛かり も 出て いない。」 

「出て いない、 というより …… 、何も 調べて ない、 つて 感じです ね… 0 」 

「わつ はつは つは！ 友宏 くん も 痛い ことを 言う ねえ 0 」 

. 警察と いうのは、 もつ ともつ とす ごい もの だと 思つ ていたの だが…。 優 花 おば 

さんの 話では、 今回の 事件に 関する 手掛かりを 何も 見つけて いないよう に ® う。 

…い や、 だから こそ 僕に 電話して きている の だ。 

現場 力ら 何も 手掛かりが 見つけられない からこ そ。… その 学校に 通い 事情に 通じた 人間 
に 話を 聞く ほかない の だ。 

「ま 11 、おばさんの 方で ももう ちよつ と 頑張つ てみ るよ！ お、 出前が 到着した みたい！ 
じ ゃ あね、 これで 切る からね え！」 

「あ、 ハィ！ がんばつ てくだ さい！  I 

「そうそう そうそう。 最後に ごめんね？ ちよつ と 正直な ところを 教えて くれる？  一 * 
だけで いいんだ よ一。」 

「何です か？ - 

「おばさんね？ . 全ての 始まりは あの 黒板 落書き 事件に あるん じ ゃない かと 思 うんだ 
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よ 。実は そこに MA ol て 捜査すべき だと 思って るの。 学校に 流行る 『お 骨サ マの 呪い』 は、 
あくまでも 一部の 生徒が 作り出した 悪戯 半分の おとぎ 話。 …… それが いつの 間に か 勝手に 
膨らん じ やって 暴走して るの かな ぁって。 そぅ 考える と あの 落蚩 日き 事件の 犯人たち は、 今 
のこの 状 兄を 楽しんで るん じ やない かな ぁと も 思ぅ の。 自分たち の 生み出した おとぎ 話が 
どんどん 大きく 膨らんで るんだ からね！ ひよ っと したら 自分たち が 卒業した 後 もず一 っ 
と 学校に 定着す る ことを 期待して いるか もしれ ない な ぁつて。」 

「ど、 ど、… どぅなん でしよぅ ね . 。僕には わからないです . 。」 

「やっぱり、 こぅいぅ 呪いの 話は、 死者が 出た 方が かっこいい でしよ？ . 一番 最初の 

犯人たち が、 面白半分で やった 可能性 も あるん じ やない かな ぁって。」 

「そ、 . そんな 悪い ヤツ…、 学校に いる わけないです よ…。」 

「そぅ 思いたい けどね ぇ。 田 無さん の イジ メに 誰もが 加わり、 誰も 止めなかった のが 現状 
でしよ？  1 1. の 悪い のがい る 可能性は 充分 あるよ。 それに、 聞く ところに よると 田 無 さ 
ん への イジ メに は、* 觀膨の お 面を ®.! って 叩く なんてい ぅ 暴力 的な もの も あった ん でしよ 
う？  I 

r . 〇」 

「だから おばさん、 黒板 落書き 事件の 当日の アリバイ も 可能な 限り 調べて いこぅと 思って 
るの。 ：… ！ それで 何 だけど。」 
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心 11 が 一心 拍分だ け、 止まる…。 話の 流れ 上、 きつと そういう 展開になる と 心の どこか 

で 覚悟して いても だった…。 


免、 


友宏 くん、 あの 日の 朝に 限って 早朝に 登校し たんだよ ねえ…？ 


あ、 


「どぅして あの 日 だけ 早朝に 登校した の？ 
、れ ないかな あ . ？  I 


おばさんに だけは 正直な ところを 教えて 


頭の 中に 強気と 弱気が ぐるぐ ると 渦巻 


僕は 強気に 噓を ついても いいはず だ 


だって、 僕は 田 無に 対しては 一切 何もして い 


ない。 体に 指 一本 触れる どころ か、 その 席に すら 触れて いない 。悪戯 ひとつ、 やって はい 
ない の だ。 …… だから、 何の 非 もない。 だから こそ、 あの 日の 落書きの 悪戯を わざわざ 告 


白す る 必要は 何もない 


でも、 


こんなと ころで 噓を ついて 本当にい いんだろ うか 


話では、 田 無は 今 も 意識が 戻らず 重体 だとい ぅ。… これは 立派な 殺人未遂 ビ 


く 


の 昔に 「お 骨サ マの 呪い」 は 悪戯の 域を 超えて いる。 


そしてつ いに、 人の 命を 脅かす までに 至った の だ。 

たた 

僕は、 あの 祟り 神を 生み出した ことに 後悔を 感じて いる。 . 「お 骨サ マの 兄い」 ごっ 

こな ど、 早く ブーム が 去って 忘れられて 欲しい と 願っ ている。 


だから こそ、 小さな 段階から でも おばさんに 協力して、 早く この 事件を 終わらそうと 努 
力し なくて はならない んじ やないだろう か…？ 

それに、 田 無の 事件に 関与して ないから と 言って、 田 無への 執拗な ィジ メの 切っ掛けを 

作つ たことの 責任が なくなる わけ じ やない…。 

この 際、 素直に 打ち明ける ことにょ って、 身の 潔白を 証明した 方がず っと いいのでは な 

いだろう か。 

. でも、 僕が 勝手に 打ち明けたら、 博 之 や亨 はどう 思う だろう。 

きつと 僕の ことを 裏切り者と 呼ぶ だろう。 

それに、 僕らは きっと 学校に 呼び出され てひどく 叱られる。… それに 叱られる だけでは 
きっと 済まない。 内申書に もき っちり それは 書かれ、 僕らは 今後の 進路に 深い 傷を 負う の 

だ …… 。 

でも、 それは 自業自得 じ やない のか …… ？ 僕らが 育てた ヮニだ 。それが 育ち、 人を 襲 
った。 襲った のは ヮ ニで、 育てた 自分たち に 罪は ない のか…？ 

でも それを 言っ たら、 田 無を 苛めた その他 大勢の 連中は どうなん だ。 みんな 全員に 非が 
あるん じ やない のか？ 少なくとも 僕は 田 無には 一切な にもして いない。 でも B 組には 田 
無への ィジ メに 悪戯 半分で 関わった 人間が 大勢い るは ず だ。 そんな 連中の 方がず っと ずっ 
と 想 C はず だ。 奬らだ けが その 責めを 負う のは おかしい。 
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…… ああ、 駄目 だ 駄目 だ、 そういう 言い訳 こそが 罪悪感を 薄れさせる 「お 骨サ マの 呪い」 
そのもの じ やない か！ そんなのを 言い訳に する ようじ や 駄目 だ 駄目 だ…。 そんな じ や、 

僕は 呪いに 取り込まれて いるのと 同じに なって しまう . O 

「友宏 くん〜〜〜？ あの 日、 どうして 早朝に 登校し たんだった っけ？- 

あばさん はもう 一度 聞いた。 . だが、 僕の 中では どうす るか まだ 決心が 付かず、… 士口 

局 曖昧に、 あの 日に ついた 墟 をもう 一度 繰り返して しまう のだった。 

「あ、 あの 日、 話した じ やないです か…。 サッ ヵ ー 部の 友達と ちよっ と 約束が あって . 0 」 

おばさんの 返事がない。 受話器を 離して いるの だろう か？ 遠くで おばさんの、 は〜〜 
〜い！ という 返事が 聞こえた。 

「うん、 ごめん ごめん！ じゃあ 友宏 くんは 何も 関係がない んだ よね？」 

「は、 はい！」 

「そうか！ ならい いんだ。 本当に 変な ことを 聞い ち やって ごめんね ぇ！ こっち でも じ 
っくり 捜して みるね。 それ じ や！」 

チン。 

それで 優 花 おばさんの 声は 途切れた。 

. うまく この 場を 誤魔化せた という 努斯廚 はなかった。 

おばさんが 本気に なれば、 僕の 言い訳で ある 「サッ ヵ— 部の 友人」 を 調べる だろう。 …… 
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そうすれば、 そんな 約束が 元々 ない なんて ことは すぐ バレる。 

反省の 念に すでに P れ ている というのに、 僕は この 期に おいて まだ f 重ねる のか…。 
僕は _分 のこと を、 肝っ 玉が 小さい と言われる のが 大嫌いだった 
でも、… 今の この 優柔不断 さを 見て、 どうしてそう でない と言えるの か。 

. 何も 言葉は 浮かばず、 ただ 深いた め 息が 胸の 奥から わく だけだった…。 

0 う 他人 事 じ ゃない 

僕らは もう 狸 神社には 近付いて いなかった。 

だから 今では、 別の 場所に ある 公園を 溜まり場に していた。 

田 無の 事件 以来、 僕らは ずっと 気が 晴れない。 

口を 開けば、 俺たち は 関係ない と 強がっ てば かりだが、 …… そもそもの 根本的な 原因で 
ある 「お 骨 サ マ」 を 生み出した ことに、 全員が 非の ような ものを 感じて いるのは 間違いな 
かった。 

僕は ある 日。 …… 思い切って みんなに 打ち明けた。 

同居して いる 叔母が 刑事で ある こと。 今回の 事件を 警察が 捜査して いて、 黒板 落書き 事 
牛から 捜 « を やり直して いる ことを。 
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予想して いたより みんな 驚かな かった 0 

誰もが、 警察の 捜査が 黒板 落書き 事件に 遡る だろうと 予見して いたと いう こと / £ った。 

「 . 正直に 打ち明けても いいん じ やない かって 思 うんだ よ。 | 

「おい 待てよ 冗談 じ やねえ よ！ それ じ や 俺たち が 全部の 霞を 負わされる じ やねえ かよ 

•  *  •  」 

一 そうだよ そうだよ！ もともと 俺たち に 責任なん かないっ てば！ だっ て淹 たち 田 ® の 
事件とは 何の 関係 もない だろ？」 

「ない よな。 俺 も 博 之 も友宏 も、 みんな あの 日は 鳌 にいた。 俺たち 以外の ヤッ も 一緒に 
いたから アリバィは 完璧な はず だ ぜ 0 」 

I そうじ やねえ よ！ ここまで 大騒ぎに なった 『お 骨サ マ』 を 流行らせた のは 俺たち です 
って ことにな ってみ ろよ。 進路指導 室に 呼び出される だけ じ やすまね えぞ！ 親 も 呼ばれ 
るだろう し、 内申書 だって どうなる かわかん ね えぞ！」 

内申書。 . それを 聞き、 みんな 黙り込む。 

自分たち も、 悪い ことを した 責任は すでに 感じて いた。 謝るべき 場が あるなら、 いつか 
謝るべき かもしれ ない とみんな が 思っ ている。 

でも、 それが 内申書に 響けば 将来の 人生にまで 関わり かねない。 …… だから、 §ぅ§ する 
のだった。 
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「 . 警察は 田 無を 突き落とした ヤッが 誰か 目星を つけて るの か…？」 

「まった く 手掛かりがない って 言っ てた。… だから、 黒板 落書きと 同じ 犯人の 可能性 力 あ 
るつ て 言つ て、 そつち から 調べる みたい な ことを 言つ てた よ。」 

「… マジ かよ、 笑えね ぇよ . 。」 

「な あ、 警察に 俺たち が バレる より 早く、 本当の 犯人を 捜し出す ことの 方が 大事なん じ や 
ない のか？」 

「それが 出来り やそうして るよ。」 

「ほら、 あの 手紙！ あれを 入れた ヤッは 多分、 犯人 本人 か、 その 一味 だと 思 うんだ よ。」 
「そうだよ な、 犯人の 指紋と か 残っ てる かもしれ ない！ そういえば あの メモっ て どうし 

た？」 

「… 俺は 持って ねえよ？」 

「俺 も 知らね ぇ…。」 

…… あの 後、 あの 呪いの 手紙を どうした か 記憶がない。 

しばらくの 間、 最後に 読んだ のは お前 だっ たろ、 と 三人で 擦り付け 合いを する。… た 力 

結奇 、誰が 持っ ている のかは わからな かった。 

もっとも、 誰かが 持っ ている かどう かも 怪しい。 あんな^" 気味な 手紙、 わざわざ 取って 
なんか おく もの か。 …… 誰が 持っ ていたに せよ、 きっと クシ ヤク シヤに 丸めて ドブ へで も 
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投げ捨てた に 決まつ てる。 


_ 一の 犯人の 手掛かりだった のにな 


「でも、 


田 無を 呪って くれと 神頼みす る 人物が いたの だけは 事実 だよ。 田 無を 呪い t 


いほ ど 憎い ヤツ、 


いるん じ やない か 


僕らは クラスが 違う からよ くわから ないだ けで、 B 組の 中では 有名なん じ やないだろう 

か。 田 無を 嫌う グル 1。 フの 中に、 さらに 嫌い、 呪いたい くらいに 嫌う 人物が いるの かもし 
れな い…。 


「こうして 考えれば 考える ほど さ 


° 


あの 五 万円を 入れた ヤツは、 最初から  こうす る 


目的 だつ たんじ やない かと 思 うんだ よ。… 事件を 起こして、 俺たち に 擦り付ける たう 


に。」 


「： •擦り付ける、 というのは 正しくな いね。 僕らが 利用で きる ことを 計算して、 自らの 計 
画に 組み込ん だんだ よ。 しかも、 僕らは それを 警察に 打ち明けられな いという ことまで 読 
みきって。」 


誰も 反論は しなかった。 


現時点で 客観的に 見て、 もっとも 疑わしい のが 僕らな のは 間違いない からだ。 

雲が 僕らのと ころへ 来たら。 …… たとえ 田 無の 事件の 潔白を 証明で きたと しても、 そ 


れだ けでは 済まない。 潔白を 証明す るた めには、 全てを 話さなければ ならない からだ。 

そう なれば、 . 学校は きっと ただでは 済ませない。 学校と か 進路と か、 きっと 滅茶苦 

茶になる。 

…だ から、 警察が 僕らのと ころに 来る 前に、 僕らが 本当の 犯人を 見つけなければ ならな 
いの だ . 。 

「 . どうやって だよ…。 俺たち 普通の 学生 だぜ 。犯人 捜しなん て そんなの 無理 だよ — 」 

「でも、 俺 も 友宏の 言う のには 賛成 だな…。 このまま 座っ てても、 どんどん 首が 絞まる だ 
けだ ぜ 、きっと 0 」 

亨が 言う のは 正しい。 博 之 も 何も 言い返せず 頷く 他なかった . 。 

翌日、 僕らは 覚悟を 決める。 

覚悟を 決めた、 というよりは、 このまま 何もせ ず 日々 を 過ごす 緊張に 耐えられない、 と 
いう 方が 正しい かもしれ なかっ た…。 

ぁの 日 以来、 田 無の 事件の 話は 学年 中で 飛び交って いた。 

だから 僕らが 田 無の ことに 関心を 持ち、 それを 尋ねた としても 誰も 不審には 思わない の 
が 幸いだった。 

まず わかっ たのは、 田 無を 嫌っ ている 女子が 多かった という こと だ。 


田 無は 頭が 良くて 早熟な ところが あり、 大人ぶ ると ころが あったら レい。 そ ^ ゆえ、 特 
に 身近な 女子たち に 嫌われて いたと いう。 実際、 最近の 呪いには、 そういった 女子たち が 
少なからず 絡んで いるら しい。 

. ここまでは すでに 知っていた 情報で も ある。 

そしてす ぐに、 田 無と 特に 犬猿の仲である 少女の 存在 も 浮かび上がった。 

同じ クラスの、 佐藤理 恵と いう 子だった。 

「有名なん ^ ^:?| 

「うん。 口喧嘩なん か 毎日の ことだった らしい。 小学校の 頃は 普通の 仲だった らし いんだ 
けどね。 中学に 入っ てから 猛烈に 仲が 悪くな ったんだ って さ 0 」 

「じゃあ、 佐 藤って 女が 犯人 か . ？」 

ものすごい 短絡的 だが、 誰もが 思う 結論だった。 

しかも それだけでは ない。 佐 藤には 非常に 不利な 証言が あった。 

あの 雨の 日に 限った ことでは ない の だが…。 佐 藤理 恵には、 昼休みに 教室 外へ 遊びに い 
く 習慣が あったと いうの だ。 

本人は 他所の クラスの 誰々 と 過ごして いたと 証言す るの だが、 どうも 釈然と しないと こ 
ろが あり、 より 一層、 彼女の アリバィを 怪しく させて いた。 

「 …… 佐 藤の グルー プが 執拗に 骨を 仕込んで たって 話は 他で も 聞いて るよ 。疑わしい よな 0 」 


「うん。 僕が 聞いた 友人の ラインで も、 佐 藤を 疑う 声が 圧倒的に 多い ね。」 

「なら 決まり だろ！ 仲の 悪かった 佐藤理 恵が 『お 骨サ マの 呪い』 に 便乗して、 田 無を 追 

い 詰めて たんだ。」 

佐藤理 恵が 実行 犯、 もしくは 黒幕 だとい う 噂は すでに 致命的な くらいに 立って いた。 

だが、… 安直 過ぎ やしないだろう か。 

僕は 出来過ぎの 状況証拠の 数々 に、 むしろ 納得し 難い 何 かを 感じて いた。. 

その 違和感を 何と 言い表せば いいの かわからず、 僕は 口に 出す ことが 出来ずに いた。 
. 何に 違和感を 感じる のだろう？ 

多分 それは、 あまりに 簡単に 佐 藤に 答えが 行き着いて しまう イ ー ジー さと、 僕らが、 「お 
骨サ マの 呪い」 を 生み出した こと や 行動 パ ターン まで も 読み切り、 計画に 取り込む 狡 滑 さ 
が、 どうしても 重ならな かった からだ。 

本当に 佐 藤が 犯人だった として、 ここまで 賢く 頭の キ レる ヤツが、 当日の アリ パイを は 

っきり と 用意で きないなん て ミスを 犯す だろう か . ？ 

僕らを 利用す る 狡猾 さが あるなら ば、 もっ ともっ と 絶対的な アリバイを 用意で きる はず 

なの だ。 . それが 何の 用意 もな く、 学年 中に 疑われて いるなん て そんな 不用意な 事が 有 

り 得る だろう か . 。 

「友宏 の おばさんに、 佐 藤が 怪しい って 言って みたら どう だ？ 多分、 警察が 取り調べす 


れば 泣きながら 白状す るん じ ゃない かと 思う、^ J!」 

_ . 確かに、 佐 藤が 田 無を 苛めて いた ことは 間違いない と 思 ^ 。… でも、 佐 藤 

が 田 無を 殺そうと した かどう かわからない よ。」  \ 

「どうして だよ。」 

「佐 藤が あの 場所に 田 無を 呼びつ けたと して。 田 無が のこのこと やって くると 思う かい？」 
「誰に も 内緒の 話が あると か 言って、 うまく 呼びつ けたん じ ゃない か…？」 

「自分を 執拗に 苛める グルー プ のリー ダー で、 しかも 犬猿の仲 。そんな ヤツに ひと 気の な 
いところ に 呼び出されて、 田 無みたい な 女が 素直に 行く わけがない 0 」 

「… 行く 他ない 弱みで も 握って たと か。」 

「弱みを 握って るなら、 それで 充分のは ず だよ。 殺す 理由がない。」 

「じゃあ 逆 か？ 呼び出した のが 田 無の 方で、 呼ばれた のが 佐 藤。 田 無は ィジ メの仕 返 

しがで きる ような 弱みを きっと 握っ たんだよ。 それで 佐 藤を ゆすろう として 逆に やら rL 
た 0 」 

「 …… それで 取っ 組み合いに なって、 それで 田 無が 足を 滑らせる かして、 踊り場から 転落 

した。 それで 運悪く シャベルが あって 意識不明 . 。」 

「 . 511?^ . 〇  j 

僕の 持つ 違和感が もし 気のせいなら ば。 . この 説は もっとも 有力だった。 
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元々 佐泰は 狡猾で も 何でもなく、 単に 田 無を 苛めたかった だけ。 呪いの 手紙 も 深く 考え 
ずに 入れた。 いや、 あるいは 呪いの 手紙は 無関係 かも…。 そして、 田 無が ィジ メを やめさ 

せる に 足る 何ら かの 弱みを 握って、 あの 日、 あの 場所に 佐 藤を 呼び出して。 . そして 拗 

れて 取っ 組み合いに なって . 。 

もし、 本当にそう ならば、 佐 藤は いつ 自分の 罪が バレても おかしくない 瀬戸際に いると 
いう ことになる。 ちよつ と 揺さぶりを かければ、 あつさり と 罪を 認める のではないだろう 

> ° 

^ . 

「とにかく 佐 藤 だよ 佐 藤！ 証拠は ない けど、 それを 調べる のが 警察の 役目 だろ？」 
「証拠なん かなくても、 きっと 観念して 自供す ると 思う ぜ！ 違いない 違いない！」 

博 之と 亨は 、もう 佐 藤が 犯人で 決着した と 言わんばかり だった。 

… 釈然と しないのは 僕 だけで、 その 理由は 僕に もよ くわ かってい ない。 

でも 時間は 残されて いない。 …… 前に 進む しかなかった。 
r …… 明日、 佐藤理 恵を 呼び出して みよう。」 

反に 佐 藤が 犯人でなかった としても、 それは それで 貴重な 情報な の だ。 今の 僕らは、 第 
一 容疑者で ある 佐 藤を 疑わない ことには、 次へ 進めない の だから。 

しかし、 . もし 佐 藤が 犯人で ない とちゃん と 証明で きたなら。 僕らは 次に 誰を 疑えば 

(いのだろう…？ 出来過ぎた 犯人 像、 佐藤理 恵に ついては 学年の 誰もが 噂して いたが、 
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次に 疑わしい 人物の ^ など はまっ たくな かった。 

もし 佐 藤で なかっ たなら、 . 僕たちには もう 手掛かりは ない。 

博 之と 亨 にも それは わかっ ている ようだった。 だから、 佐 藤に 違いない と 強がる の だ。 
それは 佐 藤に 違いない という 意味では なく、 佐 藤であって くれ、 佐 藤でなかった ら どう 
すれば いいの だとい う 悲鳴な の だから。  、 

「 . 仮に 佐 藤 じ やな かった としたら、… どうす る？| 

二人とも 沈黙す る。 . 答えられる はず もない。 でも 想定し なければ ならない こと だっ 

た。 

「僕は、 . もし 佐 藤が 犯人 じ やなかったら、 もう お手上げ だと S う L_° 

「 . 。 」 

r … そんな わけね ぇよ。 きっと 佐 藤が 犯人に 『趣ぇ ねえよ！」 

博 之は 強がりへの 同意を 求める が、 僕 も亨も 頷かなかった。 

「『お 骨サ マの 呪い』 ごっこは、 もうこれ で 終わりに しようと 思 うんだ 0 一 

「 . あぁ。 そうだな。 友宏に 賛成 だぜ。 」 

亨は 即答して くれた。 博 之は すぐには 返事を できなかった が、 否定し ない のが 彼な りの 
返事だった。 

「やっぱり 『呪い』 は、 人が 遊び 感覚で 生み出して はいけ ない ものだった んだ よ。 業ら に 


とって は 悪戯で も、 受け取る 人たち は 悪戯 だとは 思わない。 . そうすれば 変な イジ メ㈡ 

起こらな かった し、 田 無 だっ てこん な 目には 遭わな かった。」 

田 無の 転落に ついては 僕らは 確かに 無関係 だ。 でも、 田 無の イジ メに ついては 僕らには 
明白な 責任が ある。 だから、 警察が 捜査す る 事件に ついては 責任が なくと も、 僕らには 償 
わなければ ならない 責任が あるの だ。 

「佐 藤が 犯人 じ ゃなかったら、 . いや。」 

僕は 思い直す。 

やっぱり… 僕らは 間違って いたの だ。 

自分たち が 疑われる 前に 犯人を 捜そうと いうのは、 自分たち の 罪を 隠そうと する 行為 だ。 
僕らは 反省を しなくて はならない の だ。 

「佐 藤が EV であっても なくても。 . 僕らは 事件に ついて 打ち明ける 必要が あると 

思 うんだ。」 

r . 0 」 

「 . 打ち明ける 必要なん て、… あるの かょ…？」 

「うん。 …… 『お 骨サ マ』 を 生んだ のは 僕らなん だ。 そして 『お 骨サ マ』 は 大きく 育ち、 
事件を 起こす 切っ掛け として 使われる までに 至ってし まった。 仮に 今回の 事件が 起きな か 
つたと しても、 田 無は 辛い イジ メを 長い間 受ける ことにな つた。」 


158 


田 無の ィジ メに ついては、 言い逃れが 出来ない くらいに 明白な 責任が 僕らに あった。 ■ 
だが、 それだけ じ やない 〇  r お 骨サ マの 呪い」 を 放置 すれば、 今後 もど こかで 誰かが この 
呪いを 使って、 誰かを 苛めて 不幸に する。 そんな 犠牲者が 生まれ 続ける 度に、 業ら の p 
永遠に 深まって いく 一方な の だ。  ' 

だから、 呪いを 生み出した 僕らが 呪いを 解かなくて はならない。 それが I 貝 であり、 . 

生み出した 僕らに しか 出来ない ことなの だ。 

「あれが 呪いでも 何でもない、 僕らの 悪戯で ある ことが 学校 中に 知れ渡れば、 W いは 笑い 

話に なって 消える。 そうすれば、 もう 何も 起こらない。 絶対に、 田 無の ような 事件は 二 変 
と 起きない 0 」 

「多分 みんな 信じない ぜ？ 俺たち の ネタ話 だと 思う だけ さ…〇- 
「みんなに 言 うんじ や 駄目 だ。 先生に ち やん と 打ち明けない と 0 」 

クラ スメ ー トた ちに 言っても、 誰も 信じて はくれ ないだろう 。だが、 学校に おいては、 
先生の 口から 出る 言葉は 絶対の 信用が ある。 

僕らが 先生に 打ち明け、 先生が 真実を 伝えるなら 、学校に 蔓延す る 呪いは 完全に 一 帚で 
きる だろう。 

だが、 博 之と 亨の 表情は 重い。 理屈では わかって いても、 頷けない。 

r . 〇  - 


J59 


r . 俺は、 . 嫌 だな。」 

博 之は 反対す る。 …… 当然だった。 
r 亨は？ 」 

「 . 俺 も、 . 本音を 言えば 反対 だよ。… 責任は 感じて るぜ？ 『お 骨サ マの 呪い』 

がもう になん ない の も わかっ てる。 この 遊びは もう 終わりに したい。 田 無には 悪い こ 
とを したと 思っ てる。 でも、… 学校に 打ち明け るの だけは 勘弁 だ ぜ …。」 

「それで、 僕らに 責任が 取れる と 思う かい？」 

「 . 責任の 取り 方なら 他に も あるは ず だぜ 。田 無に 謝る とかさ。 . 学校に 謝っ たって 

処分を 食らう だけ だぜ 。この 時期に 処分なん て 食らっ たら、 受験と かどう すんだ よ。 友宏 
は そこそこの 偏差値が あるから いいだろう けどよ。 俺は 内申が ズタボ ロ だっ たら ヤバ いん 
だよ。 親は 公立し か 認めない って 言っ てる。 公立 高に 進む ためには、 そこそこに 普通な 内 
申 書が 欲し いんだよ… n  | 貝 任は 感じて るし 取りたい とも 思っ てる。 でも、 進路を 棒に振 
ろうとまでは 思わない！」 

「田 無の 意識は いつ 戻る かも わからない ってい う。 もし 数ヶ月 以上 戻らな かったら、 田 無 
は 進学 どころ か 留年す るだろう ね。… いや、 戻れば まだいい。 一生、 意識が 戻らない こと 

だって あるか もしれ ない。 . それに 対する 責任が それでい いの かい？」 

「 . 理 i じ やわ かってる よ！ こんなん じ や 責任が 取れない ってのは わかって 


る！ でも 俺は 御免 だ！ 友宏が 自分 だけ 打ち明けるなら 勝手 だが、 俺を 巻き込まないで 
くれ！ 頼む よ …… 本当に . 。| 


亨は 拝み倒す ような 形相で そう 言う と、 少し すすり泣く ような—® を 漏らしながら 沈黙 


した。 


僕は どんな 言葉を かければ いい か 思いつかず、… 亨と 同じく 沈黙す る 他なかった 0 
やがて、 頭を ボリ ボリと 搔 きながら 博 之が 口を 開いた。 


「 . 俺 も、 これ だけは 約束す る。 もぅ 金輪際、 『お 骨サ マの 呪い』 には 関 45^0 ない。 あ 

と、 田 無には 謝る。… 意識が 戻らなくても、 病院へ 行って 謝る。 亨も 一緒 だぜ？ 三人で 
謝りに 行こぅ。 I 


ぅん。 


それが いいね。」 


「学校に 打ち明ける のは、… 少し 時間を くれよ。 言うなら 三人で だ ぜ。… 三人の 意志が ま 
とまつてから、 みんなで 一緒に 打ち明けよう。」 

僕と 亨の 立場に 配慮した うまい 言い方 だと 思つ た。 


そぅだね。… もぅ 少し 時間が 必要 かもしれ ない 0 」 


「取りあえず、 


まずは 佐 藤 だろ？  どういう 風に tt 掛け るん 一 こ。」 


「… 手段なん てないだろぅ ね。 正面から 当たって 砕けろ、 しかない な。」 

「田 無への 責任の 取り 方は さ。 謝る だけ じ やねえん だよ な。 突き落とした 犯人を 突き止め 
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るの も、 立派な 責任の 取り 方 だと 思 うんだ よ。」 

亨 がそう 言い、 博 之 も 頷く が、 . それで 本当にい いの か。 

田 無を 突き落とした 犯人と いう、 僕らよりも 悪い 存在を 槍玉に 挙げる ことで、 自分たち 
の 罪悪感を 誤魔化そうと している のでは ないか…？ 

先陣を 切って 赤信号を 渡った 僕らが 悪い のか。 犯罪を 犯した 犯人が 悪い のか。 

… みんな 悪い。 誰が 悪い から 誰が 悪くない という 論法には ならない。 

そうな の だ。 僕は この 場に 至ってよう やく 知る。 

悪さ、 …… いや、 罪に 重さな どな かった の だ。 

罪に 重さを 求める こと _体 が、 より 重い 人間を 探して _ 分の 罪の 軽 さを 主張す る 無責任 
の 極みだった の だ。 

罪に 重さがない ことに 気がつけば。… 今の この 状況は とても シンプル だっ た。 

「お 骨サ マの 呪い」 を 生み出し、 それを 広めて、 田 無が 苛められる 切っ 掛けを 作った 僕ら 
は 悪ぃ。 

そして それに 便乗して 匿名の 悪戯を 繰り返した 全ての 生徒が 悪い。 尻 馬に 乗り、 田 無へ 
の ィジ メに 加わった 全ての 生徒が 悪い。 

そして もちろん、 それらを 利用し、 田 無を 執拗に 攻撃して さらに 突き落とした 犯人 も 同 
じく 悪い。 全ての 人が 等しく 悪い…。 


_ 分で 苦笑す る。 罪に 重さがない なんて 考え方は、 罪に 重さが あると 主張す る 


とく ^ いれい 

人間から 見れば、 罪の 徳政 令と 司 じだ 


僕らが 一番 罪が 重い から、 重さなん かないんだ と 否定したがる 
学校 中が 罪に まみれて いた。 もちろん 僕らに もべ つたり と。 

… それ こそ、 「お 骨サ マの 呪い」。 

歷藤理 恵と 踊ろぅ 
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佐 藤への ア プロー チと して、 直接 会う ことは 避けようと いう ことにな つた。 

元々 面識の ない 僕らが いきなり 現れても、 多分、 取り合って くれないと 思った からだ 0 
佐 藤を 呼び出す メモを 作り、 それを 下駄箱に 入れた。 

内容は シンプル だが 脅迫的な もの だ。 

… あなたが あの 昼休みに プレハブ 校舎に いたのを 目撃した 人が います。 

私は それを 信じた くありません。 です ので、 あなたの 無実を 知りたい のです。 

どうか 放課後、 体育 倉庫 裏へ おいで 下さい。 
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いらつ しやらなければ、 残念ながら 目撃 談を 信じなければ なりません 
. これで 本当に 来る か…？」 


「無実なら 来い って こと だからね。 佐 藤が— のをし  ゝ 
ある ならき つと 来る よ。 I  マ 1 字 リノ イカ 

「差出人 不明の 怪しい 手紙で も か？」 

一 そこは 様子 見 だよ。 これで 反応がなければ、 直接接触に 切り替えよう。」 

4 「I サマ まの 呪い」 という、 ff い— 上、—、 イジ i っ㈣ けに 

1 户 とい うこと 1 たりに している はず だ。 •••だとしたなら 、鼻に 不利— 
この タイ ミンクで 流れれば、 田 無と 同じ 目に 遭う かもしれ ない と危倶 する はず ビ。 

. 褒められる 方法では ない ことは 充分 承知だった。 

「それより、 仮に 来たと して どう 話を 進め るんだ？」 

と 「U II H れだけ 疑ゎれて ぃるのに 、未だ はっきりした アリバィを 出せなぃ とぃ うこ 
とは 簾は 本当に 犯人 か、 1 のし 難い 形の アリバイ なのかの どちら か！。 だから ど 
ちらに せよ、 相当 苦しい，^ のになる はず だ。 そこから 噓か 本当 かを 見抜いて い 
ね。 一 


く 


しかない 


「そんなの 見抜ける のかよ . . - 

「： •やつて みなく ち ゃわから ない よ 0 」 
「お、 . 雨が 降り出した ぜ〇  I 


、  L 

雨雲が 垂れ 込めて いたので、 多分 降る S ぅと 傘を 持つ ていたから 驚かない 
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でも、 もっ とも 疑わしい 佐 藤を 呼び出した その 日が、 あの 日と 同じような 雨になる のは、 
何だか 運命的な ものを 感じた。 

佐藤理 恵は 犯人 か、 違う のか。 

僕らが 蒔いた 種 だ。 僕らが 刈り取り、 決着を つけなければ ならない…。 

. 約束の 時間 ぴったりに 佐 藤は 体育 倉庫 裏へ 現れた。 

博 之たち は、 現れた だけで もう 犯人 決定の ような 面持ちだった。 だが、 現れた という こ 
とは 抗弁の 余地が ある 証拠で も あり、 まだ 決着した わけでは ない…。 

「君たち なの？ これを 書いた のは。」 

佐 藤の 表情は 少し 険悪だった。 

あの 日 以来、 犯人と 陰口を 叩かれて いた。 そんな 中での あの メモだった の だから、 胸中 
が 穏やかであろう わけがない。 

これ 以上、 _ 分の 立場を 悪く する ような 噂を 広められたくない 一心で やって来 たの だろ 
50 

「来て くれて ありがとう。 一応、 名乗ります。 A 組の 宮島 友宏 です。 よろしく。」 

「あんた の 名前なん て どうで もい いわよ。 それより、 どういうつ もりな のこれは。」 

. 切り返しが 少し 不自然だった。 もし 胸を 張って 無実を 証明で きるなら、 第一声は 


こうでは なく、 目撃談 の 否定のは ず。 . いや、 まだ その 判断を つける のは 早い。 

「そこに 書いた 通りです。 あの 雨の 昼休み。 佐 藤さん が プレハブ 校舎から 戻って くるのを 
見た という 人が いるんで す 01 

「そんな 人い る わけない でしよ。 私は 表に 出て なんかいな いんだから。」 

_ . とにかく、 その 見た という 人間 も、 本当に 佐 藤さん の 姿だった のか 自信がない よう 

なのです。 九 割 方 間違いない とは 言う のです が、 僕は 九 割とは 言え、 一割の 疑いを 持って 
警察に 通報す るのは よくない と 思いました。 それで 今日、 本当のと ころを 聞いて みようと 
思って 呼ん だんです。」 

「あっ そ。 なら その 人に 伝えて。 それは 私 じ ゃない。 . これで 用事は 終わりで いい？」 

「なら 佐 藤さん。… あなたは あの 日の 昼休み、 どこに いたんです か？  I 
「みんなに 言って る わよ。 私は 給食 後には 図書室に 行ったり して 過ごす の。 一人で 過ごし 
てるから それを 証明で きる 人が いないだけ。 それ も あの 日に 限っ たこと じ ゃない 。いつも 
の 話よ。」 

「あの 昼休みの 犯行 時間 中に も、 図書室に いた ことが 証明で きません か 0 」 

「私が いたと いうの だけが 真実よ。 きっと 図書室に いた 他の 誰かが 証明で きる わ 0 」 

「いえ、 誰も 証明で きなかった ん です。 昼休みに 図書室に 出入りす る 全員に 聞いた が、 あ 
の 昼休みに 佐 藤さん を 図書室で 目撃した 者は いませんで した。」 


博 之と 亨が ぎよっ とする。… 友宏 はいつ そんな ことを 調べたん だ !? … もちろん、 これ 
ははっ たりだった。 

「そ、 そんな ことない わよ。 いた ものは いたんだ もの！ 図書室は 静かに 過ごす ところよ。 
他に 誰が いるかなん ていちい ち 関 ^ を 持たない わ。」 

「では 質問を 変えます。 あなたが 図書室に いた ことを 証明して ください。」 

「そんなのは しようがない わよ。 本を 借りた わけ じ やない から 貸 出 記録 もない。 あそこに 
行って、 食後の ひと 時を 読書で 過ごした だけ だもの。」 

「何の 本を 読ん だんです か？」 

「 . どうして そんな ことを 君に 言わな くち やならない の！」 

「読んで いるなら 言える はずです。 教えて ください。」 

「フラィべー トの 問題を あなたに 話す 必要は ない わね。」 

r . 本当にそう なんです か？」 

「本当に、 って… どういう 意味。」 

「あなたは 図書室なん かにい なかっ たから 言えない のでは ない のです か？」 

佐 藤が すごい 形相で 睨む。 …… だが 何も 言い返せは しなかった。 

彼女が アリバィ だと 主張す る 図書室で 一人で 過ごした ことは、 誰も 証明して いないの だ。 
もし 睢かに 証明で きたなら、 佐 藤が 怪しい という 噂は ここまで 立たない の だから。 
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真実で ある 可能性 も あるが、 « である 可能性 ももち ろん ある…。 

とにかく… 強気で 行く しかない …… 。 

「では、 あなたが あの 日、 図書室で 過ごした ことを 信じ ましよう。 あなたは 給食を 良べ U こ 
後、 図書室に 行った。」 

「そうよ。 最初つ からそう だと 言つ てる わよ 0 」 

「それで どうな さったん です か？ 証拠がなくても、 どういう 風に 過ごされた かは 話せる 
はずです よね。 聞かせて いただけます か。」 

_ . 話しても いいけ ど 条件が ある わよ 0 」 

「条件、 です か。 伺います。」 

「私は 図書室で 一人で 過ごしたん だから、 どう 話しても あなた 達が 期待す るよう な 証拠に 
はならない。 それでも 信じて くれるなら 話す わ。」 

「そうです ね。 でも、 それし かないなら 仕方ないです。」 

「私が 話したら 信じる。 証拠がない なんて 言う のはな し L_° 

_  . わかりました。 では 話して ください。 あなたは 給食 後、 図書室へ 行った。 それ か 

ら？」 

「図書室に 入っ て。… 一週間 分の 新聞が * S ねて あります よね。 それらを 読みました 0 」 
「新聞。 何てい う 新聞です か。 I 
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佐 藤は 大手 新聞の 名前を 三つ 挙げた。 澱みはなかった。 

「どうして 三つ も 読まれ るんで すか？」 

「新聞 ごとに 切り口が 違う からよ。 同じ 出来事で も 記事の 仕方が 全然 違う の。 だから 異な 
る 新聞を 読み 比べる と、 より 真相に 近付けて 面白い の。」 

「なるほど。 それから…？」 

「それだけです。 そうしていたら 急に 騒がしくな り、 プレハブ 校舎の 階段で 誰かが 大 怪我 
をした という 話に なって、 私は 図書室を 出て 野次馬に 加わ ったわ。 それで 終わりよ。」 
r . 他には 何もなかった んで すか？」 

「新聞を 三つ も ゆっくり 読めば それで 時間は 結構 かかる し。 それ 以外は 雨の 音し か 聞こえ 
ない、 いつも 通りの 静かな 図書室だった わ。」 

r . 0 」 

黙って 耳を 傾けて いた 博 之と 亨の 様子を 窺う。 佐 藤の 話に 矛盾がない かを 必死に 読み取 
ろうとして いるの が 表情から 窺えた。 

そんな 中、 亨が 挙手す る。 質問と いう こと だ。 

「読んだ 新聞の 記事を 言って くれる か…？」 

「 . ごめんなさい。 覚えて ない の。」 

「&、 瓮 えてな (つて ことは ないだ ろ — ち やん と 読んで たなら 少しは 内容を 覚えて る 
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はず だろ 17 」 

亨は ここが 切り崩し 所 だと 思っ たよう だ。… だが 対する 佐 藤は 冷静な 表情だった。 
「あれから 何日 も 経っ てるし、 私 も 毎日、 新聞を 読んで いるから、 記憶が 混同して いると 

ころも あるの。 . 無理に 思い出そう として 間違いで もしたら、 あなたた ちに そ ^ が ！ a 

の 証拠 だって 言われて しまう でしょ？」 

「いや、 それでも 少しは 覚えて るは ず だろ !? それが 言えない のは、 一 

r 亨 。むしろ スラ スラと 記事の 内容を 言えた 方が 不自然な くらいだ よ。 . 佐 藤さん の 一一 一日 

う 方が _然だ。」 

I . う。」 

代わって 今度は 博 之が 挙手す る。 

「な… なら、 図書室に 居た 生徒の 人数を 言える はず だろ !? 」 

佐 藤は 取る に 足らない 質問 だと 思っ たの か、 ため息 交じりに 苦笑いした。 

_ . いつもと 同じく らいの 人数 だっ た、 としか 言えない わよ。 いちいち 数えない し。 

. それに、 仮に 私が 人数を 正しく 言えた として、 あなたは それが 本当に 正しい か 即断で 

きる の？  | 

今度は 逆に 佐 藤に 嚙み 付かれる。 

佐 藤は、 こちらが 実は 何の 証拠 も 握っ てなくて、 適当に 揺すれば ボ ロを出す だろう くら 
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いにし か 思っ ていない ことを 見抜いて いるの だ。 

田 無 も 頭の いい 子だった らしい が、 それと 喧嘩を する だけの ことは あり、 佐 藤 も 決して 
頭は 悪くない ようだった。 

… 取りあえず 呼び出せば 何かボ ロを出す のでは ないかと いう、 僕らの 甘い 見通しは 通用 
しない かに 見えた . 。 

「 . 他に 質問は？ ないなら 私は もう 帰る わよ。 雨脚が 強くなる 一方 だしね。」 

佐 ® の 言う とおりだった。 雨は 先 ほどより 強くな ってい る。 遠くの 空で ゴロ ゴロと 音が 
している の も 聞こえる。 これ 以上、 長居を したくない のは 佐 藤なら ずと も 当然だった。 

佐 藜の、 質問は？ という 再度の 繰り返しに も、 僕らは 口を 開く ことが 出来ない…。 
「私が ここへ 来た 理由は、 あなたたち に 変な 噂を 立てられたくない からよ。 私が ここに 来 
なかっ たら、 来な かった ことを 理由に 性質の 悪い 噂を バラ 撒く つもり だっ たんで しよう？ 
そういうのは 困る の。 本当に 迷惑な の！」 
r … この 雨の 中を 呼び出した ことにつ いては 申し訳な く 思います。」 

「… 幸い この 雨 だから さらに 言う とね。 . あの 日 もずっ と 雨だった。 だから 私が 犯人 だ 

ったなら、 きっと ずぶ濡れ だっ たはず。 田 無さん を 突き落として、 昇降口に 戻っ てから、 
どこで 髪を 拭いて、 どこで 濡れた 服を 着替える の？ 絶対 無理よ！ 雨の 日の 昼休みは、 
校舎 内を 男 -T が 駆け回っ て 遊んで いる じ やない。 そんな 彼らに 誰に も 見付からずに どこで 


そんな ことができる って 言う の !? 私が 犯行 後に、 予め どこかに 用意して あった タオルで 
拭いて 着替えた なんてい い 加減な ことを 言う 人が いるけ ど、 実際、 どうやっ て そんな こと 
がで きる のか 説明して よ n: 場所は？ 部屋は？ どうやって 誰に も 見付からずに !? ね？ 
できないで しよ !? : 無理な のよ n: それに 君たち 男子には わからないだろう けど、 私み た 
いに 髪が 長いと、 一度 濡れたら 簡単には 乾かせない の。 バスタオル ー枚で 拭けば 誰に も圣 
しまれない なんて ことは ない のよ。 それ こそ ド ラィヤー も 使って、 時間を 掛けて お 手 入 e 
しないと、 気付かれない ような 状態には 戻せない の！」 

「いや、 例えば . 雨が っぱを 着て いたと か、 濡れないで 外に 出る 方法 も ある だろ！」 

「学校に 雨が っぱで 登校して くる 人っ ている の？ それすら も 計画的に 準備した って 言う 
寶？  いい加減に して n: もしもそう だと 言うなら、 その 証拠の 雨が っばを 見せて よ U: 私 
ばかりに 証拠を 求めないで、 君たち も 証拠を 見せなさい よ n: それに 君たち、 私が プレハ 
ブ 校舎に いたのを 見て るんで しよう？ それなら 私が 傘だった か 雨が っぱだ った か 見て る 
んじ ゃない？ それな のに その 質問は おかしくない？ それ こそ、 君たち が 不審な 人物を 
目撃して いない 証拠 じ ゃない のッ ”：」 

雨が っばの 話で 一矢 報いた つもりで いた 博 之は、 痛恨の 失敗に 固く 目を K2 った…。 

佐 藤は 本当に 頭が いい。… その 場 だけの 勢いで 僕らみたい な 落ちこぼれが 追及しても、 
何の 揺さぶりに もなら ない の だ . 。 


「君たち の 目撃の 話が でっち 上げなら、… もう 私が ここにい る 必要 もない わね。 この 酷い 

脅迫 f みた 悪戯に ついては 先生に 報告す る わね。」 

「 . 噓を ついた ことは 謝ります。 申し訳ありませんでした。」 

「 . 君は 素直に 謝る のね。… ならいい わ、 君は 許して あげる。」 

遠雷の 鈍い音が 響き渡っ た。 . それは ゲ ー ム セッ トを告 げ るよう に 聞こえた。 

佐 藤の 見て いないと ころで、 博 之は 拝む ような 顔で 頭を 垂れる。 自分の ミスで、 全て 台 
無しに してし まった 責任を 感じて いるよう だっ た。 

「じ や あ、 私は これで 帰る ね。 . さよなら、 えっと、 宮下君 だっ け…？」 

r …… 宮 島です。」 

「さよなら、 宮島 くん。 今日の ことは 先生には 言わない けど、 君たち も 二度と 私に 話し 挂 
けないで ね。 また こんな 変な 話を する ような ことがあつ たら、 私すぐ 先生に 言う 力ら ね 
君たち が 書いた 脅迫状、 私の 手元に— って こと、 忘れないで ちょう だい。」  ばくち 
そうな の だ。 彼女の 手元には 脅迫め いた メモが 残されて いる。 だから こそ これは 博打 だ 

ったの だ…。 

「 . わかりました。 約束は 守ります。 二度と 話し掛けません。」 

「男が 口に した 約束よ。 絶対 守っ てね。 . < : . じ や 0 」 

左 藤は 踵を 返す。… 自分で も 言う 長い 髪が 翻り、 言葉は なくと も 二度と 会いたくない 拒 
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絶の 意思を 感じさせた。 

… 僕は、 本当に 最後の 言葉を 掛ける。 

_ . でも、 すみません！ 最後に もう 一度 だけ！ もう 一度 だけ 同じ 事を 聞かせて くだ 

さい。 あなたは 昼休みは 図書室で 過ごした。 そして 大手 新聞 三 紙を 読み、 雨 音が 聞こえる 

ような 静かな 図書室で、 田 無さん の 事故の 騒ぎまでを 過ごした。 そうです ね !? 」 

「そうと 何度も 言 ったわよ！ そして それに 証拠を 求めず 信じる という 条件だった はずよ n" 
何度もく どい””」 

一はい！ 証拠を 求めず 信じる という 約束です。 だから 信じます n: だから ッ n:」 

ガ あなたが 図書室に いなかった という 証拠に な るんで すよ、 佐 藤さん 0 " 

雨が 急に 強くな ったわけ はない のに。 雨 音が 大きくな った 錯覚が した。 

…佐 藤の 足が 止まる。 

振り返り もしない。 まるで そこで ネジが 切れた ゼン マィの 一始 影の ようだった。 

「 . あの 日の 図 室が、 雨 音が 聞こえる くらいに 雲 だっ たという ことは ありえな 

いんです よ、 佐藤理 恵さん 0 」 

「 . なんで すって . .  | 


韦 ta --* - ヒ 

「あの 日、 あなたが 本当に 図書室に いたなら ば。 …… 図書室で 卓球の 真似事を 始めて 騒ぎ 
出した 男子と、 静かに 過ごしたい 女子の 間で 大 喧嘩が あったのを 知っている はずです。 彼 
らは 、田 無さん の 事故の 騒ぎが あったのを 知って、 それ どころ ではなくな るまで、 ずっと 
口喧嘩を していた。 だから、 静かな 図書室で あった わけがない ん です… n」 

「 . L_° 

歩みを 止めた 佐 藤が 振り返る には、 相当の 長い 時間が 必要だった。 

そして、 . 佐 藤の それが 何を 意味す るの か、… この 場に いる 全員が 理解して いた。 

r . 佐 藤さん。 本当の ことを 話して くれません か？」 

r . 〇」 

佐 藤は 苦しそぅ な 表情を 浮かべて いた。 それを 見て、 佐 藤が ついに ボ ロを出し たと 確信 
し 博 之が 嚙み 付く。 

「お、 大人しく 観念し や がれ”： お前が 田 無を 突き落とした って ことは 証拠が 挙がっ てん 
だ” こ 

r . 証拠？ 何の？」 

「ぅ、 …… とと、 …… とにかく 警察が 証拠を その内、 見つけ るんだ”" 絶対に 逃げられな 
い ぞ”こ 

「 . k ふ ふ ふ、 . あっは っは っは っは っは っは っは n」 
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佐 藤の 笑いは 奇怪 だつ y 

>- >  /!  I  c  v/«  -3EM  7  ^/c  rl 

ゝ  へ  じぼろ じぎ 

でも 観念して 自暴自棄に なつて 笑う 声とは どうも 違った 


先 ほどの 冷静な 余裕 ある 佐 藤の 笑い声では 断じてない 

I  . - .. * • 4 ' r  *  k 


c 


° 


「なら 雲— ばいいん じ ゃない？ 雲が 麗を 見つけた といぅなら、 私を いくら 

でも 逮捕して くれれば いい。 でもね、 麗 なんてない のょ。」 

m—w 


証拠は、 ないだ と 


どぅして n  I 


II 

「だって私、田無さんを突き落としてなんかいないんだものッ !!! 」 

図書室に いたと いう 話の 噓は とつく に 

慕 かれて るんだ ぞッ n」 

「そうね。 私が 図書室で 昼休みを 過ごした という 噓は 見抜かれた わね。 …… でも、 それ 

で？」 

「それでって …… 。」 

「その 件は 墟と して。— すると 私が 犯人 f いう 証拠になる というの？」 


° 


博 之 も亨 も、 この 期に 及んで なお 佐 藤が！ g 3ts jjl になる とは 田 心わなかった。 
もぅ 観念して 全てを 自供す ると S ってい、 こ。 

「じ や、… じ や あ 犯人でないなら どぅして 噓を つくんだ ょッ ”」 

. 佐 藤は 薄っ すらと 笑い、 目を 閉じ > こ。 


てつきり、 
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まるで、 手品の 種明かしを 子どもに せがまれ、 教えよう かどう か 焦らす ような、 そんな 
表情に 見えた。 

「わか ったわ。 . 全部 話そう じ やない。」 

「田 無 殺しを 認める という こと だな ッ n」 

「 . 違う わ。… 私が 田 無さん を 殺そうと したな どと いう ことは 有り得ない という、 証 

拠よ 。 」 

「しよ、 . 証拠 だと . ？」 

佐 藤は、 自分が 犯行に 関わっ ていないと いう 明白な 理由、 即ち アリバイを 示せなくて こ 
こまで 疑われる に 至っ たわけ だ。 

その 彼女に、 実は 本当に アリバイが あり、 あえて それを 公表せ ず 下手な 噓を ついて それ 
を 隠すな どと いう ことがある のだろう か…？ 

犯人が アリバイを 立証す るた めに 噓を つくのは わかる。 でも、 無実な のに アリバイを 隠 

すた 6 に « をつ くと いうのは どういう ことなの か . 。 

まった く 想定し なかっ た 展開に、 僕らは 煙に 巻かれる しかな かった。 

「 . 私が 正直に 話す の だから、 そちら も 正直に 話して ほしい わ。 ねえ、 宮島 くん。 

. さっきの 図書室の 喧嘩の 話。… あれは 本当？ . 私を 引っ 挂け るた めの 

はったり じ やない の . ？」 
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― 1 . . 」 

佐 藤の 表情は まだ 少し だけ 笑っ ていた。… でも どこか 諦観が あり、 真実を 語ろうと する 
決意の ような ものは 感じられた。 

すでに 佐 藤は 自分が ボ ロを出して しまった ことを 認めて いる。 その上で 全てを 話そうと 
している。 

だから これは、 真実を 語る 相手に 値する かの 確認の 意味が あるの かもしれ ない… 。業は 
この 紳士協定を 呑む ことにする…。 

. . そうです。 はったりでした。 « をつ いてす みません 0 」 

佐 藤は、 まさか 僕が 認める とは 思わな かったら しい。 一瞬、 きよ とんと した 表 清を 浮か 
ベた 後、 薄く 笑い 返した。 

「君には 負けた わ。 . 男子に も 頭の いい 人が いるの ね。」 

「 . 偏差値は 並です が。」 

「度胸って 言う のか しら？ 肝っ玉 も 太いみたい じ やない 。ますます 気に入 ったわ 0 」 

佐 藤は 降参 だとい うような 仕草を してもう 一度 笑っ た。 

その やり取りが、 とても 犯人が 墟を 暴かれて 覚悟を 決めた… という 風には 見えず、 専之 
も亨も 少し 怪認 そうに 見て いたのだった。 


「本当の ことを 話す 前に、 約束して ほしい ことがある の。」 

「おいおい、 この 期に 及んで まだ 条件が あるっての かよ！」 

僕は 亨を 制し、 佐 藤に 先を 続けさせる。 

「本当の ことを 話す。 私が 田 無さん を 殺せる わけがない こと もき つと わかつ て くれる と 居 


う。 そして 君たち がそれ に 納得したなら、 


私が 犯人のは ずがない とみんな に 話し 


て 欲しい の。 …… でも、〃 どうして 犯人で ない のか" について は、 触れないで ほしい。 その 
事に ついて、 どうして？ と 聞く の も 無しで。」 

「あなたが 犯人で ない と 示せるなら、 それにつ いては 忘れます。」 

「 . ありがとう。 ではつ いてきて。 ここで 話す より、 実際に その 場所で 説明した 方 

が 早い と 思う から。」 

そう 言う と、 佐 藤は 校舎の 方へ 向い 出した。 僕らに もつ いて 来る よう 言う。 

きっと プレハブ 校舎へ 行く のだろう と 思っ ていたが、 佐 藤は 昇降口に 入る と 上履きに 履 
き 替えた。 その 時点で、 籠が 僕らを どこへ 案内す るの かわからず、 僕らは 顔を 見合わせ 
る だけ だつ た…。 

放課後の 校内は 無人の ように 静かだった。… 聞こえる のは 激しい 雨の 音と、 時た ま 混じ 

る 遠雷の 音 だけ。 . 蛍光灯で 照らされて いるは ずの 廊下が、 いつもよりず っと 薄暗く 感 

じられ た。 


. 屋上まで 行こうと いうの か。 

三階から 屋上へ 上がる 階段は 立入禁止と なって いる。 そう 書かれた 紙が スズ ラン テー。 フ 
で 張られた 柵に ぶら下げられて いた。 

佐 藤は 躊躇な くそれ を 潜り、 僕らに ついて 来る ように 言う。 

三階までの 階段は、 毎日 生徒が 清掃を している の だから 綺麗だった が、 三階から 屋上に 
至る 階段には 清掃の 割り振りが なく、 同じ 階段の 延長とは 思えない くらいに 汚れて いた。 

「 . まさ 力 佐 藤の やつ、 . 余計な 秘密を 知った 俺たち を 屋上から 突き落として 殺そう 

というつ もり じ や… 〇 一 

「じよ、 上等 だぜ 、舐め や がって…”：」 

「こっち は 三人 だよ。 そんなつ もり じ ゃない はず だ OI 

「じゃあ ひよ っと して …… 全て 打ち明けた 後、 飛び降りて 自殺す るつ もり だと か…〇一 

_ . そんな ことを 考えて るとは 思えない な 〇  I 

佐 藤に そういうつ もりが あるよう には 見えな かっ t。 

自分が 犯人では ない と 証明す るた めに 僕らを 誘っ ている の だ。 それに、.： もし 佐— そ 
っいう つもりが あったら、 そういう 緊張 感や 殺気の ような ものが 辭み 出て いるは ず だ。 

今の 佐 藤 S— 種の 覚悟は 感じられた が— 猫を 嚙 むような 雲 i じられ ない。 


…だ から 僕には ついてい っても 大丈夫 だと 感じられた の だ。 

「屋上への 階段は 立入禁止です よね…？ いいんです か、 勝手に 入っ ちゃっても。」 

「大丈夫よ。 ここの 階段は 特別 教室の 並び だから、 三階には ほとんど人が いない。 だから 
誰に も 見られずに 屋上に 上がれる の。」 

「 …… あぁ、 そう 言えば、 煙草を 吸う 不良が 一時期、 屋上 階の 踊り場を 溜まり場に してい 
たらしい ぜ。」 

「あれ、 でも それって バレたん だよ な。 それで それ 以降、 屋上 だけでなく、 屋上への 階段 
も 含めて 立入禁止に なったん じ ゃなかった っけ…？」 

僕らの そういう 話が 佐 藤に も 聞こえたら しい。 

「 . そうよ。 煙草を 吸う 生徒が 隠れ家に していた ことが 昔に あった んで 、ここには 今で 

も 定期的に 先生が 見回りに 来て るの。 だからもう、 ここに やってくる 生徒は 本当にい ない 
.わ 0 」 

そんな、 誰も 近付く 者の ない 階段を、 躊躇な く 上って いく 佐 藤と、 あとに 続いて 上る 僕 
ら。… やがてす ぐ 屋上 階の 踊り場と、 屋上へ 出る ための ガラス戸が 見えて きた。 

ガラスの 引き戸には 張り紙が されて いた。 

〃生徒の 屋上への 出入りを 禁ず！ 第二 鹿 骨 中学校 生徒会" 

一 こが 左 藤は 何の ss it いもな く、 鍵を 開ける と 屋上への ガラス戸を 開ける。 外気が 一気に 


流れ込んで きた。 

緑色に コ ー テ ィングされ た 屋上は、 水が 染み こまない 分、 校庭よりも 一層 雨が 強く 叩き 
つけられて いるよう に 感じられた。 

そう 言えば 僕らは、 傘を 昇降口の 傘 入れに 置いて きた。 こんな 雨では、 傘がなければ と 
て も 屋上には 出られない はず だ。 

だが 佐 藤は 特に 気にする 様子 もな く、 ガラス戸を 抜け 屋上へ 出た。 

…い や、 屋上へ 出た という 表現は あまり 適切では ない。 

屋上へは 出た が、 この 階段 室の 外壁に 沿うよう に 壁 伝いで 歩き 始めた の だ。 

「 …… なるほどな。 結構、 屋根が 張り出して るんだ な。… 傘がなくても 出られる わけ だ。- 

「こつち よ 0 」 

佐 藤が 誘う。 どうやら 階段 室の 裏側へ 行こうと する ようだった。 

「行って みよう。」 

僕が 先に 出て、 壁 伝いに 階段 室を 回り こむ。 

想像して いたより 雨粒の 跳ね返りが 強く、 頭 こそ 濡れない が、 長居 すれば 足が ずぶ濡れ 
になる だろう。 

だが、 階段 室を ぐるつ と 回り こむ と、 そんな ことは まつた くな くな つた。 

どうやら 風向きの 関係ら しい。 目の前の 屋上は 雨が 激しく 叩きつ けて いるのに、 こうし 


183 


て 階段 室の 壁に ぴったりと 背を つけて いれば、 まった く 濡れたり しなかった。 

「 . ぐ . . 。こり や 乙な ところ も あつた もんだ な…。」 

「しかも 裏側 だから 死角 だし。 . なるほどな、 不良が 隠れて 煙草を 吸う にはちよう どい 

い 場所 だぜ。 」 

ちよっ とした 隠れ家 感覚に、 博 之 も亨も 面白がっ ていた。 

「いい 場所です ね。 . つまり ここが、 佐 藤さん の 隠れ家と いう ことです ね？ 立ち入 

りが 禁止され ている 場所 だから、 昼休みに ここにいた と 言えな かった わけです か。」 

r . 女の子には 一人に なれる 時間が 欲しい こと も あるの よ。」 

「それは プ ラ ^/ ベー トの 問題です からね。 問いません。」 

「ありが と。 . 宮島 くんは やさしい ね。」 

しばらくの 間、 僕ら 四 人は 沈黙し、 この 死角 的な 隠れ家の 空気を 満喫しながら、 屋上に 
叩きつ ける 雨を 眺めて 過ごして いた…。 

やがて、 焦れた のか 博 之が 口を 開く。 

「でもよ 佐 藤。 お前は さっき、 証拠が あるって 言わなかった かよ。」 

「 …… 言った わよ。 まぁ 証拠と 言っても、 あの 日 あの 時刻の 日付の 入った 証拠 写真が ある 
わけ じ ゃない。 もう 少し 状況証拠 っぽい 曖昧な ものなん だけどね。 でも、 それでも 充分に 
脱 明で きる と 思う 〇」 
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「… 状況証拠って 何 だ？」 

「直接的な 証拠 じ ゃなく、 間接的な 証拠と いう 意味 だよ。… 効力は 直接 証拠に 劣る けど、 

内容に よっ ては 同じく らいの 力を 持つ こと も ある 0 」 

「おお ぉ、 さすが 刑事の 甥… 0 」 

「そうなん だ？  I 
I . えぇ、… まぁ OJ 

「なるほどね。 宮島 くんの 一家は こういう のが 得意な 家系な のね。 納得す る わ。 

. じ ゃ、 私の 状況証拠 もより 理解して くれる かもしれ ない 0 」 

佐 藤は 少し 歩いて 立ち 位置を 変えた。 

「ここが あの 当日、 私が 居た 場所よ 0 」 

「はぃ 0 」 

「ここで、 私から クィズが あるから、 みんなに 答えて ほしいの よ 0 」 

r . ?」 

この 期に 及んで まだ 煙に 巻く 気 か…？ 博 之と 亨が 再び 顔を 見合わせる。 

「今回の 田 無さん の 事故、 本当に 気の毒よ ね。 . ただ 落ちる だけなら まだし も、… 不幸 

な ことに、 埋まって いた シャベルの せいで 意識不明にまで なって しまう なんて 0 」 

. あの シャベルに 関して だけは、 恐らく 犯人が 仕掛けた ものでは ない はずな の だ。 


あの 外 階段の 踊り場から、 正確に あの 場所に 突き落とす なんて 真似が できる わけがない。 
明確な 殺意が あったら、 そんな 成功率の 低い 方法には 訴えない。 もっと 確実性の 高い 方法 
で 突き落とした はず だ。 例えば、 二階と 言わず、 屋上から 突き落とす とか。 

「意識不明っ ていう のは どういう こと だと 思う？」 
r …… ずっと 眠っ たままで、 起きない 状態…？」 

「そう。 という ことは、 どういう こと？」 

何を 聞かれて いるの かわからず、 博 之と 亨は 腕を 組む…。 

その時、僕の頭に何かが_ぐ . 。それは . ものすごい 初歩の 初歩だった。 そんな 

の、 どんな 事件だろう と 事故だろう と、 一番 最初に 考えなければ ならない 問題 だっ たじ ゃ 
ないか . n 

r . わかりました。… つまり、 . 転落して 意識を 失っ た 田 無さん は、 自力では 

助けを 呼べな かった という ことです。」 

「… ははは、 そり ゃそう だろ。 だって 意識不明なん だから。」 

「じゃあ、 誰が 意識不明に なって 横たわる 田 無を 発見し たんだよ！」 

r . え？」 

そうなん だ。 僕らは あの 日、 野次馬に 交じって 廊下の 窓に 群がり、 みんなで プレハブ 校 
舍を 見た。 そして 外墙 段の 方に 向っ ていく 先生たち を 見て、 そこで 何 かが あった ことを 知 
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った。 でも、 何が あったの かは 誰に も わからな かつた じ やない か。 木立が 邪魔で、 プレハ 
ブ 校舎の 外 階段は 誰に も 見えなかった んだ！ 

プレハブ 校舎の 外 階段は 木立に 囲まれ、 一階から 三階まで、 校舎の どの 窓から も 窺ぅ こ 
とがで きない。 という ことは、 校舎に いた 人間には、 転落して 意識を 失つ た 田 無を 発見で 
きたは ずがない の だ。 

「今日 ほどでは ない にしても。 あんな 雨の 中、 わざわざ 立入禁止の プレハブ 校舎に 近付く 
者は いない…。 だから 第一 発見者は 誰なん だつ てこと にな るんだ よ… 0 」 


な、… なるほど . 。じ や あ . 第一 発見者つ て… 一体… 


「それが 私な のよ。」 


「ええ ッ !? ど、 . どういう ことなんだ よ !? つまり それっ て、 お前が あの 昼休みに、 

プレハブ 校舎に いたっ てこと なのかよ !? 」 

「違う わ。 校舎に いながら、 田 無さん が 転落す るのを 見た という ことよ 0 」 

「そんなは ずは ないだ ろッ !? だって、 外 階段は 木立で 囲まれて るから、 校舎の どの 窓 か 
らも 見えない はず - 」 

もう、 それ 以上を 佐 藤が 言わなくても 充分 わかって いた。 

そうさ 。三階までの 窓からは 見えない。 …… でも、 屋上からは 見えた の だ…。 

佐 藤は 僕 だけが 気付いた ことを 察する と、 当日 彼女が 立っ ていたと いう 立ち 位置を 僕に 


譲った。 

r . 確かに、 . 見える。」 

木立の K 越しに だが、 校舎の どの 窓から 見る よりもは っきり と プレハブ 校舎 外 階段と そ 
の 周りを 見る ことができた。 あの 日の 雨は 今日よりも 弱かった はず だから、 よりはっ きり 
と 見えた はず だ。 

r . 認めざる を 得ない。 確かに この 場所から なら、 雨の 中に 出る ことなく、 校舎 内で 唯 

一、 田 無さん が 倒れて いたのを 見つける ことができる…。」 

「これが 私の 状況証拠よ 0 . それが 噓だ といぅなら、 あの 雨の 中に プレハブ 校舎へ 

行って、 禺然 、倒れて いる 田 無さん を 見つけた といぅ 人間を 探して ちよぅ だい。 でも それ 
って、 その 人が 怪しい といぅ 意味 だと 思ぅ けどね。」 

「 . では 佐 藤さん は、 ここで 田 無さん が 倒れて いるのを 知って、 先生に 知 

ら せた…？」 

「そぅよ。 . この 距離では 誰かは わからな かった けどね。 事故 だとい ぅことは わかっ た 

から、 1 てで 戻って 最初に 会った 先生に、 外 階段のと ころに 誰かが 倒れて いるって 伝え 
たゎ。伝えたのは理科の皆親先生。；疑ぅなら尾澤先生に聞いてみて。私から聞いて事故 
を 知っ たと きっと 証言して くれる と 思ぅ わ。」 

先生が 証言で きる とい  う  のに 勝る アリバィは 校内に 有り得ない。 . 図書室で 過ごした 


などと いう 曖昧な アリバィに 比べたら、 これは 歡松 ぞ った。 

「それで、 佐 藤さん は その後、 あそこで 田 無さん が 倒れて いたのを 発見す るには、 現場に 
居た 力、 立入禁止で あるは ずの 屋上に 居た かの どちら かし か 有り得ない ことに 気寸 き、 M 
一発 見者で ある こと も、 屋上に 居た という 事実 も 伏せなければ ならな か 

った^：。」 

「 . 校則 違反を わざわざ 自分から 打ち明ける 必要 もない と 思って。 

. 立入禁止の 場所に いた 時点で 身から 出た if というわけだけ どね… 0 」 


° 


佐 藤の 言い分に 不自然な 点はなかった。 


だま 


…も しこの 佐 藤と いう 子が、 真顔で 人を 騙せる 生まれつきの ぺ テン 師 でない 限り、 到 産 
噓を ついている とも ® えない…。 


かんば 


僕らは 佐 藤の、 図書室に いたと いぅ 噓は 看破で きたが、 . 田 無を 突き落とした 本当の 

犯人を 見つける ことは できな かつた の だ . 〇 


r 


. すみません、 佐 藤さん。 疑ぅ わけでは ない のです が、 一応 質問 させて ください。- 

「どぅぞ^ :  〇  I 

本当に 佐 藤が 第一 発見者なら、 真犯人に 通じる 何 かの ヒントを 持っ ている かもしれ ない 

の だ。 唯一の 容疑者だった 佐 藤を 失った 僕らは へこたれず、 次への 情報を 探さなければ な 
らな い…。 


「失礼です が、 …… 佐 藤さん は 視力は おいく つです か？」 

「一 •二と  一 •〇 。そんなに 悪い 方 だとは 思わない けど。」 

r . ここから 田 無さん が 倒れて いた 場所は 近くありません。 あの 場所に 田 無さん が 倒 

れて いたのを 発見で きた ことに 不自然 さを 覚えない こと もありません。」 

この 距離で 木立の 枝 越し。 それ も 降雨の 中 だ。 そんな 中、 身動きせずに 地面に 横たわる 
田 無を 発見で きたと いぅのは、 少し 無理な 話に も 聞こえた からだ。 

「実は 私。 . 田 無さん が 落ちる ところを 見て いるの。」 

「え . ッ”こ 

それは 意外な 発言だった。 田 無が 転落す る 瞬間を 見て いたと いうなら …… 、言うなら 


「もちろん、 この 距離よ。 外 階段の 踊り場に 田 無さん がいる 時は 気付かな かった と 思う。 

でも、 転落す る 時に 存在に 気付いた の。 . ほら、 止まって いるものには 気付きに くいけ 

ど、 動く ものって 気付き やすい ものよ ね？ 踊り場に 立って いた 時は 気付けな かった けど、 
転落す る 瞬間に 気が付けた。」 

「た、 W かに . . でも、 そうだと いう ことは…、 佐 藤さん は 田 無さん が 転落す る 一部 

始終を 見て いると いう ことになります よ…！ なら… 見て な いんです かッ !? ” 誰が 田 無 さ 
んを突 き 落とした のかを” こ 


なんて 話を、 確信 もな く 先生には 伝えられない の だから。 

だつ たなら、 誰が 突き落とした のか。 いやいや、 その 瞬間を 見て いなくても いい。 誰か 
が 現場から 逃げ去る のを 目撃して いるは ずな の だ… n: 

僕ら 全員が 佐 藤の 次の 言葉を 待つ。 

だが、 佐 藤は 遠雷に 耳を 傾ける ような、 遠い 目を する ばかりで、 僕らが 期待す るよう な 

ことを 口にして はくれ なかつ た。 

「 . 見て いない、 もしくは よく 覚えて いないと いう ことです か…？  I 

_  . ねぇ、 宮島 くん。 . 私、 自分で 見た ものが、 . 信用で きな 

いの。」 

r …見 たもの が 信用で きないとは、 . どういう 意味です か？ - 

「君たち はもち ろん 知つ てるよね？ … 『お 骨サ マの 呪い』 の 話は。」 

「 . 今や 校内で 知らない 人は いないと 思います 0 」 

「田 無さん は 『お 骨サ マ』 に 呪われて、 その 呪いを 受けて いた…。」 

「そうです ね。… そういう ことにされて、 みんなから イジ メを 受けて いました 0 」 

「そうね。 私 もそう だと 信じて る わ。 たくさんの 悪戯が 田 無さん にされ た。 それらの 全て 
の 犯人が 誰 だかまでは 知り 得ない けど、 どれ も 誰かの ttL _ たった と fc  C る。 | 


「… そぅでし ょぅね。 誰もが 田 無さん をスケ ー プゴ ー ト にして 苛めた。 . それが 『お 

骨サ マの 呪い』 の 実態です から。」 

「ねぇ、 知って る？ 田 無さん が 受けて いた 悪戯の 中には、 誰かの 仕業では ない、 本当に 
本当の 『お 骨サ マの 呪い』 が 混じつ ていた …… 、という 話。」 


その 噂は 確かに 当時、 聞いて いた。 

僕が 聞いた 話は、 誰も 触れて いないは ずの カバンの 中から 骨が たくさん… という 話 だっ 
たろう か。 

「ええ、 その 手の 話が いくつか あるのは 知っています。 僕は カバンの 話く らいし かよく 知 
りません が。」 

「カバンの 話？ 誰も 触れて いないは ずの カバンを 二 時間 目の 終わりに 引っくり返 してみ 
たら 骨が ザ ラ ザ ラと 出て きたと いう 話？」 

「はい、 まさに その 話です。 本当に カバンに 誰も 細工が できな かった のかと いう 点で 疑問 
は 残ります し。 それを ずっと 見て いた 人物に ついても 疑問が 残る 話です。」 

「その、 ずっと カバンを 見て いた 人物が 私な の。」 

r . え !? :」 

佐 藤から こ ^ m 上、 驚かされる 話が あると 思っ てな かった 僕らは、 本当に 虚を 突かれて 


i 私の 席は 田 無さん の 席の 右 後ろに el 馬 飛びした ところに あるの。… あ、 B 組は 今の 席 
順は くじ 引きで 決まっ てるから、 男女の 列が 偶数 列 奇数 列と 決まっ てる わけ じ ゃない のよ 0 」 

「佐 藤さん の 席が、 田 無さん の 席を 一望で きる 場所に ある ことは わかりました。 . そて 

で？」 

「 . だから 本当な のよ。」 

「何が です か。」 

「 . 私は 自分が 見た ままの 話を している L_° 

「見た ままとは、… 何です か 0 」 

「本当に、 . 田 無さん の カバンに 誰も 触れて いないのを 私は ずっと 見て た n:」 

その 頃は、 もうと っくに 田 無は スケ ー プゴ ー トだ った。 

最初の 内 こそ、 佐 藤の グルー プが 主導と なって 悪戯を していた ようだった が、 やがて ク 
ラス 中が やる ようになっ たので、 さすがに 佐 藤は やり 過ぎ かと 思い、 自分は 手を 引き、 也 
の 人が 仕掛ける 悪戯を 眺めて 笑って いたの だとい う。 

カバン や 席な どに 悪戯を される ことは 本当に 多かった ため、 その 頃の 田 無は 一日中、 自 
分の 席を 離れる ことは なかっ た。 

佐 藤 も、 守りが 堅くな ったなと 他人 事の ように 見て て S って ハた。 


そんな 田 無の 守りを 破り、 悪戯を 成し遂げよう とする 悪戯者た ちが 多かった から、 佐 藤 
は それを 眺めて いる だけで 充分 面白かった の だ。 

そして、 今日は 誰も 田 無の 席に まだ 仕掛けて いないな、 と 思って いた 中で、 その 事件は 

起こっ たの だ。 

「だ ッ n: 誰な のッ !? !? 誰がこんなことをしたのッ !!! 」 

田 無が 突然、 ヒステリックに 叫び 席を 立ち上がっ た。 皆が 何事 かと 注目す ると、 田 無が 
わな わなと 震えながら、 カバンを 逆さに しその 中身を 机の 上に ぶちまけて 見せた の だ…。 

力、、、 \ の 中からは 十本 以上 もの 骨が ざらざらと こぼれ 出る。 それは 異様な 光景だった。 
クラス 中の 誰し もが、 あぁ、 また どこかの 悪戯者が やった なと、 同情の ふりを しながら 

笑った。 

それは 田 無 も 同じだった。 あれ だけ 注意 深く 席を 守っ ていたのに、 また やられた と 怒り 
心頭だった 0. どこの 悪戯者が やった のかと 身近な 人間に 次々 と嚙み 付いていっ た…。 

でも、 . 佐 藤 だけは 全部 見て いた。 

カバンには、 本当に 朝から 誰も 触れて はいなかった の だ。 誰も カバンの 中に 骨を 放り こ 
めた はずがない！ 

「 . ド證觀 だけど、 とても 齡 ft? だった わ。 . 田 無さん _身 は、 クラスの 誰か 

o-B m K: 違いない と 信じて たんだから。 ちよっ とで も 笑うよう な 素振りを 見せる 子が いる 
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と、 胸倉を 掴み あげて、 あんた が やった のか、 あんた じ ゃない のかと 詰め寄っ ていた もの。 

. でも、 私 だけは 知っていた の。 クラスの 誰の 仕業で もない ことを、 私 だけが 知っ 

ていたの ッ” ：」 

「そんな 馬鹿な…。 じ ゃ あ、… 本当に 『お 骨サ マの 呪い』 が 存在す るっ てこと なのかよ !? 」 

「 . いや、 もし それが 本当なら、 . いや そんな 馬鹿な。 . そうだ、 

田 無さん の 自作 自演 という ことは 考えられません か？」 

誰に も 骨を 放り込む 機会が なかっ たなら、 最初から カバンに 骨が 入っ ていたと 考える の 
が 妥当 だ。 つまり、 田 無は カバンに 教科書と 一緒に、 骨を 詰めて 登校して きた…！ これ 
は 田 無が 自宅に 侵入され たという 事件を 聞いた 時、 一度は 考えた 推理だった。 

「もちろん、 私 も それを 疑いは したわ。 でも、 どうして そんな ことを する のかが 理解で き 
ない。 田 無さん がそん な ことを して どんな メリットが あるの か 理解で きないの！」 

まった く 佐 藤の 言う とおり。… 理解 不能だった。 

田 無 も、 自分が 受けて いる ィジ メは 自分を 特定した ィジ メで なく、 「お 骨サ マの 呪い-の 
たまたま スケ ープゴ ートに 選ばれて しまった からだと わかっ ていたは ず だ。 

だから、 じっと 堪えて、 悪戯が 下火にな るのを 待てば、 自然と 「呪い」 の 対象からは 逃 
れられ たはず なの だ。 

それな のに、 わざわざ 自作 自演 をして 自分が 未だ 苛められて いるよう に 振る舞い、 その 


結果、 それが 呼び水と なって ますますに 悪戯と イジ メを 呼び込んで しまって いる。 自分 か 
ら イジ メが 長期 化する ように 仕組んで いたなん て ありえる だろう か？ それは 到底、 理解 

できない こと だつ た。 

「手品の 仕掛けと しては、 田 無さん の 自作 _演 はもっ とも 説明で きる 答えでは あるけれ ど。 
. どう 考えても 何度 考えても、 田 無さん が 自分から イジ メが 長期 化する ように 振る舞う 

理由がない . 。」 

「 . そうな の。 だから これは、 田 無さん の 自作 自演 とは 到底 考えられない。 誰の 仕業 

にしても、 イジ メが 長続きす る ことを 目的と した 悪意が あるの よ n」 

「そして、 その 悪意の ある 何者かは、 . カバンに 触れる ことなく、 骨を 詰め込む こ 

とがで きる 力が あるつ てこと なんです か . ？」 

. 自分で 言って いて、 何を 言って いるか わからない。 . でも、 それは、 一度は 否定 

した 妄想を 再び 認めなくて はならない という こと…。 

「だから 私、 . 本当に 『お 骨サ マの 呪い』 だっ たんじ やない かって 信じ てるのよ ッ ”こ 

r …… ば、 …… ばかな . 。」 

f 懸」 一 一 S と 笑い 捨てたい 博 之と 亨だ ったが、 言葉に 強さは まったくなかった。 

「そ ^ で 私、… 田 無さん が 転落した ところを 見た と 言つ た わね。 . もちろん 見た わよ。 

133 無さん が 不思賺 な 落ち 方を する のを 見た のよ。」 
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落ち 方 

「雨で 滑って、 そのまま 落ちた とか、 そういう 落ち 方 じ やな かった。 
思議な 落ち 方だった。 まるで、… 飛ぶ ょうだった 0 」 

「 . 飛ぶ？」 

「そうよ。.：. 


本当に、 不 


. まるで、 いないは ずの 誰かに 突き落とされる よぅな 0 」 

「いないは ずの 誰か？ 待つ てくだ さい、 じゃあ 田 無さん を 突き落とした のは . 、」 

「見えない 何 か だつ た ツ”： だつ て 私、 じつと 見た。 一瞬、 何が 起こつ たの かわから なく 
て、 食い入る ように 何度も 見直した わ。 でも、 あそこに 田 無さん 以外の 姿はなかった 。だ 
から 誰かが 立ち去つ たりは しな かつた し 逃げ出したり もしな かつた。 田 無さん は、 誰も ( 
ない はずな のに 突き落とされた のよ… n」 


r 


“」 


… 僕らの 誰もが、 そんな 馬鹿な と 思った。 

でも、 佐 藤が 自分の 見た ままの 真実を 言っ ている こと だけは 誰も 疑わない 。本当の こと 
を 口にする とき 以外、 決して 宿らぬ 気迫が 込められて いたから だ。 

佐藤理 恵は 見た ままを 言っ ている の だ。 

田 無 美 代 子は たった 一人で 外 階段の 踊り場に いて、 見ぇない 誰か に 突き落 
とされた の だ…！ 


r . し、 . 信じられない。」 

「あるいは、 …… これ も 自作 自演 なの？」 

それは 皮肉め いた 言い方では なく、 …… 佐 藤 自身が、 自分の 話した ことに 対し、 意見を 
求めて いるの だ。 

r …… 雨の 日に わざわざ 立入禁止の プレハブ 校舎まで やって来て、 二階の 踊り場から 飛び 

降りる。 . その 目的 も 意味 も わかりません。 もし 自作 自演 なら、 この 行為で 得る 田 

無さん なりの メリットが あったは ず。」 

確かに 二階と いう 高さは 微妙 だ。 三階 以上なら どうなる かわからない が、 二階から なら、 
よっぽどの ことがない 限り 命に 別状は ない はず だ。 田 無が 自分の 意志で 飛び降り たと 言え 
なく もない。 

でも、 やっぱり わからない。 何が 目的な のか わからない。 

「飛び降りれば 泥 まみれ。 運が 悪ければ 捻挫す るく らいは あるか もしれ ない。 それを 承知 
の 上で、 雨の 昼休みに 飛び降りる ことで どんな メリットが あると 言 
うんだろう . ？」 

r . ねえよ。 そんな 馬鹿な ことを する 意味なん か ある わけが ねえ。」 

博 之が 応える。 その 表情は どことなく 生気がない。 理解で きない 何 かを 受け入れな けれ 
ばなら ない 奇妙な 感覚が 背筋を 上っ ている に 違いな かった。 
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「俺 も 有り得ね えと 思う ぜ 。あの 雨の 中、 あんな 場所に 一人で のこのこと 出掛ける 理由が 
全然 わからね ぇよ…。」 

「私 も わからない わ。 . 誰かに 手紙で 呼び出された とか、 そういう ことで もない 限り、 

あんな 場所を わざわざ 訪れない。 …… 警察の 捜査で、 田 無さん を あそこへ 呼び出した らし 
い メモと かは 発見され てるの？ 刑事の 甥の 宮島 くん？」 

「 . 聞いて ない。 優 花 おばさんは 手掛かりは ゼロ だと 言っ てた。」 

田 無からの 角度では 一切 手掛かりがない と 断言して いた。… だから、 事件から 遠く 離れ 
ている 黒板 落書き 事件に 遡ろう なんて 話に なって いるの だ…。 

「そう。 . 警察なら もっと 真犯人の 手掛かりを 得て いるん じ やない かと 思っ てた けど。 

. やっぱり 何の 手掛かり もな しか。 …… 仕方ない わよ ね。… だって、 見えない 誰かが 犯 

人 かもしれ な いんだから 0 」 

佐 藤は 少し 肩を 落とす。 …… せめて 何 か 犯人の 手掛かりが あったなら、 自身が 認め かか 
ってい る 不気味な 存在を 否定で きたの だから。 

「 . 佐 藤は 今でも、 …… 田 無の こと、 本当に 『お 骨サ マの 呪い』 だ 

って 信じて るの か…？- 
「えぇ 0 」 

きっぱりと 言い切っ た。 


…田 無と もっとも 仲が 悪く、 一時期は 直接 苛める グル ープ のリ ー ダー 格だった 佐 藤が 
はつ きりとそう だと 認めた . 。 

「私ね、 不謹慎な 話なん だけど。 . 田 無さん の 意識が 戻る のが 怖い の。」 

「 . どうして？」 

r a ては、 田 無さん が一 人で 落ちた ように 見えても、」 

遠雷の 低い 音が 響き渡る …… 。 

「田 無 サン ダケ ニ ハ 自分 ヲ突キ 落 トシ タ 相手 ガ 何者 力、 見エ ティ タヨ ゥナ 気ガシ テ。」 
もし、 田 無の 意識が 戻つ たと して。 

その 田 無が こんな ことを 言い出したら . 。 

"私 ハ、 髑髏 ノ 仮面 ヲ付 ケタて るて る 坊主 二 突キ落 トサ レ マシタ。" 

警察 や 病院は、 頭を 打った 時に 記憶が 混乱した に違いないと 笑う のだろう か。 

e も、 佐 藤と、 佐 藤に 真相を 聞いた 僕らには もはや 笑う ことは できない の だ . 。 

「 . じゃあ 私、 もう 行く ね。 親が 心配す るから。」 

「うん。 . 本当の ことを 教えて くれて ありがとう。」 

「私が ここにいた のは 内緒よ。 約束 だからね。」 


「約束す るよ。 I 


「 . じ や あね。 お 互い、 二度と 会いたくない わ。」 

「気をつけて 帰つ てくだ さい。 校内、 滑ります ょ。| 


そうよ ね。 私が 昇降口に 戻る 途中、 


も 折つ たなら、 


階段から 滑って 転げ落ちて、 首の 骨で 


大変な ことになるだろう から 0 」 


… 小枝を 何 本 も 束ねて へし 折った ような 音が してから、 大きな S? 1 心。… 遠くから 徐 々に 
雷が 近付いて いるよう だった。 

最後に 何 か 一言 言った ように も 見えた が、 雷鳴に 消されて それは 聞き取れなかった…。 
そして、 まるで 最初から いなかった かの ように 佐 藤の 姿 だけが 消え、 僕らは 雨の 屋上に 
残される。 


もうこの 事件は、 何が 阿やら わからな かつた。 


僕らは 佐 藤に 騙されて はいない。 佐 藤は 観念して 本当の ことを 全て * L つた。 

そして、 本当の ことを 知つ ている はずの 田 無は、 未だ 意識が 戻らず 真実を 語る ことが 出 
来ずに いる。 

田 無は、 誰に 何のた めにあの 場所に 呼び出された のか。 

そして、 転落す る 瞬間に、 何を 見た のか。 

それ ^ 明らかになろぅと、 ならな かろぅと。 


僕らには この 事件を、 「お 骨サ マの 呪い」 と 形容す る 以上の， 何も 出来ない の だ . 〇 

雨は もう ±^ 桃 りと 言っても よかった。 視界が さらに 悪くな り、 田 無の 転落 現場は よく 
見えな くな っていた。 

もし あの 日 もこん な 降りだった なら、 佐 藤は 田 無の 転落を 知る ことは なく、 意識を 失っ 
た 田 無は、 きっと 簡単には 発見され なかっ ただろう。 

そう 考える と、 . まるで 佐 藤と いう 証人に 一人 だけ、 「お 骨サ マの 呪い」 が 証明 出来 

るよう、 雨を 弱めた ように すら 思える。 

…博之 も亨も 言葉を 失っ たま まだ。 

僕らは 「お 骨サ マの 呪い」 を 生み出した。 そしてとうと うその 呪いは、 本当の 呪いに 昇 
華され ようとして いる。 

もはや 二度と 低俗な ィジ メの 切っ 掛けには 使われないだろう。 

だって、 本当の 呪いに なって しまったん だから。 

僕らが ヤツに 姿を 与えな かった としても。 . ヤツは クラスの 誰かの 描いた 落書きから、 

髑髏の 面に テル テル 坊主と いう 姿を 得て しまった。 

そいつは この 学校に 永遠に 住み 続け、 生贄を 求め 続ける のだろう…。 

博 之が、 もう 帰ろう ぜと 言い出す まで、 僕らは ただただ 雨が 叩きつ ける 屋上を 見て いる 
ことし か出来な かつた …… 。 


0 して 降りる 齓蟛 

今夜の 夕食には 優 花 おばさんの 姿 も あった。 

おばさんは 相変わらず 元気 仏 繼だ が、 薄っ すらと S の 下に クマが 出来て いるよう に 見え 

た。 . きっと 捜査が 思わし くないの だろう。 

下着の 替えを 取りに 来て、 ついでに 夕食 も 一緒にと いう ことら しかった。 という ことは 
食事が 終わっ たらす ぐ署に 戻る と  いう こと ^ ^:。 

両親は おばさんを 気遣っ てな のか、 事件の 話には 触れない ようにして いる。 

でも 僕は 逆で、 …… 事件の 捜査が 今 どういう 風に なって いるか 聞きたくて しょうがな か 

った。 

食事が 終わった 後、 おばさんは 二階の 自室に 戻った。 僕は それを 追い、 話しかける。 
「あの、 . 優 花 おばさん。」 

「ん ！  ？ どうしたの 友宏 くん。… ひょっとして 何 か 事件に ついて 有力な 情報で も ある 

の !? 」 

「 …… という ことは、 …… 例の 事件は 何も 進展は ない という ことです か…？」 

「あはは ははは は…。 ん - 、警察は がんばっ  てるよ 一 0 j 


* 張つ てるけ ど 進展な しとい うこと だろう…。 

「学校では、… 警察が これ だけ 調べて るのに 未だ 事件が 解決し ない という ことは、 …… 本 
当に 『お 骨サ マの 呪い』 なんじ ゃない かって 噂され てます。」 

「私 もそう いう 話を 聞いて るね ぇ。 あれで しよ？ 田 無さん への ィジ メの 中には、 明らか 
に 人間の ものとは 思えない ものが 含まれて いた、 という やつでし よ？」 
r …… はい。」 

「大丈夫 だよ、 安心し なって！ 呪いなん て そんな もの ある わけがない。 おばさんが きっ 
ちり 『お 骨サ マ』 の 化けの皮を 剝い でみせる から、 待って なって！」 

そう 言って、 勇気付ける ように 僕の 肩を 強く 叩く のだった。 

おばさんの 元気な 様子を 見て いると、 佐 藤に 聞かされた あの 気味の 悪い 話 も、 実は 真顔 
の 佐 藤に いいようにから かわれた のでは ないかと いう 気にすら なる。 

でも、 . おばさんは 安心し ろの 一点張りで、 何も 具体的な 捜査の 進展に ついては 触れ 

ていない。 . 無責任に 言っ ている だけで、 何も 真実を 暴けて などい ない の だ…。 

「優 花 おばさん。」 

「な 一に一 ？」 

おばさんは 時間がない らしく、 荷造りを しながら 返事を した。 

「兄い つて、 . 本当に あると 思います か？」 
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おばさんは 以前、 呪いは 受け手の 問題 だと 言った。 

同じ 雨が 降っても、 信じる 人は それを 呪いだ と 思う。 信じない 人は いいお 船り だと S う。 
コ ー ラの 空き瓶の ような もの だと 例えた。 

「 …… そういう 受け手の 問題 じ やなくて。 本当に 純粋に、 . 呪いと かって、 あると 

思います か . ？  I 

おばさんは 荷造りの 手を 止めず、 少しの 間、 沈黙して から 返事を した。 

「うん。 . あると ® うよ一  〇」 

「 . 0 」 

「おまじない って、 どうして 効果が あると 思う？ まった く 同じ 努力を した 人が 二\ (て 

も、 おまじないを している 人の 方が 明らかに 違いが 出る。 これは スポ ーツの 実験で 証明 さ 
れて いる ことなの 0 」 

「それは つまり、 …… 精神的な 問題です か？」 

「そうだね。 ス ポーッ というのは、 肉体 も 大事 だけど、 精神 もとても 重要な の。 充分な 肉 
体が あっても、 精神が 弱かったら 記録には 結びつかない。 むしろ、 肉体が 不十分であって 
も 精神が 充実して いれば、 好 記録に 結びつく 可能性が高い。 これは フルマラソンなん かで 
よく 言われる 話ね。 友宏 くんは フルマラソンは 知っ てるで しよ？」 

「はい。 . 四士一  •一九 五 km 走る やつです よね。」 


「もし 友宏 くんが ス ポーツ 選手で、 この フルマラソンに 挑む としたら、 どぅいぅ 練習を す 


る？- 


… それは もちろん、 本番に 備えて、… う うん、 . 本番と 同じ 条件で 何度も 練習し 

ます。」 

「うん。 じ や あもう 一人、 友宏 くんと 同じ 体格の 子が いて、 友宏 くんと まった く 同じ 練習 
量だった としよう 〇友宏 くんが 走っ たのと 同じ 距離を その子 も 練習して いると 仮定して。 
さて、 大会 当日、 まったく 同じ 練習を したは ずな のに、 友宏 くんは わずかの 苦戦を 強いら 
れる 。どうして だと 思う？」 

「 . いえ、 わかりません。 同じ 練習 量なん です よね…？」 

「実は、 その子は 普段は 四十 二 •一九 五 km を 練習して いるんだ けど、 大会の 直前に 百 km を 
走って いたの。」 

「倍 以上の 距離、 です か …… ？ オーバ ーヮ ー ク でした っけ。 過剰な 練習は かえって 体を 
壊す と 聞いた ことがある ような…. 

「友宏 くん、 こう 考える の。 百 km を 完走した その子は、 当日 走る 四十 二 •一九 五 km を どう 
思う？ 自分が 走り 遂げた あの 距離の 半分に も 満たない って 思わない？」 


° 


° 


自分には 百 J を 走り 遂げた 実績が ある。 それから 見れば 当日の 距離な ど 大した ことは な 
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い。 だから 自分は 四十 二 •一九 五 km など、 物の 数では ない という 心の 強さになる 
「まあ、 フルマラソンの 正しい 練習 方法と いう 話じゃなくて、 陸上 一般に 言う 精神 論の 話 
ね。 普段、 オ ー バ丨 


7 


•ク 気味の 特訓に 耐えた 選手には 精神的な 自信が 宿る の。 他の 誰に 

\ 

も 成し遂げられない ハー ド トレ ー ニン ダに 自分は 打ち克つ た。 だから 誰に も 負ける わけが 


によ じつ 


ない といぅ 強い 自信。 そして それは、 如実に 記録に 出る ものな のょ。 だから スポ I ッの世 
界で は、 精神 面を 無視し ない。 あはは はは、 面白いで しょ。 肉体 ばかり 追求して そぅな ス 


おろ そ 


ポーツ が、 むしろ 精神を 疎かに しないなん て 0 」 


r 


それと おまじないに どんな 関係が… 


「おまじないは つまり 願掛けの ことなんだ けど。 それが 困難で あれば 困難で ある ほど、 自 
分は これほどまでの 困難に 打ち克つ 努力を したと いう 精神的な 強さが、 願掛けに 対し 宿ら 
ない？ 本気の 人間と やる 気のない 人間って、 一目で わかる でしよう 。そういう ものが 宿 
るの。 だから おまじないには、 人間の 精神 面を 増幅 させて、 目標を 達成す る 力を 曾す 確か 
な 効果が ある。」 


r 


つまり、 それが 受け手の 問題、 という ことです か…？」 


「そういう こと。 神社で 買える お守り だって 同じ だね。 例えば 合格祈願の お守り 。僕は 新 
年に お参りして 合格祈願の お守りを 自腹で 買って 来た。 だから 今後の 受験には 絶対 勝てる！ 
つて 思う 人は、 精神的な ところで きっと わずかの 有利を 得る はず だよ。 その 過程を 自分が 


苦労して いればい る ほど 効果的 だね。 ハー ド トレ ー ニン ダと 同じように。… 例えば、 伺 本 
も 電車を 乗り継いで、 遠くは る ばる 湯 島 天神まで 行って きたと か。」 

僕は、 合格を 祈願す るた め、 湯 島 天神までは る ばる 行っ てきた という、 自信。 

もちろん、 それだけで 合格な どで きる わけ もない の だが、 以後の 受験 勉強に さらにがん 
ばろうと いう 刷み にはなる はず だ。 きっと、 行かず K: ごろごろして いた 人間よりは、 精神 
的な 強さが 宿る に違いない…。 

「さて、 ここまでの 例は ポジ テ ィブな ケース 。これが 正反対になる と、 呪い や 祟りなん て 
ものが出て来る。例えば、 /\^ ,?^^神々というのは本来、基本的には祟るものなの。それ 
に 祟られたくない から お参りし てる わけなんだ よね。 もし、 しなくて はならない お参りを 
サボっ たら どうなる だろう？」 

「 . さっきの 、ハー ド トレ ー ニン グで 自信が つくのと 逆の こと… 0 」 

「そういう こと。 精神に 負の 力が 宿る こと も ある。 何を やっても うまく 行かない。 何が 起 
こっても 自分 だけ ツィて ない 気がする。 こういう 状態を 呪われて いると 言っ たの かもしれ 
ない ね。 そう 考えれば、 『呪い』 という 現象は 科学的に 存在が 立証で きている と 言えない こ 
ともない。… ちよっ と 暴論 だけどね え。 あはは はは。」 

「では 例えば . 、誰かを 呪いたい と、 本当に 強い 意志を ハード トレ ー ニン ダと 同じく 

らいに 本気で 宿らせたなら…。」 
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"田 無 美 代 子を 呪つ てくだ さい" 

一 うん。 . 呪いは 現実の ものと なると 思うよ。 その子は、 ある 人を 呪うた 〇 て、 相応 ワ 

努力を 払う。 そして、 自分は 相手を 呪うた めに これ だけの 努力を したんだ つてい う、 精神 
的 強さを 得る 01 


「丑の 劾 参りなん て あるで しょ？ あれ だって 七日 間 も 深夜に 儀式を 行なう という 努力を 
しなくて はならない。 その 七日 間の 苦労が、 さっきの フルマラソンで 言う ところの 百 km と 
同じ 力を 発揮す るっ てわけ。」 

狸 神社の 賽銭箱に 入れられて いた、 田 無を 呪う 手紙。 そして それに 同封され ていた 現金 
五 万円。 . これは どういう 意味が あるの か。 

「うん。 お 賽銭の 額 だって 近い 効果を 出す と 思うよ？ 額の 問題と いうよりは、 どれ だけ 
無理を して 捻出した かが ポィント だね。 要するに 払っ た 努力 や 苦労が 厳しければ 厳しい ほ 
ど 力を 得られる わけ だから さ。 よっぽど 洒落に ならない 額の お 賽銭を 入れ、 本気で 祈る 人 
には、 きつと 同じような 力が 宿る と 田 ^ うねえ 0 」 

よっぽど 洒落に ならない 額。 . バィトが できない 中学生に とって、 五 万 R なんて 


お金は 大金 だ。 書き入れ時の お年玉 だって、 そうそう 五 万円なん て 達しない。 

だから、 あの 五 万円と いう 額は、 お 賽銭と いう 形で しか 接触が できない 「お 骨サ マ」 へ 

の、 これ 以上ない くらいに 本気の 願掛けを 意味す るの だ . 。 

「何？  どうしたの？  ひよ つと して 女の子に 呪われる ような ことで もした の 一?」 

「え !? あ、 そんな ことないです よ…！」 

「あっは っは っは、 気をつけ なね一。 女は 呪う 生き物 だからね。 人間の 半分は 女で できて 

る。 という ことは つまり、 . こ の 世の 半分は 呪いが まか り 

通つ  w  るつ てこと、 忘れない 方が いいよ-。 あはは ははは ははは ははは ははは 


優 花 おばさんは、 そういう 話を する 間、 ついに 一度 も 僕を 振り返らな かった…。 

それは それで 何だか とても 薄気味悪い ことで、 …… もしお ばさん が 振り返っ たなら、 そ 

れが 僕の よく 知る やさしい 優 花 おばさんの 顔であって くれる のか、 わからなくて . 〇 

僕は おばさんの 背中を 見ながら、 金縛りに あったよう に 立ち尽くす しかな かった…。 

その 時、 玄関 前に ある 電話が すごい 音を立てて 鳴り 出した。 心臓が 飛び上がる。 

時計を 見れば、 もう 深夜の 十 時 だ。 普通の 電話 じ ゃない ことは 明白だった。 

おばさんは 荷造りを 止めて 立ち上がる。 . 自分への 電話 だと 確信して いるよう だっ た。 

階下では 、お母さんが 受話器を 取り 応対を している のが 聞こえた。 


「はい、 お待ち 下さい。 すぐ 代わり ますね。 . 優 花 さぁ〜 ん n: 同僚の 方から 電話です 

よ〜”：」 

「は - い”： あ、 ごめんね 友宏 くん！ また 今度 お話しし よう！」 

おばさんは それだけ 言う と、 ド タドタ と 階段を 駆け下りて いった。 僕 も それ 以上、 おば 
さんの 部屋に 留まる ことは できず、 廊下へ 出る。 階段の 下の 電話で、 お母さんから 受話器 
を 受け取っ ている のが 見えた。 

「ハィ もしもし、 宮島 でございます。 どうも お疲れ様です。 . えッ n:  本当で 

すか n: わかりました、 すぐ 田 無の 病院へ、… あ、 署で すね？  了解し ました！」 

え… !? 田 無の 病院 !? どういう ことだろう、 田 無の 身に 何 かあった のだろう か。 

「田 無は ホシの 名前を 言いました かッ n: . 佐藤理 恵、 …… それから、  〇  ••••••  7^ 

うん！  了解し ました n:  今から 向います nl 

おばさんは 受話器を 置く と、 文字通り 階段を 駆け上が ってき た。 すごい 形相だった。 僕 
は 慌てて 道を 空ける。 そして さっき 荷造りして いた ボストン バッグを 肩に 背負っ た。 

「おばさん、 今の 電話は !? 」 

「うん。 急 展開 だよ！ 田 無さん の 意識が 戻っ たって！ 田 無さん は 自分を 突き落とした 
ホシの 名を 言って る n: これで 一気に g みがつ くよ In:」 

おばさんは、 いよいよ だ！ と 叫びながら、 荒々 しく 階段を 駆け F りて C  く。 


. でも、 ちよっ と 待って ほしい。 . さっき おばさんは 電話で 佐藤理 恵って 言わな か 

った か…？ 

r . 、、こめん、 友宏 くん。 もしそう 聞こえたなら それは 気のせいつ てこと にして ね？ ま 

だ S さんが 犯人っ て 決まっ たわけ じ やな いん' たから。… じ や あ 行っ てきます！ あ、 姉 さ 
ん 、すみませんね . 。」 

お母さんが 何 か 菓子 箱の ような ものを 手渡して いた。 おばさんは それを ボストン バッグ 
に 突っ込み、 まるで 借り物 競走の ような 勢いで 表へ 駆け出して 行った…。 

. 佐藤理 恵が、… 犯人 だって…？ 

そんな 馬鹿な…。 司 姓 司 名の 別の 子の 話な のか…？ 

いや そんなは ずは ない。 佐藤理 恵と いったら B 組の あの 子 だ。 僕らに 屋上での 全てを 打 
ち 明けた あの 佐藤理 恵し かいない…！ 

彼女と 直接 話し、 本当に キナ 臭い 話を 腹を割って 話し合っ たから 僕には わかる。 

佐藤理 恵が 犯人で ある わけがない ッ n 

佐藤理 恵は 本当に あの 日 あの 時間、 屋上に いたの だ。 そして 田 無が 転落す る 瞬間を 見た 
唯一の 目撃者だった。 

確かに 具体的な 証拠が ある わけ じ やない。 佐 藤が 言っ たのを 鵜呑みに した だけ だ。 …… 
でも M: あの 佐 藤が 噓を 言って いるなん て 有り得ない M: 佐 藤は 真実を 語った。 それだけ 


は 間違いない の だ n だから 田 無が、 佐 藤に 突き落とされた なんて 証言を する わけがない 

ッ n 

いや …… 今 だから こそ 一層 冷静に なろう。 

もう 一度、 田 無の 自作 自 演説に 戻ろう。 田 無は 佐 藤と 仲が 悪い。 そして 佐 藤は 実際に ィ 
ジ メのリ ー ダ ー 格だった。 だから、 佐 藤に 一矢 報いて やりたい という 気持ちが あるは ず だ。 

. だから、 突き落とされた と墟 をつ いて、 警察に 佐 藤に 突き落とされた と 言い、 濡 

れ 衣を 着せようと している… !? 

いやいや、 そんなのは 馬鹿馬鹿しい…！ 

だって、 そんなのを 鵜呑みに して 警察が 佐 藤を 逮捕な どす る もの か。 確かに 被害者が 佐 
藤に 襲われた と 証言す るの だから、 警察は 佐 藤が 犯人 かどう か 徹底的に 調べる だろう。 こ 
こに 至っ ては 佐 藤 も 警察に、 立入禁止とは いえ 屋上に いた ことを 打ち明ける 他ない。 …… 
あとで 学校には、 立ち入っ てはいけ ない 場所に いた ことを 咎められる だろう けど、 自分が 
潔白で ある ことは すぐに 証明で きる に違いない。 

警察が 徹底的に 科学 捜査を すれば すぐに 佐 藤への 嫌疑は 晴れる の だ。 佐 藤の 靴の 裏から 
の 泥の 採取と か、 佐 藤と 田 無の 衣服の 痕跡と か 付着 物と か。 色々、 色々！ 

だから、 . 田 無が 佐 藤が 憎くて 仕返しが したくて 墟を ついた としても、 まった く 何の 

意味 もない。 嫌がらせに さえ、 なりは しないの だ . M: 


同じ 世代の 同じ年、 そして 同じ 学校に 通う 人間同士 だから わかる。 あの 瞬間、 佐 藤は 一 
切 虚偽を しや ベら なかっ た！ そう、 あの 瞳には ! tt の 一片たり とも 含まれて はいな かった 
の だ n だから 僕は 信じられる。 佐 藤は 本当に 田 無には 関わっ ていないと！ 

そして、 噓を ついた としても、 それが 警察に すぐに 見破られて しまう ことは、 田 無 自身 
にも わかっ ている はずな の だ。 むしろ、 警察の 心証を 悪く する ことを 考える と、 田 無に と 
っては デメリットし かない。 

佐 藤に 本当に 罪を 着せたかった ら 、佐 藤を 実際に あの 場所に 呼び出すな ど、 もう 一工夫 
を 加えた はず だ。 実際に 二階から 飛び降り、 怪我を する 覚悟が あった ことを 考える とそれ 
を 怠っ たことは、 あまりに 浅はかに 過ぎる。 

. では、 . 田 無は どういうつ もりで、 佐 藤に 突き落とされた なんて 言っ たん 

だ ！? 

脳裏に、 あの 屋上での 会話が 蘇る。… 佐 藤が 帰り 際に 言った こと だ。 

『私ね、 不謹慎な 話なん だけど。 . 田 無さん の 意識が 戻る のが 怖い の。』 

『 . どうして？』 

『私には、 田 無さん が一 人で 落ちた ように 見えても、』 

そこで 佐 藤は 一変 区切る。 


『田 無 サン ダケ ニ ハ 自分 ヲ突キ 落 トシ タ 相手 ガ 何者 力、 見 ヱ テ ィタ 
ヨウ ナ気 ガシ テ。』 

全てを 見て いた 佐 藤は 知っている。 田 無が 一人で 転落した ことを 知っている。 

… なのに どうして 田 無は、 そ こにいる はずがない 佐 藤に、 突 
き 落とされる というの かツ . H 

有り得ない 有り得ない、 その 瞬間に 屋上と プレハブ 校舎に 二人の 佐藤理 恵が いた ことに 

なる。 

有り得ない 有り得ない 有り得ない… !!! 

. もう 僕には、 この 事件が まったく 理解す る ことができない。 

本当に 「お 骨サ マの 呪い」 は 実在す るの か。 

あぁ… 実在す るんだろう な…。 

呪いは 実在す る、 「お 骨サ マ」 も 実在す る。 

髑髏の 面を 被り テル テル 坊主の ょうな 身なりで 僕らの 中学校を 闊歩し、 生徒の 悪戯を 装 
いながら、 人には 絶対に 起こせない 呪いを 振り撒いて いる。 

もう 今なら、 僕は はっき りと この 異常な 事態を 受け入れる ことができた。 

^: /£ ° て、 


この 世の 半分は、 呪い で 出来て いるの だから。 

ン コ 1 ル 

その後の ことは、 僕ら 生徒には 何も わからな かった。 

何も 詳しい ことを 知らない 生徒たち の 方が、 むしろ 好き勝手に 想像力を 働かせ、 噂 話を 
楽しめて いるよう だった。 

佐 藤から 本当の 話を 聞かされた 僕ら 三人 だけが、 クラ スメー トた ちの 無責任な 噂 話に 加 
わる ことなく、 重苦しい 気持ちで あの 事件の 本当の 意味を 考える のみ だ…。 

優 花 おばさんは その後、 何も 話さな くな った。 

犯人が 未成年者 なの だから デリ ケ ー トな 事件になる のだろう。 それを 思う と、 あの 晚の 
電話で 不用意に 佐 藤の 名を 出した のは 本当に 不用意と しか 言いよう がない の だが。 

だから、 警察が どういう 風に 解決した のか。 事件の 真相は 何だった のかは、 僕が いくら 
聞いても 教えて はくれ なかった…。 

だから 僕で すら、 何も わからない。 

ただ ひとつ。 誰に でも わかる 形で 残った 唯一の 事実は、 月曜日から 佐藤理 恵の 姿が 消え 
たこと だつ た。 


B 組の 佐 藤の 席が ぼっかり と 空き、 斜め 前の 田 無の 席と 併せて とても 異様な 雰囲気 だっ 
たという。 

先生に いくら 聞いても、 佐藤理 恵が どうしてい ない のか 教えて はくれ なかった。 

全校 集会で 校長が 事件を 説明す るかと 期待した が、 校長は まるで 事件な ど 初めから なか 
った かの ように、 いつもと 変わらぬ 眠い 話を する のみだった。 

ほとんどの 生徒たち は、 やはり 噂 どおり、 佐 藤が 犯人だった の だと 涨 きかえっ ている。 

先生に それを 聞いても よそよそしく、 否定 もしな かった ため、 佐 藤 逮捕の 噂は やがて 学 
校 中に 広まって 行く のだった。 

佐 藤の その後は 誰も 知らない。 

友人たち も かえって 気の毒に なって、 佐 藤の 家に 連絡を 取ろうと はしな かった。 だから、 
佐 藤の 身柄が 自宅に あるの か、 警察に あるの か、 はたまた 留置場の ような ところに あるの 
かは 誰に も わからな かった …… 。 

. あれから 時間 も 経ち、 ようやく 僕らに も 事件に ついて 振り返る 余裕が 生まれた。 

だが、 いくら 振り返ろう とも、 決して 真相は わからな かった。 

… 僕らは あの 日、 佐 藤に やはり 騙された のだろう か…？ 

佐 藤は 本当は プレハブ 校舎の 外 階段に いた。 その 時、 そこから 屋上が 見える ことに 気付 
き、 そこにいた ことにすれば アリバィが 咋れ ると 思 ハ 立っ た . 。 
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いや、 そんな ことは ない。 

僕は 今でも 佐 藤に 騙された とは 思っ ていない。 博 之たち はやは り 騙されて いたのでは と 
最近は賢既するようにな ったが、… それでもそう なる までに かなりの 時間を 要した。 

つまり それく らいに 僕らは、 …… 佐 藤が 真実を 語っ たと 固く 信じて いる。 

佐 藤が 逮捕された となれば、 それは 間違いな く 濡れ衣な の だ。 …… でも 僕は、 そんなの 
は 警察の 科学 捜査で 暴ける と 信じて いた。 その 捜査が、 本当に 佐 藤を 犯人に 違いない と 断 

定し たなら。 . もう 僕には 何が 何やら わからない…。 

プレハブ 校 fl へ 行って みた。 

あの 事件の あと、 興味本位で 近付く 生徒が 多い らしい。 外 階段は 針金の ような もので が 
っちり と、 上れない ように 封印され ていた。 

噂では、 工事 業者の ような 人と 先生が ここで 話を していた のを 見た 生徒が いると いう。 
あんな 事件が あった 後 だ。 夏休みと 同時にす ぐ 撤去 工事に 入る に違いない。 

あの 日、 ここで 本当は 何が あったの かを 唯一 知る、 プレハブ 校舎 外 階段。 これが なくな 
れ ば、 もう 誰も この 事件の 真相には 近付けなくなる だろう。 

そして、 あの 屋上の 佐 藤の 隠れ家 も 変化が あった。 

今 変は 机を 積み重ねて バリ ケ ー ドの ように 階段を 塞いで あり、 以前の ように ヒョ ィと柵 


博 之が、 乗り越えて 屋上に 行って みようかと 提案した ので、 特殊部隊 ごっこの ノリで 周 
囲に 誰もい ない ことを 確認の 上、 行っ てみ た。 

だが 敵 もさる もの。 そう 甘く はな かった。 

屋上へ 出る 引き戸には、 新しく 鍵が 設けられて いたの だ。 内側から 外せる 簡単な もので 
はない。 職員室から 鍵を 持っ てこない と 開けられない、 ち やん とした 施錠 だ。 

おそらく 佐 藤は 立入禁止の 屋上に いた ことを 警察に 証言した のだろう 。その 結果、 学校 
側が それを 聞いて 対処した に違いない。 

だが、 この 対処は 矛盾して いた。 だって、 本当に 立入禁止の 屋上に いたなら ば、 佐 藤は 
犯人では ないじ やない か。 

まるで、 佐 藤が 屋上に いたと いう 「事実」 を 隠す ようで、 何だか 薄気味悪 さを 感じる バ 

リケ — ^ った^:。 

、 

そして、 僕らが 一番 忌まわしい と 思っ ていた 「お 骨サ マの 呪い」。 

一時は 沈静 化して いたが、 ある 切っ掛けで 再び 学校で 流行る ようになっ ていた。 以前 ほ 
ど 過剰な ものでは ない が、 すっかり 定番の 悪戯と して 定着した 観が ある。 

その 切っ 掛けとは、… 田 無の 復学だった。 

かつては ヒステリックで、 ちよっ と 笑い声が 聞こえる だけで、 自分を 笑っ たのだろう と 
摑み 掛かっ たという 田 無は、 復学 後は まるで き 物で も 落ちた かの ように、 物静かな 子 C 
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変わって いた。 

シャベルが 妙な ところに 当たった ため、 脳に 損傷が あって 人格が 変わって しまったので 
は …… などと いう 妙な 噂が 流れる くらい、 復学して きた 田 無は 人が 変わっ ていたの である。 

いや、 大人しく という 言い方は あまり 的を 射ては いない。 . 一種の 凄みを まとって 帰 

ってき たと 言う 方が いい かもしれ ない。 

田 無は 「お 骨サ マの 呪い」 を 受けて、 そして 帰って きたの だ。 

そして 以前の 田 無とは 違う 雰囲気に、 誰から ともなく、 本当の 田 無は あの 日に 死に、 今 

の 田 無は 実は 「お 骨サ マ」 の 生まれ変わりな のでは . 。などと いう 妙な 噂を 立てられる 

に 至っていた。 

その 噂に よって 田 無は 恐れられ、 以前の ように ィジ メの 対象と なることは 二度と なかっ 
た 。いや、 それ どころ か 田 無 だと 知れば、 人 ごみが 割けて 道が できる くらいに 畏怖され て 
いるよう だっ た…。 

田 無は 自分が そういう 扱いを 受けて いる ことを まんざらでもないと 思っ ている のだろう 
か。 そういう 雰囲気に ヒステリックになる ことは なく、 友人 もな く、 一人 静かに 過ごした 
という…。 

そして 「お 骨サ マの 呪い」 は 二度と 田 無を 標的に する ことは なく、 むしろ 田 無の 悪口を 
言った 人間を 標的に するとい う 新 ルール さえ 生まれて いるよう だっ た。 


最近では、 田 無を 注意して 「呪われた」 先生が、 学校 中から 総攻撃を 受けて いると いう 0 

. 先生す らス ケープ ゴート にす るの だから、 もう 学校の 誰も この 呪いを 馬鹿にで きない 

だろう。 

田 無が 卒業す る 時、 この 呪い も 学校から 卒業して くれる のだろう か。 . 早く 呪いな ど 

なくなっ て 欲しい と 思う 僕に とって、 呪いが 田 無と 共生して いると いう 事実は あまり 面白 
いこと ではな かつた …… 〇 

そうそう 。「お 骨サ マの 呪い」 に関しては もう 一つ話が ある。 それは 狸 神社の ボヤ 騒ぎ だ 

った。 

どうも 不心得者が、 賽銭箱に 煙草の 吸殼を 放り込んだら しい。 それが 元で 賽銭箱が 煙を 
吹く という 騒ぎが あったと いう。 その 騒ぎで 賽銭箱は 撤去され た。 

. 思えば、 あの 賽銭箱から 「お 骨サ マ」 は 生まれて きたよう な ものな の だ。 

それが 煙を 吹いて 狸 神社から 姿を消す というのは どういう 意味な のか。 

「お 骨サ マの 呪い」 がつ いに 燃え尽きて、 この 世から 呪いが 消え去つ たという ことだろう 
か？ 

いや、 僕は そうは 思わない。 

もはや 「お 骨サ マ」 は、 狸 神社な どに 住まう 必要が なくなっ たの だ。 賽銭箱と いう 古い 
体を 捨て、 新しい 宿へ 飛び去った のだろう。 
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その 宿が 何な のか、 噂 話 も 僕 もす でに 言及して いるが、 ここで あえてもう 一度 取り上げ 
たいとは 思わない。 

話では、 焦げた 賽銭箱の 中から 大量の 硬貨が 発見され たという。 

どのくらいの 額に なった のか 想像は つかない が、 このような 猫の額 程度の 敷地の 忘れら 
れた 神社の 賽銭箱と しては 有り得ない くらいの 金額が 入っ ていたと いう。 

しかも その 額は おそらく、 硬貨に よる もの だけの 金額 だ。 紙幣が あったと しても、 それ 
は 燃えて しまった に違いない。 

. それを 考える と、 ふと 思う。 

野 ざら しの 賽銭箱が、 薪 じ や あるまい しそんな に 威勢よ く 燃える ものだろう か。 

不心得者が 煙草の 吸殼を 放り込んだ 時、 賽銭箱の 中に あった 「たくさんの 紙」 に 引火し 
たのではないだろう か。 

ボヤ 騒ぎになる ほど 燃える だけの 紙幣が 詰まっ ていたとは 思えない。 …… となると、 お 
賽銭では ない 「たくさんの 紙」 とは 何な のか。 

多分、 博 之 か亨が 誰かに 喋った んだと 思う。 いつの 頃から か、 狸 神社の 賽銭箱に 呪いの 
言葉と 高額の お 賽銭を 入れる と、 「お 骨サ マ」 が 呪いを 下して くれる という 噂が 立っ ていた 
からだ。 

. それを ® うと、 然えた 「たくさんの 紙」 が 何だった のか、 嫌になる。 


優 花 おばさんは 言っ た。 願うた めに かけた 努力が 精神的な 力を 生む と。 つまり、 たとえ 
賽銭箱が 燃えて しまった としても、 賽銭箱に 入れた 時点で、 呪いを 願っ た 彼らには 何ら か 
の 力が 与えられて いるの だ。 

だから、 賽銭箱の 中に 入れられて いた 「たくさんの 紙」 は、 呪いを 望む 手紙では ない。 
呪いを" 望み 終わった" 手紙な の だ…。 

この 世の 半分は、 呪いで 出来て いる。 

この 世の 半分は、 呪いを 望んで いる。 

狸 神社に 新しい 賽銭箱が 置かれない 限り、 この 呪いの 儀式は 節え るだろう…。 

今後 もずっ と、 新しい 賽銭箱が 置かれない ことを 祈る 他ない。 

突然、 後ろから 肩を 叩かれた ので 飛び上がった。 

「よ！ 友宏 くん！ お 久し振り - 」 

「優 花 おばさん - どうしたんで すか！| 

「うん、 今日は 君の 一家に お世話になっ たお 礼の ご挨搂 に 伺う ことにな ってたん だよ。 そ 
したら 途中で たそがれる 友宏 くんの 姿を 見つけた って わけ。」 

「お 元気そう で 何よりです。」 

「うん。 おばさんは 元気 だよ〜！ 友宏 くん も 元気そう だね。 それより、 こんなと ころで 
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どうしたの？」 

r . あ、 いえ、 . ただち よっ と 寄っ てみ ただけ です。」 

「ここが、 『お 骨サ マ』 に 縁の ある 場所 だから、 かな ぁ？」 
r …あ ははは ははは は…。 もう 『お 骨サ マの 呪い』 は ごめんです。」 

「君たち の 学校は どう？  その後は 呪い ごっ こは 収まっ た？」 

「前とは 装いを 変えて まだ 続いて いますよ。 田 無は 今では 『お 骨サ マ』 の 生まれ変わりっ 
てこと になつ てて、 田 無の 陰口を 一言う と 骨を 放り込まれる ようです。」 

「あつは つは つは つは！ やれやれ、 子どもは たくましい な ぁ。」 

あの 後は、 おばさんは 事件の ことは 何で あろうと 頑な に 沈黙を 貫いた。 「お 骨サ マの 呪 
い」 という 単語で あっても だ。 

その おばさんの 方から 「お 骨サ マ」 の 名を 口に してきた の だから、 それは ほと ぼり が 冷 
めた という ことを 意味す るの かもしれ ない…。 

今 聞けば、 …… おばさんは 全ての 真相を 話して くれる のだろう か。 

「おばさん。 . 誰に も 口外し ないから 教えて ください。」 

「事件の こと？」 

r . はい。 . 僕は 佐 藤と 直接 話を した ことがあ るんで す。 その 時、 佐 藤は 僕には っき 

り 言った ん です。 自分は 犯人では ない と。… 僕は その 時の 佐 藤の 目を 見て、 彼女は 絶対に 


噓 なんかつ いてな かった と、 今でも 信じて います 0 」 

「偉い 偉い。 女の子の 言う ことは 信じる もんだ よ。 I 

「でも、 佐 藤が 犯人なん です よね？ どうして . いや、… どういう ことなんで すか !? 

「友宏 くん、 一点 誤解が あるね ぇ。 . まぁ、 君たち の 学校 じ ゃそうい う 噂に な るんだ ろ 

うか。 少年法の 悪い 面が 出た ねぇ。」 

「誤解って 何です か。」 

「佐 藤理 恵を 逮捕なん かしてない のよ。」 

「え !? . そ、 そんな 馬鹿な …… ！ だって 佐 藤は 現に . ！」 

「佐 藤さん は 犯行 時刻に 本人の 供述 通り、 屋上に いた ことが 確認され たんだよ 。当時 そこ 
に 間違いな く 彼女が いた ことを 証言で きる 証人 もい る。 だから 佐 藤さん が 犯人なん てこと 
はない の。 だから 友宏 くんは 正しい よ一 0 」 

学校 全体が 犯人 扱いしても 君 だけは 信じたん だね、 偉い 偉い。 …… おばさんは そう 言い、 
僕の 頭を 撫でる ような 仕草を した。… でも 僕には 何の こと やらます ます わからない —— 
「じ ゃ あ、 だつ て、… えつと えつと…”： あの、 おばさんは あの 晚、 電話口で 言いました 

よね !? ほら、 田 無さん の 意識が 戻った って 電話を 受けた 晚 です。 あの 時、 田 無が 犯人を 
見た って 言って、 佐 藤さん の 名前を… って… n」 

「それは 転落 時の ショックで 本人の 記憶が 混乱した からなん だって。 意識不明に なって 短 
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くない 期間が 経って いたから、 記憶に 混濁が あるのは 当たり前なん だと か。」 

r . え？ . え？ . え !? 」 

■「田 無 美 代 子さん は あの 日、 あの 雨の 中、 自発的に プレハブ 校舎 外 階段の 二階 踊り場へ 上 
がっ た。 そして 転落した。」 

「誰に 突き落とされて !? こ 

「犯人なん かいな いんだよ。 だって 事件 じ やなかった んだ もの。 単独 事故だった んだ もの。」 

「そ、 . そんな ことつ て . ッ” ：」 

「調書に よるなら ば、 田 無 美 代 子は あの 雨の 日、〃 ちよっ とした 気まぐれで" プレハブ 校舎 
に 向かい、〃 ちよっ とした 気まぐれで" 外 階段を 上った。 そして 転落した の。」 

「ちよち よ、 ちよっ と 待っ てくだ さい！ そんない い 加減な のでい いんです か !? 」 

「だって 単独 事故だった って 本人が 認めち やった んだ もの。 それで おしまいなん だよ ねぇ 

…〇」 

事件 じ やなくて、 …… 事故だった だって …… !? 開いた 口が 塞がらない とは この こと だ 

った。 

「じ や あ、 どぅして 佐 藤さん は 逮捕された !? 」 

「だから 逮捕なん かしてない ってば。」 

「じ や あ、 どぅして 佐 藤さん は 学校から いなくな ったんで すか !? 」 


| . ふ！！ . . OJ 

優 花 おばさんは そこで 区切り、 大きく ため息を ついた。 

聞かれれば 話せる ボーダ ー ラィンが ここまで、 という 意味な のだろう か。 

でも 僕は 釈然と しな かった。 本当に 聞きたい のは ここから なのに …！ 

「他の 誰に も 話さない って 約束で きるなら、 話しても いい かな ぁ… 0 」 

「や、 約束し ます…。」 

「絶対、 噓を つかない？」 

「は、 はい…。」 

「あはは ははは はは、 なら 駄目 だね - 」 

「と  とうして f  る ( てす よ^:  •  I 

「サッ カー 部に 友達が いるなん て 5i をつ く 子には 教えられない な ぁ一 0 」 

f . >9  •  •  •  〇  _ 

優 花 おばさんは にやにやと 笑う と、 口ごもる 僕の 額を 指で 弾いた。… ちょっ と 痛かった。 
「すみませんでした . 0 」 

「『お 骨サ マの 呪い』 ってのを 考え出した のは、 友宏 くんだった んだ ね？」 

「僕と、 友達 二人で 考えました… 〇」 

「呪いを 解く には お 賽銭って のが 変なん だよ ねぇ。 聞けば、 賽銭箱の 鍵は ダィヤル 式のシ 


リンダ ー 錠。 しかも 君たち はかつ てこの 神社を 溜まり場に していた。 毎日 こつこつ ナン バ 
1 を 試す 内に、 偶然 開けられる ようにな ってし まった。 そういう ことかな ぁ？」 
r . は、 …… はい。」 

「ボャ の 後、 焦げた 賽銭箱から 相当 多額の お金が 出て きて るら しいね。… 短期間で そこ ま 
で貯 まった とは 思えない し。… という ことは 友宏 くんたち は、 賽銭箱の 鍵は 外せた けど、 
中身には 手を つけな かった… という ことかな？」 

. そういう ことにしようと いう 気が 一瞬 芽生えた が、 優 花 おほさん を驅 せる わけが 

ない。 それに 僕は もう、 「お 骨サ マの 呪い」 など 御免だった。 
r …… いえ、 最初の 頃に 一、 二度…。 三人で 分けました。」 

「あ 一!1 も！”：  私 や 聞いて なかっ たこと にしよう！ その お金、 ち やん と 神 

社に 返す こと！ 賽銭箱は なくなっ ち やった けど、 ご 神体のと ころに でも 置いて おけば、 
町会の 人が 見つけて お 賽銭 だと 思って くれる でしょ。」 

「す、 すみませんでした…。 きっと 返します…。」 

「学校では 二度と 呪い ごっこなん かしち や 駄目 だよ。 それ も 警察に 連絡が いくような 悪戯 
なんて 論外！」 

僕は おばさんに みっち りお 説教を もらい、 . 今日までの 罪を、 初めて 口に 出して 謝っ 

た 0 
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そぅ 言えば、… 僕は まだ 田 無に 謝つ ていない。 謝らなければ . 。 

「ガミ ガミガ ミ…。 . ふう。 まあ これで 今回は 許して あげよう！」 

「あ、 ありがとう ございます… 〇」 

「じゃあ 約束 だから 話そう。 友達に も 絶対 内緒 だよ !? 」 


「はい。 教えて ください。 一体、 


どういう ことなんで すか 〇  I 


_ . うん。 まず 言える ことは、 さつき も 言つ たと おり。 田 無 転落は 事故 だつ たという こ 

と。 これ 自体には 誰も 関わつ ていない。 現場検証の 結果から も、 田 無 以外の 痕跡は 認めら 
れな かつた し、 田 無 自身、 単独で あつた ことを 認めた。 だから これは 純然たる 単独 事故な 
の .0 一 


「でもね え。 


単独、… 事故。」 

つと もっと 大きい 目で 見る と、 これは 田 無さん の 単独 事故を 鍵に して 


巧妙に 仕組まれた〃 計画" だった の。 


わな 

罠と 言っても いいんだろう ねえ。 これは 私の 憶 


測 も 含む し、 警察の 見解では ない ことを ょく 念頭に 置いて ね 0 」 

「罠って、 誰かを ®1 める ヮナ です か？ 誰が、 誰を！」 

「その 話を する 前に、 田 無 美 代 子と 佐藤理 恵の 話を しなく ち やならない の。 この 二人の 関 
係は 知っ てる？」 

確か 僕が 聞いて る 範囲では . 、小学校 時代は 仲が良かった けど、 中学に 入っ てから 中 


違いして 犬猿の仲に なった ってい う 話ら しい。 

「仲違いの 理由に も 鍵が あったの。 友宏 くんは 多分、 全然 知らないと 思う。 こういう 話は 
女子の コミュニティの 内側に しか 流れない からね ぇ。」 

「仲違いの、 理由…？」 

「田 無 美 代 子は 彼氏が いたの。 ただし これは 過去形。 田 無と 彼氏は 別れ、 その後、 田 無に 
代わって 佐 藤が 彼氏と くっ付いた。 女子の 世界では 寝取った とまで 言われて るみたい ねぇ。 
知って た？」 

もちろん 僕は 女の子と 付き合っ たこと などない。… 色恋沙汰の 話な ど 無縁 だ。 

「ぜぜ 、全然 …… 。」 

「つまり 田 無に とって、 佐 藤は 恋人を 寝取った 泥棒 猫と いう わけ だね。 もちろん 佐 藤 も、 
彼氏の 元 彼女なん て 目障りな わけ。 それが 二人の 仲が 悪い 真相なん だよ。」 

「えっと、 じ や あつまり …… 、罠というのは；、田無が、佐藤を？え7」 

罠と いうのは A が B を 仕留める ために 仕掛ける。 A と B に 当てはまる 人名は、 田 無と 佐 
藤し かない。 つまり、 田 無が 佐 藤を 仕留める か、 佐 藤が 田 無を 仕留める か、 その どちら か 
の 組み合わせ しか 有り得ない の だ。 

今の 学校では、 佐 藤の 姿が 消え、 田 無が 復学して いる。 …… という ことは . 。 

「そう、 つまり 今回の 事故は、 田 無が 佐 藤を 罠に 嵌める ための 芝居だった 可能性が あると 


いう ことなの。 . 女は 怒らせる と 怖い からね ぇ - 

「ちよ、 ちよっ と 待っ てくだ さい。… どうして 田 無が 事故を 起こす と、 それが 佐 藤を 罠に 
嵌めることになるんですか !? :」 

さっぱり 意味が わからない。 風が 吹けば 桶屋が 儲かる と言われて いるよう な ものだった。 
「佐 藤理 恵の 昼休みの アリバィが 曖昧 だとい う 話は、 学校では 有名に ならなかった？」 
「なって ました。 佐 藤が 昼休みに どこに いるか わからない って 話に なって、 それで 佐 藤が 
犯人に 違いない という 話に なって ました。」 

「佐 藤が 昼休みの アリバィを はっきりで きない 理由は ひとつ。 それは 昼休みが 彼氏との 逢 
引の 時間だった からな の。」 

「あ、 …… 逢引 …… 。」 

「逢引の 場所が、 屋上だった。 階段 室から 屋上に 出て、」 

「し、 知っ てます。 階段 室の ぐるっ と 裏側の、 死角です よね…。」 

「あれ、 それは 知って るんだ ねぇ？ そう。 その 場所が 佐 藤と 彼氏の 逢引 現場だった の 0 
屋上は 過去の 煙草 事件の 絡みから 立入禁止。 先生が 定期的に 巡回して いたから、 生徒は 誰 
も 近寄らな かった。 だから 死角。」 

「そうです。 で、 立入禁止の 場所に いたから こそ、 佐 藤は 自分が そこにいた と 明かせな か 
ったわけ です よね . ？」 


「残念でした。 それは 逢引を 明かせな かった からな の。」 

確かに …… 不純異性交遊は 校則 違反のは ず だ。 確かに 校内で 逢引っての は . ちよっ 

とまず いの かもしれ ない。 

「ほら 友宏 くん！ そこで 考える のを やめない！ もっ ともらし い 理由が ひとつ 提示され 
たからと 言って 納得 しちゃい い 刑事には なれない よ〜 ぅ？」 

「という ことは . え…？」 

「友宏 くん、 君 だって わかって たじ ゃない。 屋上は 過去の 煙草 事件で 立入禁止。 先生が 常 
時 巡回して いたから 生徒は 近付けな かった はず だよ？」 

「えっと、… でも それは、 佐 藤が 階段 室の 裏側の 死角に いたから、 たまたま 見付からな か 

った だけで …… 。」 

「屋上へ 出る 引き戸は 常時 施錠。 構造 上、 屋上へ 出たら 施錠は できない。 という ことは、 
見回りの 教師は 引き戸の 鍵を 見れば、 生徒が 屋上に 出て いるか 出て いない か 一目で わかる 
んじ ゃない かな ぁ？」 

「… あ、 . そうか。 たとえ 佐 藤が 死角に 隠れて いたと しても、 屋上に 出て いる ことを 

隠せる わけでは な いんだ . ！」 

「そういう こと。 なのに 昼休みに 屋上で 逢引して いる 佐 藤は 一度 も 巡回の 教師に バレる こ 
とはな かつた。 という ことは…？ 一 
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一 . . と •：、 J 

「答えを 言おう。 正解は その 教師。 つまり 巡回の 教師が 佐 藤の 逢引 相手、 彼氏だった。 教 
師と 生徒の 禁断の 恋だった って わけ だね え。… 話が 見えて きた かな ぁ？」 

「じゃあ . 田 無と その 先生が 最初 付き合って いて、 それで 佐 藤が その 先生を 奪って . 0 」 

「そういう こと。 田 無は 彼氏を 寝取っ た 佐 藤と、 自分を 捨てた 教師に 復警 する ため、 二人 
の 逢引を 暴いて やろうと 思った の。 禁断の 恋 だもの、 発覚 すれば 生徒は 謹慎。 教師は 異動 
は 免れない もんね え。」 

「という ことは . 佐 藤が 学校に いないのは 警察 じ ゃなくて . 学校に よる 処分 !? L11 

「そう。 謹慎 処分を 数日間 食らっ たって 聞いて る わね え。 でも その後 も不 登校を 続けて る 
みたい よ。 微妙な 世代 だから、 やり直しが 利く 内に 早く 立ち直って ほしいんだ けど 3 え 0 」 

. そう 言えば、 年度 途中な のに 先生が 一人、 異動して いた ことを 思い出す 。僕 

らは 先生の 人事の 都合なん て わからない から、 深く 気に も 留めなかった けれど . 。 

「理科の 尾澤 先生、 異動され たでし よ。 教え子との ラブロマンスが バレち ゃった からな の。 
もう 数ヶ月 待てば 佐 藤さん も 卒業して、 もうち よっ と 付き合い やすくな ったのに ，rs え。 そ 
れが 若さと いうべき か。」 

あの 日、 あの 雨の 昼休み。 いつものよう に、 佐 藤と 尾澤は 屋上の 死角で 逢引を していた。 
その 時、 二人は 偶然 気が付い たの だ。 プレハブ 校舎の 外 階段で 生徒が 転落した ことに。 


尾澤 はすぐ に 教師と しての 責務を 思い出し、 生徒が 怪我を した ぞと 叫びながら 階下へ 降 
りていった。 それで 職員室から 何人 かで プレハブ 校舎に 向かい 田 無 転落が 発覚。 

みんな 気が 動転して いた。 第一 発見者が 誰で、 木立に 囲まれて 死角で あるは ずの 外 階段 
の 田 無を どうやって 見つけた のか 深く 考えな かった。 

「これらは 全て、 田 無が 仕組んだ 罠だった。 ただ、 田 無 自身、 予期せ ぬ 失敗が 二つ あった 
の。 一つ目は それほど 問題では ない。 自分の 転落に、 罠に 嵌めたかった 佐 藤と 尾澤た ちが 
一番 最初に 気付いた という こと。 彼女の 目論見では、 彼らには 昼休みが 終わる までた っぷ 
り、 いつものよう に 屋上で 逢引して くれた 方が よかった。 でも、 それが 不幸 中の 幸いだ っ 
たんだよ ねえ。 それが 二つ目の 誤算に 関連す る。 それは、 転落 時に 意識不明になる なんて 

思わな かった こと。 . だから 屋上の 二人に 気付いて もらえた のは 本当に ラ ッキー だっ た 

んだ よ。 気付かれな かったら、 彼女は どれ だけ 放置され ていた かわからない。 生命に も 支 
障が あった 可能性が ある もんね え。」 

「誤算がなかったら …… 、田 無の 計画は どういう ことにな ってい たんです か。」 

「うん。 それは 田 無の 意識が 戻って からの 部分を 繋げれば よく わかる よ。 彼女は 転落して 
適当に 怪我を する。 そして 多分、 職員室まで 這って 行こうと 思っ たんじ ゃないだろう かね 
え？ そして 最大の 目的が これだった。 自分は 佐藤理 恵に 突き落とされた と 偽証す る こと。」 
確かに、 田 無は 意識が 戻って 一番 最初に 言った。 佐 藤に 突き落とされ たと。 その 言葉は、 
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彼女の 計画 通りに 進んで いたなら ば、 転落した あの 日に 言うべき ことだった の だ。 

「僕 も 田 無が 何 かの 目的で 自作 自演 をして いるん じ やない かとは 考えて ました。 でも、 佐 

藤に 突き落とされた なんて 噓 、警察が 調べれば すぐに 看破され ち やう じ やないです か。 だ 

から そんなの 全然 意味がない。 . それで さっぱり わからな くな っち やって。 I 

「う - ん 、惜しい な ぁ友宏 くんは。 考える 方向は 合っ てるのに、 いつも そこで 考え 

るのを やめち やうね え。 いい？ 田 無の 目的は 自分を 突き落とした 犯人が 佐 藤 だって 偽証 

して 濡れ衣を 着せる ことじ やない。 そんなのは あっさり バレる もんね。 君の 言う とおり 全 

然 意味がない。 田 無の 真の 目的は、 その 疑惑を 晴らす ために 佐 藤に アリバィを 話させる こ 
とだつ た。」 

「アリバィを 話させる . 。つまり、 …… 本当は 屋上に いたと いう ことを…？」 

「そう。 つまり、 佐 藤は 田 無 転落の 濡れ衣を 晴らす ためには、 自分が 屋上に いた こと；^ ん 
に 認めなければ ならな かった という ことなの。 警察は それで 充分。 佐 藤には 屋上の ア リバ 
ィが あり 捜査 上からは 外れる。 でも、 学校は それでは 済まない の。 佐 藤は 生徒が 入れない 
はずの 屋上に いた。 そして、 昼休みに 生徒が 屋上に 出て いない か、 まめに 巡回して いる 若 
き 男性 教師。 …… ん！ 、若さ ゆえな のか 愛 ゆえな のか。 結局、 尾澤 って 先生が ね、 当日 
の 昼休みの 間、 佐 藤が 屋上に いて 自分は それを 証言で き るって、 そう 言っ ち やった わけよ。 
それで 学校 側は 尾澤に 事情の 説明を 求め、 …… 破艇 しちやった わけなんだ ねえ。」 


「それが つまり、 . 田 無の、 罠…。」 

「ぅん。 私は そぅ 見て る。 田 無は 本当の ことを 言わな かつた けれど、 . 同性の 勘 かねぇ？ 

あはは はは、 私には 何となく わかつ たんだよ ね。 まあ もっとも。 田 無が 何 かの 法律に 違反 
したわけ じ やない 。勝手に 飛び降りて 勝手に 大 怪我を して お 騷 がせした だけ。 だから その 
後の ことは 警察の 知つ たこと じ やない。 私が 田 無に 関わる こと も、 田 無が 何を 考えて いた 
のか 探る こと も、 もうない んだ けれども。」 


「友宏 くん さ、 私に 言った よね。 田 無への ィジ メの いくつかには 本物の 呪い も 含まれて い 
るん じ ゃない かって 話。 例えば 誰も 触れて いない カバンに 骨が 入っ ていたと かとい う 話。」 
「はい。 . じゃあ、 …… それ も 田 無の 計画の 一部 . ？」 

「多分ね。 . 田 無が この 罠を 実行に 移す には、 自分の 転落 事故が 事件の 可能性 も あると 

いう 緊迫した 設定が 必要だった。 じ ゃない と 警察が 動かない からね。 田 無の 計画には 警察 
の 出動が 不可欠だった。」 

「警察 沙汰に ならない と、 佐 藤の 昼休みの アリバィと いう 問題に 進展し ない…。」 

「そう。 だから 田 無は、 学校 中に 自分が 苛められて いて どんどん それが エス カレ ー ト して 
いる、 いつかは 事件にまで 発展す るか もしれ ない という 危機感を 演出す る 必要が あったん 
じ やない かと 思 うんだ よね。 一 


「つまり、 . 誰も 触れない カバンから 骨が 出て きたと か、 そういう 話は 全て…、」 

「うん。 多分、 田 無の 自作 自演 だね ぇ。 ところが、 誰も カバンに 触れて ない ことを はっき 
り 見て いた 人物が いるとは 思わず、 それで 本当の 呪いでは… なんてい う 変な 話に なっち や 
ったんだ よ。 これにつ いては 仕組んだ 田 無 自身 も 誤算だった と 思う 0 多分、 そういう 噂を 
聞いて 笑って たはず だよ。 君たち だって、 呪いが 広まり 始めた 初期、 そういう 噂が 立つ と 
面白く 感じな かった？」 

「 . そうです ね。 自分の 仕掛けた 悪戯が 神格化され ると、 何だか ®^ しい 気持ちに な 

った もんです。」 

「これで 全ての 説明に なった かな？」 

「あ、 …… あと、 実は 以前、 賽銭箱に 田 無を 呪って くれと 書いた 手紙と たくさんの お金が 
入って たこと が あったん です。 これ も、 田 無の 自作 自演 …？」 

「多分、 そうだと 思う けど . 。でも、 だとす ると、 . 田 無さん はな かな か 頭が いい 

ねぇ。 『お 骨サ マの 呪い』 と、 呪いを 解く には お 賽銭と いう キ ー ヮー ドから、 君たち が 背後 

にいる ことを 看破して たこと になる よ。 . なるほど . 、それで お金を 入れれ f/ 君 t 

ちが 有頂天に なって 悪戯を して くれる に違いないと…。 そり やそうよ ね。 自分の 自作 自 M 

の 呪いだ けでは ィンパクトが 足りない ものね。 . なるほどなる ほど… 0 」 

「つまり、 …… 田 無 美 代 子は 僕らの 存在を 完全に 見破った 上で、… 自分の 計画に 孜り 込ん 


だ、 という ことです ね…？」 

「多分そう なんだろう ねえ。 . しかし、 中学生に しちゃ 賢す ぎる ね。 将来は 刑事に な 

るか、 さも なきゃ 刑事に 追われる かの どちら かにな りそう だよ。 二 課の 世話にならない こ 
とを 祈る ねえ 0 」 

「二 課って？」 

「知能犯 専門。」 

. なるほど。 納得す る…。 

「じ ゃ、 これで 今度 こそ 全部 話した かな？ どう？ これで 事件に も 納得が いった…？」 

「 . はい。 やっぱり この 事件は、 . 呪いだ ったっ てこと がわ かりました。」 

恋人を 寝取られ 嫉妃に 燃えた 少女の 恨みが、 「お 骨サ マの 呪い」 を 通じて 佐 藤と 尾 澤を呪 
い 殺した…。 …… 学校と いう 世界から 放逐され たなら、 それは 殺された と 称しても いいに 
違いない。 

「友宏 くん も 女の子に 呪われない ように 気をつけな ね一。 」 

「はい。 本当に 怖いです ね。 よく わかりました…。」 

田 無は、 佐 藤と 元 彼を 破滅させる ため、 色々 と 思案した のだろう。 

そして、 二人が 昼休みに 逢引して いる ことを 摑み 、そこから 罠に 掛ける 事を 考え付いた。 
でも、 この 罠を 仕掛ける には、 絶対 確実で なければ ならない ことがある。 
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そう。 決行の 瞬間に 「絶対、 二人が 屋上で 逢引 中で ある」 という 確証が 必要だった はず 
だ . 〇 

「あ、 . そうか . . それで、 プレハブ 校舎の 外 階段な のか…！」 

「うん？ 田 無が なぜ あの 外 階段から 飛び降りた か、 って こと？」 

「そうです。 誰も 見て ない 場所なら どこでもよ かった わけ じ やな いんだ 。佐 藤たち が 逢引 

中で ある ことを 確認す る 必要が あったんだ - そうです ね !? 」 

それで あの 外 階段の 二階 踊り場な の だ。 あの 場所を 屋上から しか 見る ことができない よ 

うに、 屋上の あの 場所 だって、 外 階段の 二階 踊り場から しか 見る ことができない！ 

「多分そう だろう ね 一。 屋上で 逢引して いると いう 噂を 摑んだ 田 無は、 実際に 現場へ 行き、 

その 場所から 見える 唯一の 場所が プレハブ 校舎の 外 階段で ある ことを 予め 確認して たんだ 
と ® うよ 0  | 

…… 完全に 煙に 巻かれ、 優 花 おばさんに 丹念に 種明かし をしても らいながら でも、 ちっ 
とも 正解を 出せなかった 僕 だが、 最後の 最後で ひとつく らい 正解は 出せた ようだった。 

だが おばさんは、 まだまだ 甘い なと いう 風に 笑う。 

「え、… まだ 詰めが 甘かったです か…？」 

「 ん〜〜 〜〜〜 、まだち ょいと 甘い ねえ。 この辺は 人生 経験の 差 だよ。 友宏 くん もい っぱ 
い 勉強し なね え。 一 


「え、 …… じゃあ、 他に 外 階段の 踊り場を 飛び降りの 場所に した 理由が あるんで すか !? 」 
r …… ん！ 、別に 田 無が そうだと 言っ たわけ じ やない。 あくまでも おばさんの 想像なん 
だけどね。 …… ねぇ 友宏 くん。 田 無さん が 転落した 詳細な 時間って わかる？」 

「えっと、 …… よくは わかりません けど、 佐 藤が 転落の 瞬間を 見て たはず だから わかる は 
ずて す 0 」 

「佐 藤と 尾澤の 証言に よると、 昼休みの 終わる 五分く らい 前だった って 言っ てるね。」 

確か それく らいの 時間だった ろうと 思う。 僕ら 一般の 生徒に 事故 発生の 波紋が 広がった 
のは、 まさに 昼休みが 終わろうと いう 頃だった。 

「その 佐 藤は、 給食が 終わる とすぐ に 屋上に 向かっ てる。 尾澤も それは 同じ だから、 多分、 
いつも そうする のと 同じく らいの 時間、 ゆっくり 二人き りで そこで 過ごせた と 思う。」 
二人で 一緒に 戻れば 怪しまれる かもしれ ないから、 多分、 一人ず つ 階下に 戻る だろう。 
それを 考える と、 昼休みの 終わる 五分 前とは まさに、 二人が 別れる 間際に 違い あるまい。 
二人が いつも 過ごす のと ほぼ 同じ 時間を、 その 日 も 過ごせた に違いない。 

「さて、 一方の 田 無 も ほぼ 同じ。 給食が 終わる のと 同時に 姿を消し てる。 でも、 転落が 起 

こる のは 昼休みの 終わり 間際。 . ほら ほら 考えて？」 

「えっと、 . うんと、 . 、その 間、 田 無は どこに いたか… です か？」 

その 日は 雨が 降り、 プレハブ 校^! の J1 りには ひと 気が なくなる 絶好の タィミング。 だか 
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ら田 無は いよいよ 計画を実行に移そうと プレハブ 校^！ へ 向かう はず… 


. でも、 教室から プレハブ 校舎まで せいぜい 掛かっても 五分 だ。 だいぶ 時間が 余 

る 0 

「 . 何 かの 準備を してた のでし ょうか。 …… でも、 …… 飛び降りる のに 何の 準備 もい 

らな いし . 。 . まさか、 シャベルを 準備 して 埋めて いたと か…？」 

優 花 おばさんは、 残念〜 と 笑いながら 僕の 頭を ポンポンと 叩く。 

「田 無は 給食が 終わっ たらす ぐに あの プレハブ 校舎に 向かっ たんだと 思う、 すぐにね。 そ 
して 外 階段を 上がり 二階の 踊り場から 屋上を 見上げて いた。」 

教室から プレハブ 校舎に 行く のと 屋上に 行く のに 掛かる 時間は そう 差はないだろう。 

という ことは、… 佐 藤と 尾澤が 待ち合わせ する 一番 最初の 時から 田 無は そこにいた こと 
になる。 

「さぁ ヒントは 出揃っ たねぇ？ 給食が 終わって 田 無 も 佐 藤 も それぞれの 場所へ すぐに 向 
かった。 だから 田 無 も、 佐 藤たち の 逢引の 確認は 給食 後の すぐの 時間に 終わっ ている。 に 
も かかわらず、 転落 発生が 昼休みの 終わる 直前。 な〜 ぜだ？ 」 

「えっと、 . 田 無の 計画は、 昼休みに 屋上に いる 佐 藤たち に 突き落とされた と 偽証 

する のが 目的…。 という ことは 佐 藤たち が 屋上に いるのを 確認で きた 時点です ぐに 実行す  —— 
れば いいはず . 。なのに…、 . どうして 長い 時間、 躊躇し たんだろう …… 0 」 243 


二階とは いえ、 決して 低くない 高さ だ。 僕 も、 摒 程度の 高さなら あっさり 飛び降り てみ 
せる が、 二階は いくらなんでも ちょっ と 怖い…。 

…田 無は 自分の 計画とは いえ …… 、飛び降りる のに やっぱり 度胸が 必要だった…？ 

いや、 そんな 情けない 理由ではないだろう…。 では …… 一体 …… ？ 

r . もう 一個 ヒントが あるけ ど、 友宏 くんには 出したくない な ぁ。 でも ま 一、 もう 

中学 三年 だ もんね え。 そう 子どもで もない か。 ラスト ヒント。 尾澤 のジャ ー ジから 開封し 
た ゴムの 袋が 出て きた。」 

「ゴムの 袋って 何です？」 

r …あ 一 ごめん、 わかん なきゃい いや。 じ ゃ 答えを 言う ね。」 

田 無は 雨の 中、 一人 プレハブ 校舎の 外 階段を 上り、 屋上を 見上げた。 

佐 藤と 尾澤が 秘密の 待ち合わせ 場所で 会い、 逢引を している のをず っと 見て いた。 
かつては 尾澤が 自分に 愛を 囁いて くれた 口を、 佐 藤が 塞ぐ のをず っと 見て いた。 そのこ 
とも、 その後の 行為 も、 ずっと、 ずっと、 全部。 

それを どんな 気持ちで 見て いたのだろう。 

かつての 彼氏を 奪った 憎い 相手。 そして かつて 自分を 愛して くれたのに、 あっさり 乗り 
換えた 憎い 相手。 

そんな 二人の 汚らわしき 逢瀬を 眺めて、 ただ ハンカチを 嚙 みながら 悔しが っていた とで 


「 . 呪って たんだよ。」 

「呪って た . 。」 

「うん。 憎くて 憎くて 仕方がない 二人が、 今日 決行す る この 計画で 破綻し ますよう にと、 

呪っ て 呪っ て 呪っ て。 憎んで 憎んで 憎んで。 . もし 田 無に 祈る 対象が あったならば、 き 

っと 祈っ ただろう ね、 一心不乱に 祈っ ただろう ね。 呪え 呪え 呪えと 頭の 中が それだけで い 
つ ぱいに なつて しまう くらいに。 かつて 愛した 人が 他の 女と 体を 寄せ 合う のを じつと じつ 

と 見上げながら。 眼球が 飛び出す くらいに 睨みつ けながら、 きっと ね。 . そういう 時間 

が、 給食が 終わって から、 昼休みが 終わる 間際までの 時間の 正体 だと、 私は 思って る 0 」 
願掛けは、 祈る 強さの 熱量で 効果が 宿る…。 

「どれほど 呪っ たんだろ うね、 田 無は。 . 私は その 時間の ことを 思う と、 何だか 恐ろし 

くって 仕方がない よ…。」 

あくまでも 私の 想像 だよ、 とお ばさん は 念を 押す が、… 多分、 間違って はいない に 違い 
ない . 。 

「 . 何だか 明日から 学校に 行く のが 怖いです。」 

「あっは っは っは っは！ 男子は 腹が立っ たら 仕返しを する 生き物 だけど、 女子は 憎 かっ 
たら 呪う 生き物 だもの 。という ことは、 クラスの 半分は 呪いが もうもうと 立ち込め てるつ 


てこと になる。 それに 誘われて 悪霊なん かもいっ ぱい やって くるって 話、 だよ。 だから 学校 
には 特に 怪談が 多い って わけ。 ま一、 鈍感な 男子には どうで もい いこと でしよ。 男子って 
霊感が 鈍い らしい し。」 

「 …… じ ゃ、 じゃあ 女子は、 毎日、 そんな 立ち込める 呪いの 中で 生活して るんで すか？」 
「そうよ？  知らな かった？」 

おばさんは ちよっ と 怖い 冗談く らいの つもりで 言っ ている のだろう。 でも、 今の 僕には 
とても 冗談には 聞こえな かった。 

僕は もう、 身に 染みて 理解して いた。 

この 世の 半分は、 呪いで 出来て いるの だ…。 


[10 無 美 代 子と 踊ろう 

通信簿の 中身に 一喜一憂したら、 取りあえず 学業の 悩みは 忘れて 夏休みだった。… もっ 
とも 中学 三年の 夏休みな ど、 バケ ー シ ョンには なりえない の だが。 

生徒たち が 次々 と 下校す る 中、 僕 だけは その 流れに 逆らって 校舎 裏へ 行っ た。 

プレハブ 校舎は まだ 取り壊されて はいない。 

校舎 内は 使わな くな った 文化祭の 看板な どの 倉庫に されて いたが、 それらは 全て 処分 さ 
れ 、全ての 部屋は ガランと していた。 おそらく、 夏休みに 入っ たらす ぐに でも 撤去す るつ 
もりだろう。 

…… 僕は あれ だけ 深く 「お 骨サ マの 呪い」 に 関わり、 田 無の 事件に 関心を 寄せながら、 
ここを 訪れる ことは ほとんどな かつた。 

本当は もう 二度と 近寄ろうと は 思わなかった。… でも、 事件の 全てが わかり、 夏休みが 
明けたら もうな くな つてい るだろう という 感傷が、 なぜか 僕の 足を ここへ 運ばせた の だつ 
た。 

外 階段は 相変わらず 上れない ょうに 針金で 封鎖され ていた。 . その 時、 ぎょっ とす 

る。 その外 階段の 二階 踊り場に 生徒が 背を 向けて 立って いたから だ。 
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僕は ぐるっ と 回り、 園芸 部の 畑に 踏み 入って その 生徒を 見上げた。 
. わかって いた、 想像が ついていた、 誰 だか わかって いた。 


r 

r 


田 無さん 


° 


こんにちは。」 


「こ、 . こんにちは。」 

僕は 田 無とは まった く 面識がない。 だから 言葉を 交わす のは これが 初めて だっ た。 
「ごめんなさい。 私、 あなたの 名前を 覚えて ない の。 他の クラス かしら？」 

「： •うん。 A 組の 宮 島です。 多分、 これが 初めての 挨拶になります 0 」 

「そうなん だ。 ごめんね。 三年 間 も 同じ 学校に 通って いたのに 一度 も 挨拶し なくって 0 」 
そう 言う と、 田 無は、 佐 藤に 負けずに 長くて 美しい 髪を 翻す 仕草を 見せる のだった。… 


こうごう 


木立からの 木漏れ日を 背負い、 それは 不思議な 神々 しさを 感じさせた。 


不思議な 美し さ、 やさしい 笑顔な のに、 . び 

と 僕を 見下ろして いた。 

それは 彼女と 僕が 立つ 高さが 違う だけでは ない。 

が 立つ ていたと しても、 きつと 感じた に違いない 高さの 違和感だった。 


こか、 冷たい。 そんな 眼差しが 、じつ 


たとえ 同じ 高さの 床の 上に 二人 


r 


初めて 挨拶を する のに、 私の 名前を 知っている のね。 宮島 くん …… ？ 私が 有 


名人 だから、 


力 しら？  く*^ N  く^ く*^ ON  く*^ ON。 」 


「そうか もしれ ないです ね。 今や 『お 骨サ マ』 の 生まれ変わり である あなたを 知らない 人 
間は 学年に いないで しようね。」 


r 


そう 私を みんなが 呼ぶ のは 知っている けど、 私に 直接 言った 人は 初めてよ。 


宮島 くんは 面白い 人な のね。 くす くす くす。」 

そう、 この 笑い声が、 彼女の 冷た さと 距離感を 引き立て るの だ。 

まるで 僕を 虫籠 越しに でも 見て いるよう な。 そんな 気 時ち にさせる の だ 


「私が 恐ろしくない の？ 


私に 話し掛けた だけで 『呪い』 にかかった 人 もい るの よ？ 


か 


あなた も 私と 縁を 持って、 そんな 目に 遭つ たら 不偷决 でしよう…？ 一 


r 


田 無さん。」 


「何 か しら？」 


r 


あなたは、 呪いを 操れる ようにな つたこと を、 楽しんで はいません か？ I 


「く^一^く^ 一^く^ 一^く^ oV 


そうね。 否定は しない わ。 とても 楽しい わよ。 あなたたち 一般 


生徒が この 学校に いた ことが どんな 記録に 残る というの？ 卒業 アルバムに 小さく 名前を 


ほこり 


残し、 資料室の 奥に 積まれて 埃に まみれる だけ。 


でも 私は 違う。 私は 呪いと なる、 祟 


りと なる。 私の 名を 誰もが 忘れても、 私と いう 存在が 呪われて 死線を 彷徨い、 呪いと 共に 
蘇っ た 物語は この 学校に ずっと 残る でしょう。 それは 私が 永遠に 記録され ると いう こと。 
あなたたち のょうに、 埃に まみれた 名簿の 一つの 名前では ない。 今後 この 学 K に 入学して 
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くる 生徒たち に延 々と 受け継がれ、 いつまでも 脈々 と 残り 続ける 呪い、 祟り、 怪談。 . 

私は この 学校と いう 空間で、 永遠に 生き 続ける のよ。」 

二階の 踊り場が、 まるで オペラの 舞台の よう。 

彼女は 美しい 木漏れ日が 作る 神々 しい 風景を 背負いながら、 くるくると 舞うよう にしな 
がら 笑っ た。 

r . 僕は、 つい さっきまで あなたに 謝ろうと 思っ ていました。 でも、 今の 話を 聞いて 

その 必要がない ことを 知りました。」 

I . る？ とうして •：？ . j 

やはり …… 優 花 おばさんの 言う とおり、 彼女は 頭が 良 過ぎる の だ。 …… 僕の いくつかの 
言葉を 聞いた だけで、 僕が 何者で、 なぜ ここに 現れて なぜ 彼女の 名を 知っていた のかを 全 
て 理解して しまつて いる…。 

「そう。 . あなたが 私を 生んだ のね。」 

r . お前なん か 生み出した 覚えは ない。」 

「くす くす くす くす。 親は なく とも子は 育つ とも 言う わよ。 . 初めまして、 お 父 様？  あ 

なた に 生んで もらっ たから、 美 代は こんなに も 立派に 育ちました。」 

「 . そうだね、 君は 立派に 育ち過ぎた。 君は これ 以上、 ここにいて いい 存在 じ やな 


「あら、 お 父 様…、 生み出して おきながら そんな お 言葉は あんまりで すわね。 せめて 娘の 
立派な 成長を 讚え て ほしいと いうのに。 くす くす。 私は あなたに 生んでくれ たこと を 感謝 

している のに。」 

「感謝なん かいらない。 だから 君は いるべき 世界へ 帰れ。」 

「くす くす くす くす…！ あなたが 望むなら、 あなたの 嫌う 全ての 相手に 呪いを 下そう。 
あなたの 敵は 私の 敵。 あなたの 望まない 全てを、 あなたの 世界から 放逐し よう。 それが 娘 
にと っての、 お 父 様への 務めです もの。 さぁ 私を 讃え なさい。 そして 認めなさい、 受け 容 
れ なさい。 我 こそは 現世に 降り 立った 常世の 理 。あなたが 生んだ 永遠を 生きる 法則に して 
存在に して 祟りの 具現 そして あなたの 娘なん だもの！  くす くす くす、 あっは っは っは、 

あ 一 つは つは つは つは つは つは n:」 

「 . 0 」 

「残念です お 父 様。 親に 祝福され ぬ もまた 呪いの 呪いた る 所以な のか。 くす くす くす！ さ 
すれば これにて 閉幕と 致し ましよう。 またい ずれ 何処かで お会いいた しまし よう。 くす く 
すくす”：」 

田 無が、 …… いや、 田 無 だけど 田 無 じ ゃない 何者かが、 踊り場の 柵に まるで 鉄棒 か 何 か 
のように もたれかかりながら 体重を 預け、 上半身を 大きく 乗り出した。 何を しようと して 
いるの か 嫌な 予感が 電気の ように 過った。 
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「 . や  . やめろ…"」 

「それ ' t: は ご機嫌よう、 お 父 様。 くす くす くす。」 

冗談 だとは 思わなかった。 …… だから、 僕は 踊り場の 下へ 駆け寄る。 

まるで 鉄棒を 前 転で もす るかの ように。… ふわっと 田 無の 体が 舞い、 宙を 踊る ようにし 
ながら 落ちる。… それは きっと、 あの 日 あの 時 あの 昼休みと 同じ 墜落。 

人間が 一人 落ちて きたら、 きっと ものすごい 重さが 掛かる だろう。 腕が 折れる かもしれ 
ない、 …… とは、 あまりに 咄嗟 過ぎて 思わな かった。 

ひとつ 言えた のは、 …… 天より 舞い 落ちる 羽を 腕の 中に 受けた ような、 この 世の ものと 
は 思えない 軽 さ。 

…… 僕は 彼女の 体を 受け止め、… しばし 呆然と する しかな かった。 

田 無の 顔が 近い。 田 無は 僕の 顔を まじまじと見 ると、 さっきまで 浮かべて いたう っ すら 
とした 微笑を 改めて 浮かべる のだった。 それが 感謝す る ものな のか 嘲笑す る ものな のかは 
区別が つかない。 

僕は 田 無を 腕から 解放す る。 田 無には、 僕が 受け止めな かったら 大変な ことにな ってい 
たという 自覚は まるでない よう だつ た…。 

「ありがとうね、 お 父 様。 私を 助けて くれて 0 」 

「 . お前を 助ける わけ じ ゃない。」 


「あら、 . くす くす くす くす、 それは 悲しい お 言葉です こと。」 

足に 何 かがぶ つかる。 それが 何かと 見下ろした 時、 背筋が 凍った。 

それは …… 地中に 埋まり 先端を 尖らす シャベル だっ たから だ。 

僕が 受け止めなければ、 あの 日と まった く 同じ 再現に なった かもしれ ない の だ。 . 

いや、 …… 意識不明と いう 結末まで 同じな のかは わからない…。 本当に こいつが 望んだ 結 
末に 今度 こそな ったの かも . . 

「残念。 . 美 代は 永遠に なり 損ねました わね。 くす くす くす、 あはは ははは 

は！」 

「君は 永遠なん かじゃない。 ただの 怪談 だ。 . 怪談は 夏の 幻想に 過ぎない！」 

学校は 今日から 夏休みに なって 誰もい なくなる。 怪談 も 呪い も 祟り も、 それを 言い伝え 
て くれる 人間たち に 寄生し なくて は、 生きられない。 

だから 「お 骨サ マの 呪い」 などと いう その場限りの 怪談は、 今日で その 命が 潰える はず 
なの だ . . 

「そうです わね。 これから 数十 日に も わたっ てこ こには 人が いなくなる。 …… それで 私が 
消えて しまうょう でしたら、 私は 所 設 その 程度の 存在だった という こと。 でも お 父 様？  ひ 

と 夏を 越えても し 私が 永ら えたなら。 . もう 私の 存在は お 父 様で もどう にもな りません 

わよ . ？」 
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「 …… 今の 時点で も、 どうにかなる とは 思えない けどね。」 

「あらあら、 正直です こと。 くす くす。 . ならば お 父 様、 ひと 夏を 越えて まだ 私が 永ら 

えていたならば、 その 時は 私を 娘と 認めて くださいます…？」 

僕たちは 何とい う 奇妙な 存在 同士な のか。 

僕は 目の前にい る 存在が 田 無 美 代 子と いう 同じ 学年の 生徒の 容姿を していながら、 . 

現世に 存在して はならぬ 存在で ある ことを 認識して いるの だ。 

ここは 人間の 住む 世界 だ。 全ての 現象は 人間が 起こし、 人間に ょって 説明で きて、 人間 
が 解決で きる。 そういう tt 界 なの だ。 他の 世界の 法則な ど 紛れ込んで はならない の だ…！ 
そして 日の 角度が わずかに 変わり、 美しい 木漏れ日が 薄れた 頃、 そいつは 踵を 返す。 
「では また、 お 父 様。 夏休みが 終わつ たら また お会いし ましょう？」 

「では また、 田 無 美 代 子さん。 夏休みが 終わっ たら 初めて 君に 会える のを 楽しみにして い 
ます。 そうしたら その 時に 改めて 謝らせて ください 〇」 

「くす くす くす、 あはは ははは は、 は一 つは つは つは つは つは つは - 」 

名前し かな かった 呪いが 姿を 持ち、 歩いて 笑っ て、 木漏れ日の 中を 去っ ていく。 

そうさ  、これは 初 X の 真 C の 白 , la •夢。 

暇つ ぶしに 落ちこぼれの 三人組が 生み出した、 お 手製の チー プな £^のほん (0 ^* 


nrf 


この 世の 半分は 呪いで 出来て いる。 

この 世の 半分は 呪いを 欲して いる。 

この 世の 半分は 呪いが 支配して いる。 

ならこの 奇怪な 出会い も、 この 世の 右 半分と 左 半分が 出会つ ただけ のこと。 
夜に 見るなら 漆黒の 悪夢。 昼に 見るなら 甘い 白昼夢。 
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そうさ、 これは 初夏の 真昼の 白昼夢。 

暇つ ぶしに 落ちこぼれの 三人組と 私が 生み出した、 お 手製の チー プな 怪談の ほんの 余談。 
退屈の 水槽では 窒息して しまう 私たちには、 これく らいの 遊び心が 必要なん だもの。 
陸談と 踊ろう。 私と 踊ろう。 だけど あなたは 階段で 踊つ てね…。 
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